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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

二

杉
田
玄
白
の
『解
體
約
圖
』
に

つ

い

て•

ヽ緖

方
 

富

雄

杉

田

玄

白

等

が

『
解

體

新

書

』

を

世

に

問

ふ

ま

へ

に

、.
『
解
體 

約

圖

』

を

出

し

て

、
來

る

べ

き

『
解

體

新

書

』

に
も
ら
れ

た
西
洋 

醫

學

の

一

端

を

紹

介

し

た

こ

と

は

、

玄

白

の

『
蘭

學

事

始

』

に
も 

樂
貝
か
れ
て
あ
る
の
で
、

ひ

ろ

く

知

ら

れ

て

ゐ

る

。

と

こ

ろ

が

、

こ 

の

『
約

圖

』

が

ど

ん

な

も

の

か

、,

そ
れ
を

知

る

も

の

は

き

は

め
て 

す

く

な

く

、

一
部
の
人
は
、

今

日

で

は

世

に

存

し

な

い

も

の

の

や 

う

に

考

へ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

、

こ

の

世

に

も

め

づ

ら

し

い

も

の

を

、

暉

峻

義

等

氏 

は

先

年

京

都

で

發

見

し

て

、

珍

藏

し

て

ゐ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

實 

を

い

へ

ば

、

私
も
、

最

近

に

そ

れ

を

敎

へ

ら

れ

て

見

せ

て

い

た

だ 

い

た
一
人
で

あ
る
。

私

は

、

暉

峻

氏

に

、

こ

れ

を

學

界

に

ひ

ろ-
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と 

を

拒

す

ゝ

め

し

た

の

で

あ

る

が

、

多

忙

の

同

氏

に

は

そ

の

暇

が

な 

い
と

い
は
れ

る
。

そ

れ

で

私

は

、

お

ゆ

る

し

を

得

て

、

同
氏
に
代 

っ

て

御

紹

介

す

る

次

第

で

あ

る

。 

・

蘭

學

事

始

に

つ

ぎ

の

句

が

あ

る

。

引

用

の

最

初

の

『
右

の

如

く

、
 

一
通
り
譯
書
iH.
來

た

れ

ど

も

』

と

あ

る

の

は

、

解

體

新

書

の

飜

譯 

の

こ

と

で

あ

る

。

『拟
、

右

の

如

く

、

一
通
り
譯
書
出
來
た
れ
ど
も
、

其

頃

は

蘭
說 

匕

い

ふ

事

少

し

に

て

も

聞

及

び

聞

知

る

人
絕

え
て

な

く
、

世
に
公 

に
せ

し
後
は

、

漢
說

の

み

主

張

す

る

人

は

、

其

精

粗

を

辨

ぜ

ず

、
 

こ
れ
胡
說
な

り

と

驚

き

怪

み

て

見

る

人

も

な

か

る

べ

し

と

思

ひ

、

2
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先

づ

「
解

體

約

圖

」

と

云

も

の

を

開

板

し

て

世

に

示

せ

り

。

是
は 

俗

間

に

い

ふ

報

帖

同

樣

の

も

の

に

て

あ

り

た

り

。
』 

こ
れ
で

、

こ

の

約

圖

の

刊

行

の

動

機

が

よ

く

わ

か

る

。

す
な
は 

ち

玄
白
等

は

、

こ
の
嚴

然

た

る

眞

理

が

、

日

本

中

の

醫

者

に

、

す 

こ

し

で

も

障

碍

が

す

く

な

く

、

效

果

的

に

傳

へ

ら

れ

る

や

う

、

そ 

の

た

め

に

細

心

の

工

作

を

し
た
も

の

で

あ

る

。

三 

' 

さ
て
、

約

圖

は

、

別

に

揭

げ

た

寫

眞

か

ら

察

せ

ら

れ

る

や

う

に

、
 

橫

に

長

い

一

枚

の

紙

に

本

版

で

刷

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

扁
額
と 

し

て

表

裝

さ

れ

た

も

の

に

つ

い

て

み

る

と

、

高

さ

三

七•

七
纏
、
 

長

さ

一

三

六• 

一
樋
。

す

な

は

ち
美

濃

判

の

紙

を

縱

に

し

て

、

そ 

の

側

面

を

五

枚

つ

ぎ

あ

は

せ
た

も

の

で

あ

る

。

別

圖

は

そ

の

一

枚 

づ

ヽ

の

切

目

で

切

っ

て

あ

る

。

ま

た

寫

眞

で

も

わ

か

る

や

う

に

、 

全

長

を

八

つ

に

折

り

た

た

ん

で

あ

っ

た

あ

と

が

あ

る

。

さ
う
い
ふ 

か

た

ち

で

賣

り

出

さ

れ

た

の

で

あ

ら

う

。

內
容
は
、

あ

き

ら

か

に

、

紙

の

一
枚

づ

つ

で

ち

が

っ
て
ゐ
て
、
 

し

か

も

全

體

と

し

て

の

ま

と

ま

り

を

持

っ

て

ゐ

る

。

そ
の
各
ミ
の 

杉
H.
玄

白

の

『
解
體
約
圖
』

に

つ

い

て
(

緒
方)

內
容
は
、

左

の

と

ほ

り

で

あ

る

。 

第

一

枚

序

と

凡

例
 

第

二

枚

骨

節

の

圖 

第

三

枚

臟

腑

の

圖

と

そ
の
說
明 

第

四

枚

脈

絡

の

圖 

第

五

枚

解
 

說 

以

下

に

そ

の

各0

に

つ

い

て

述

べ

よ

う

。

第

一

枚

次

の

頁

に

別

に

揭

げ

芝

文

が

あ

る

。

字

數

、

行

數

は

、

大
體

原 

文

に

あ

は

せ

て

あ

る

。

も

し

い

こ

と

に

、

本

文

の

後

半

の

二

個

所 

に

大

き

な

缺

損

が

あ

る

。.
殘

部

と

文

章

の

連

絡

か

ら

判

讀

で

き

る 

と

こ

ろ

は

、

字

を

當

て

た

。

第

二

枚

全

身

の

骨

格

の

圖

の

ほ

か

に

、

そ

の

右

側

に

脊

柱

の

圖

が

あ

る

。 

隨

所

に

骨

の

名

と

そ

の

數

と

が

書

か

れ

て

ゐ

る

。

第

三

枚

上

半

に

胸

部

と

腹

部

と

の
內
臟

の

圖

が

あ

る

。

右

が

『
前

面

』
、
 

左

が

『
背

後

』

で
あ
る
。

三

3



科

學

史

硏

究
 

第

六

號

四

を

求

む

べ

し

』

と

あ

る

の

は

、

こ
の
第 

=

一
枚
目
の
こ
と
を
い
ふ
の
で

あ
っ
て

、 

そ

の

『
各

條

』

が
下.
半

に

書

か

れ

て

あ 

る
。

そ

れ

は

つ

ぎ

の

と

ほ
り
で

あ

る

。 

甲

兩

—
肺

主

一
-

呼
「
吸
-

佐
一-
血

之

運
丄
仃―7

乙

心

•

主-

血

丙

隔

—
膜

為

ー

ー胸

腹

之

阻r
隔
一
兼

、
參

呼
-

吸­

丁

胃

受

ー
-
飮

—
食
_

戊

大

韩

里
—
兒

華

—
人

所-

杏

說 

者

蠻!

名

直

—
譯

連
一
膽
和
二
飮,

食
­

己

肝

受

ー

一

門t
脈
之
血
一
佐
レ
膽 

庚

膽

連

」
十
丄
ー
指
・
「
腸
-

和
二
飮
—
食
-

•

辛

脾

佐

一

一

肝r
膽
- 

凡

例

の

第

一

に

『
唯
甲

乙

等

の

字

を

記

し

て

、

こ

れ

が

符

印
と 

壬

薄

—
腸

所

レ

謂

小
—
腸

也
有
一-

木
十
丄
〒
指J
腸

火
化
「
腸 

な
す
。

各

條

ま

た

符

印

の

字

を

記

す

。

よ

ろ

し

く

相

照

し

て

こ

れ 

土
囘
—
腸

之

分-

各
主
消
コ
化
飮1
食
-

解

體

約

圖

僕

嘗

從

コ

事

於

紅
,

毛

解

「
體

書

一

而

譯
"

焉

有

”
年
ー­
於

玆

一

也

今

旣
—
成 

名
H

解

「
體

新

—
書

一

矣

夫

紅
,

毛
—
人

所
レ
說

所

レ

圖

凡

百

—
骸

九r
竅

單
 

腑

筋

，
脈
至
一 
ー
於
皮,

毛

爪
r
牙

一

也

分

而

說

焉

離

而

圖

焉

細

而

著
 

焉

至
­
於

精

華

人

所

レ

未

“說

者

一

矣

其

說

焉

口
□

□

ロ

ロ
 

ロ
口
一 

也

然

此

擧

也

欲

ナ

ロ

臟

「
腑

脈

「
絡

骨
1
節
□

□

口

而

圖

ー

一

其

全,

形
­

以
使
翠
見
一 
ー
新
—
書
-

者
上
先
知N

其

大

—
略®

也

侍

醫

玄

白

杉

田

翼

誌
 

養

同

 

淳

庵

中

川

鱗

校
 

處

士

元

章

熊

谷

儀

克

圖
 

凡
例 

ソ 

フ
ノ 

ヲ
- 

シ
テ 

ノ 

ヲ
X

ガ 

ト 

タ
X 

凡

圖
—
中
名
，
目
厭
一
一
其
煩
—
冗
-

故
唯
記
一-
甲i
乙
錄
之
字
一
爲
一
一
之
符

印
-

各1
條

又
記
二 

符J
印
之
字
一
也
宜.
三
相r
照

求

”
焉 

臟
「
附

脈

—
絡

骨

—
節

各

離

而

圖

焉

疊
,

層

而

透1
視

視

レ

之

則

其

部

—
位

全

4



癸

厚

血

所

レ

謂

大i
腸
也
有
一-
・佥
盲

—
腸

ZK
直-

腸

之

分
­

食
至
二
于
此
一
成
レ
屎

東

門

脈

夫

人

之

生

也

禀
-
養

於

後

—
天
一
也
後

—
天

者

飮
・

・

食

之

謂

也

飮

—
食 

入
レ
ロ
則
其

精
—
氣

爲

”
液

爲

”
血

以

循

—
環

周
—
流

也

於"

是

乎

元

ち
 

育

矣

初

入

レ
胃
而
先
輸
ー
ー
于

十

ヒ

〒

指

—
腸
-

又

大

—
幾
—
里

兒

汁

及

膽

， 

汁

入=

於
此
一
也
同

經

二
于
化
—
腸

一

而

和

焉

歷­-
于

廻
—
腸
-

而

消

焉

精

— 

氣

發
ー
ー
于
外
一
其
，
液

成

矣

輸

ニ
之
於
奇
—
縷

—
管
-

上
會
一
于
奇,

縷

科

—
臼
- 

漸
化
爲
レ
血
至
ニ
於
缺
—
盆
—
骨

—
下

一

而
衮

動

—
脈
-

也

蓋

血
—
者
出
ニ
於
心

1  

而

循

一兩
，
肺
一
為
・
肺
所
一
一
鼓
—
動
-

而

上

入
二
于
動1
脈

之

大

—
幹
一
順
，
行

而 

灌

=1
注

于

支

—
別

微

，
細
之
處
一
傳
二
血
—
脈

微

—
細

之

處
-

反
逆
丄
仃
至
一-
其 

大
—
幹
-

而
復

歸
--
于

心

一

也

歸

而

又

行

終

而

又

始

如­-
環

無

H

端

也
 

腎

—
新

連
-
于

血

—
紙

大
—
幹

之

左

も
-

分
ヨ
別

血,

中

之

水

一
西
傳
一
乏
於 

膀

血
-

也
門
—
脈

—
者

受
ー
-
腸

—
中
之

血
-

而

傳
一
乏
於

肝
與
匸
脾
肝
受

“
之 

而

生-
膽

—
汁
一
也
大
幾1
里r
兒

者

連
卞
於

竽

脈

與

動

—
脈
-

之
支
別
上
受
ー
一 

之

養
-

而
生
一-
其
—
汁 
一
也
厚 t 
腸
者
受
二
飮r 
食
之
滓
一
轉
コ
輸 

于 
直,

腸
一
也

安

永

二

年

癸

巳

春

正

月

江
戶
室

町

三

丁1
 

書

肆

須

原

屋

市

兵

衞

杉
田
玄
白
の
『
解
體
約
圖
』

に

つ

い

て(

緖
方)

ノ 

タ 

r 

リ 

テ
・ 

人
所
一
未
レ
說
者
蠻
—
名

飜

譯

從

”
腸
起
人
ー
ー
肝
， 

脾

」画 

奇

—
縷

—
管

幷

科

臼
 

華

—
人
所
レ
未
レ
說

者 

蠻
—
名

直

—
譯
主
卞
受
二
水!

殼
之 

精

—
氣
-

化
レ
之
爲
ま
血

南

兩

腎

分
□

別

水r
血
一 

比

勝

胱

聲

小

—
便
- 

天

動

脈

血

順

—
行
之
道
路 

地

血

脈

華
,

人
所
レ
說
靑

「
脈
也 

血
逆
—
行
之
道
路 

第

四

枚

 

い

は

ゆ

る

脈

絡

の

圖

で

あ

る

が

、

こ
こ

に
畫
か 

れ

て

あ

る

の

は

、

血

管

系

と

男

性

の

泌

尿

生

殖

器 

系

と

が

一

緖

で

、

婦

人

の

そ

れ

は

、

別
に
右
下
に 

揭

げ

ら

れ

て

あ

る

。

第

五

枚

上

の

文

が

あ

る

。

多

少

の

缺

損

が

あ

る

が

、

文 

脈

は

完

全

に

た

ど

る

こ

と

が

で

き

る

。

五

5



科

學

史
W

究 

第

六

號

四 

• 

つ
ぎ
に
、

本

文

を

た

ど

っ

て

み

よ

う

。 

第

一

枚
 

後

半

は

正

確

に

た

ど

れ

な

い

が

、

大

意

は

つ
ぎ
の
や
う
な
こ
と 

で

あ
ら

う

。 

・
 

自

分

は

、
數

年

か

か

っ

て

、

紅

毛

人

の

解

體

の

書

を

譯

し

て

、
 

今

で

き

あ

が

っ

た

。

そ

れ

を

解

體

新>
!

と

名

づ

け

た
。

一
體

紅
毛 

人
は
、

身

體

の

各

部

を

こ

ま

か

く

わ

け

て
說
き

、

そ

し

て

圖

に

す 

る
が
、

そ
の
說
く

と

こ

ろ

は

非

常

に

精

密

で

あ

る

。

し
か
も
華
人 

の
說

か

な

い

と

こ

ろ

が

多

い

。

そ

れ

で

解

體
新

書

を

見

る

人
に
、
」
 

•

ま

づ

そ

の

大

體

を

知

っ

て

も

ら

ふ

た

め

に

、
臟

腑

、

脈

絡

、

骨
節 

の

全

形

を

圖

に

す

る:

： 

こ
れ
は
、

さ
き
に
揭

げ

た

蘭

學

事

始

に

書

か

れ

て

ゐ

る

2:
と
と
、
 

表

裏

を

な

し

て

よ
く 

一
致
す
る
。

凡

例

の

第

三

行

に

、,

『
疊

重

し

て

こ

れ

を

透

視

す

れ

ば

、

r'
な 

は

ち

そ

の

部

位

全

し
』

と

い

ふ

の

は
、
・
思
ひ
っ
き
で
あ

る

。

も
ち 

ろ

ん

正

確

に

は

一

致

し

な

い

が

、

大

體

は

察

せ

ら

れ

る

。

，

-

六 

中

川

淳

庵

が

『
校
』

す

る

者

と

し

て

名

を

連

ね

て

ゐ

る

が

、

こ 

れ

は

新

書

の

場

合

と

同

樣

で

あ

る

。
、ち

な

み

に

淳

庵

は

同

鄕

の

人 

で
あ
る
。 

・
 

第

三

枚
 

下

半

の
說
明

文

に

、

今

日

見

な

れ

ぬ

名

が

い
く
つ
か
あ

る

。 

『
隔

膜

』

は

『
橫

隔

膜

』

で
あ
る
。 

： 

『
大
幾

里
兒

』

は

『
膵

臟

』

の

こ

と

で

あ

る

。

『
キ

リ

ー

ル
』

は 

オ
ラ

ン

ダ
語
の
ヨ

5-
『

で

『
腺

』

で
あ
る
。

膵

と

い

ふ

字

は

、

腺 

と

い

ふ
字

と

と
も
に
宇

田

川

榛

齋

の

『
醫
範

提

綱

』

で
は
じ
め
て 

つ
か
は
れ

た
も

の

で

あ

る

。

『
薄
腸

』

は

そ

〇
,

下

の

註

解

に

あ

る

と

ほ

り

、

『
小

腸

』

で
あ
る
。 

『
化

腸

』

は

『
空

腸

』
。
『
厚

腸

』

は

『
大

腸

』
。

『
前

面

』

の
圖
に 

『
蟲

腸

』

と

あ

る

の

は

、

『
蟲

垂

』

で
あ
る
。

『
奇t
縷t
管

』

は

『
乳

糜

管

』

の
こ

と
で

あ

る

。

『
科

臼
』

は
今 

の

『
乳

糜

槽

』

で

あ
る
。

『.
ゲ

ー

ル

』

は

オ

ラ

ン

ダ

語

の

g
y
l
、  

ラ

テ

ン

語

のc
h
y
l
u
s

で

あ
る
。

こ

の

『
奇

縷

管

』

の
こ
と
は
あ 

と

で

述

べ

る
。

最

後

の

『
血

脈

』

は

『
靜

脈

』

の
‘こ

と
で

あ

る

。

6



第

五

枚

 

第
三
枚
目
で 

の
べ
ら
れ
た
と
・
こ
ろ
を
合
せ
て
た
ど
る
と
、

つ
ぎ 

の

ご

と

き

こ

と

で

あ

ら

う

。

『
人

の

生

命

は

養

ひ

を

後

天

に

う

け

て

ゐ

る

。
後

天

と

は

飮

食

物 

の
こ
と
で

あ
る
。

飮

食

物

が

口

に

入

る

と

、

そ
の
精
氣
が

液
と

な 

り
、

血

と

な

っ

て

循

環

す

る0

か

う

や

っ

て

體

が

そ

だ

つ

。 

飮

食

物

は

、

は

じ

め

胃

に

入

り

、

そ

れ

か

ら

十

二

指

腸

に

送
ら 

れ
、

こ

こ

で

大

キ

リ

ー

ル(

膵

臟)

の
汁
と

膽
汁
と

が
こ

こ

に

入 

る
。

つ

ヾ

い

て

化

腸
(

空

腸
)

を

通

る

あ

ひ

だ

に

よ

く

和

し

、

.« 

腸

を

通

る

あ

ひ

だ

に

消

化

す

る

。

そ

し

て

精

氣

が

外

に

發

し

て

、
，
 

精

氣

の

液

が

で

き

あ

が

る

。

こ

の
液
は

、

ゲ

ー

ル

管
(

乳

糜

管) 

に
送
ら

れ

る

。

こ

の

管

は

ゲ

ー

ル

科

臼(

乳

糜

槽)

に
あ
っ

ま

り

、
 

段

々

變

じ

て

血

と

な

り

、

缺

盆

骨
(

鎖

骨
)

の
下
に
至
っ
て

動
脈 

に
亠
父
は
る
。

血

は

、

心

臟

か

ら

出

て

兩»

を

め

ぐ

り

、
肺

の

た

め

に

鼓

動

し 

て
、

上

っ

て

動

脈

の

大

幹

に

入

る

。

そ

し

て

段

々

と

め

ぐ

っ

て

、
 

動

脈

の

枝

分

れ

の

こ

ま

か

な

と

こ

ろ

に

そ

そ

ぎ

、

靜

脈

の

微

細

な 

と

こ

ろ

へ

っ

た

は

っ

て

逆

行

し

て

、

靜

脈

の

大

幹

に

か

へ

り

、

そ 

杉
田
玄
白
の
『
解
體
約
圖
』
に

っ

い

て
(

緖
方)

し

て

心

臟

に

も

ど

る

。

歸

る

と

ま

た

行

き
、

終

っ

て

ま

た

は

じ
ま 

る
。

そ
れ

は

丁

度

輪

に

端

が

な

い

や

う

な
も

の

で

あ

る

。 

腎

は

靜

脈

の

大

幹

の

左

右

に

連

り

、

血

の

中

の

水

を

分

別

し
、
 

こ

れ

を

膀

胱

に

傳

へ
る
。

門

脈

は

腸

の

中

の

血

を

受

け

て

こ

れ

を

肝

と

脾

と

に

傳

へ

る

。 

肝

は

こ

れ

を

受

け

て

膽

汁

を

つ

く

る

。

大

キ

リ

ー

ル
(

膵

臟
)

は
、

門

脈

と

動

脈

と

が

分

れ

る

と

こ

ろ. 

に

つ

ら

な

り

、

こ
れ
か
ら
養

分

を

受

け

膵

液

を

つ

く

る

。

厚
腸
ハ
大
腸)

は
飮
食
物
の
滓

を

受

け

て

こ

れ

を

直

腸

に

送

る

。
』

五

玄

白

が

、

こ
の
約
圖

を

、

簡

單

に

た

だ

提

示

し

だ

の

は

、

こ
れ 

せ
そ
內
景

の

眞

の

構

造

で

あ

り

、

眞

の

機

能

で

あ

る

と

い

ふ

っ

よ 

い
自

信

に

裏

づ

け

ら

れ

て
、

そ

れ

以

上

の
說
明

を

要

し

な

い

と

信 

じ

た

か

ら

で

あ

ら

う

。

こ

と

に

『
華

人

所

未
說
者
』

と

い

ふ

の

が

、
 

『
大

幾

里

兒

』
『
門

脈

』
『
奇

縷

管
』

に

附

せ

ら

れ

て

ゐ

る

の
は
、•

そ 

の
あ

ら

は

れ

で

あ

ら

う

。

こ
の
程

度

の

も

の

で

も

、

す

で

に

當

時
. 

漢

方

醫

の

あ

ひ

だ

に

一

般

に

行

は

れ

て

ゐ

た

い

づ

れ

の

解

剖

や

生

七



科
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史
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究
 

第
亠
ハ
號 

・
理
の
知
見
よ
り
眞
に
近
か
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。 

と

こ

ろ

が

、
・
第
五
枚
目
の
解
說

か

ら

も

知

ら

れ

る

や

5-
に
、•

當 

時

の
說

の

誤

は

別
と

し
て

も

、

な

ほ

い

く

つ

か

の

誤

が

あ

る

。

し 

か

し

私

は

、

こ
こ
で

あ

ま

り

約

圖

の
內
容

の

檢

討

を

し

な

い

。

そ 

れ

は

結

局

新

書

の

檢

討

に

な

る

か

ら

で

あ

る

.0

六

こ

ゝ

で

ち

よ

っ

と

圖

の

こ

と

に

つ

い

て

の

べ

て

お

き

た

い

。

約 

圖

の

圖

を

、
新

書

の

そ

れ

と

く

ら

べ

て

見

る

と

、

な

か

な

か

興

味 

が

あ

る

。

約

圖

の

圖

の

う

ち

解

體

新

書

に

あ

る

も

の

は

、

第
二
枚 

目

の

脊

柱

と

、

全

身

の

骨

格

の

圖

、

第

四

枚

目

の

脈

絡

の

圖

で

あ 

っ
て
、

第

三

枚

目

、

並

び

に

第

四

枚

目

の

右

下

に

あ

る
內
臟
の
圖 

は
な
い
。 

• 

よ

く

知

ら

れ

て

ゐ

る

や

う

に

、

解

體新
¢
!

の
圖
は
ク
ル
ム
ス
の 

タ

ー

ヘ

ル

・

ア

ナ

ト

ミ

ア

の

圖

を

そ

の

ま

ゝ

い

れ

た

の

で

な

く

て

、
 

・
い
ろ
い
ろ
の
著
書
か
ら
と
っ
て
あ
る
。

現

に

約
圖
の
第
二
枚
目
の 

脊

柱

の

圖

は

、

『
カ

ス

パ

ル

の

解

體

書

』

か
ら
、

全
身
の
骨
格
の 

圖

は

『
ト

ン

ミ

ュ

ス

の

解

體

書

』

か

ら

と

ら

れ

た

こ

と

が

、
新

書

A
 

に

明

示

さ
れ

て

ゐ

る

。

第
四
枚
冃 

脈

絡

の

圖

は

、

ク
ル
ム
ス
の 

原
・

!

に

も

類

似

の

も

の

が

あ

る

が

こ

れ

も

原

圖

そ

の

ま

ゝ

で

な

く

、
 

泌

尿

生

殖

器

は

約

圖

に

お

い

て

書

き

加

へ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。 

し

か
も

、

そ

れ

が

そ

の

右

下

に

あ

る

婦

人

の

泌

尿

生

殖

器

の

圖

と 

よ

く

對

應

し

て

ゐ

る

こ

と

も

、

見

逃

す

こ

と

が

で

き

な

い

。

當
時 

の

玄

白

等

の

知

識

を

も

っ

て

し

て

、

こ

の

や

う

な

追

加

は

全

く

不 

PT
能

で

な

い

に

し

て

も

、

き

は

め

て

む

づ

か

し

い

こ

と

で

あ

っ

た 

に
ち

が
ひ

な

い

。

あ

る

ひ

は

、

そ

の

ま\

久
ル
ム
ス
以
外
の
本
に 

載

っ

て

ゐ

た

も

の

を

い

れ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

な

ほ

全

身

の

骨

格

の

圖

は

、

そ

れ

を

寫

し

た

畫

家

が

ち

が

ふ

た 

め
に
、

形

そ

の

他

の

多

少

異

な

る

と

こ

ろ

が

あ

る

が

、

ま
づ
大
同 

小

異

と

い

ふ

べ

き

で

あ

ら

う

。

た
ヾ
新#

I

の

方

で

は

膝

蓋

骨

が

は

，
 

っ
き

り
し
な
い
の
に.
對

し

て

、
約

圖

の

は

、

は

っ

き

り

し

て

ゐ

る0 

約

圖

の

圖

を

書

い

た

熊

谷

儀

克

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、

ま
だ
し
ら 

べ
て

ゐ

な

い

。七 

こ

の
約
圖
は

、,

醫

學

史

に

い

ろ?
(
\
 

〇̂

唆

を

あ

た

へ

る

。

そ
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の
二
、

三

を

擧

げ

て

み

た

い

。

第

一

に

發

行

の

日

附
で

あ

る

。
安

水

二

年

癸

巳

春

正

月
(

西
曆 

一
七
七
三
年)

は
、

解

體

新

書

が

世

に

出

た

安

永

三

年
(

西
曆
ー 

七
七

四

年)

の

前
の
年
で

あ
る
。

し
か
も
約

圖

に

は

『
今
旣

に
成 

る
。
・
名
づ
け
て
解

體

新

書

と

い
ふ
』

と

書

が

れ

て

あ

る

。 

『
和

蘭

醫

事

問

答

』

の

上

卷

の

玄

白

の

答

書

に

つ

ぎ

の

句

が

あ

る

。 

『
依
之

乍

不

及

、

如
ー
ー
鳩
摩
羅
什i

以-
一
管
見
一
致
一
飜
譯7

解

體
新 

書

と

申

書

五

册

出

來

い

た

し

候

。

い
ま
だ
校

合

相

成

不

申

候

故
、 

上
木
不

巾

候

。

近

々

に
出

來

可

申

候

。

其

約

圖

出

來

候

間

、

入
御 

覽

巾

候
。

是

に

て

大

筋

通

り

御

推

察

可

被

成

候

。
』 

こ

の

手

紙

の

日

附

も
安

永

二

年

正

月

で.
あ
る
。

手
紙
の
宛
名
の 

主
建

部

淸

庵

は

、
約

圖

を

早

速

も

ら

っ

た

の

で

あ

ら

う

。

こ
の
和 

蘭

醫

事

問

答

に

お
い
て

、

校

合

は

す

ん

で

ゐ

な

い

か

ら

上

木

は

し 

な

い

が

近

え
で

き

る
で

あ

ら

う

と

い

っ
て
、

五
册

と

い
ふ
卷
數

ま 

で
示

し

て

ゐ
る
。

新

書

の

吉

雄

耕

牛

の

序

を

み

る

と

、

彼

が

安

永

二

年

三

月
に
力 

.
ヒ

タ

ン

に

つ

い
て

江
戶

へ
來
た
と
き
、

玄

白

が

訪

れ

て

解

體

新

書 

を

示

し

て

「
覽
を
乞

ひ

、

疑

を

も

た

だ

し

た

い
と
申
し
て
出

た

と

・
 

杉
田
玄

白

の

『
解
體
約
圖
』

に

つ

い

て(

緖
方)

い
ふ

こ

と

咅

書

い

て

ゐ

る

。

『
今
兹
癸

巳

之

春

。
復

與

蘭

人

來

於

來

東

部

。

前
君

亦

引

同

好

士 

而

問

余

。
殷

勤

如

故

。

中

有

郡

郊

官

醫

杉

君

玄

白

者

。
出

其

所 

著

解

體

新

書
济
余

且

謂

日

。

翼

也

從

良

澤

氏

遙

辱

承

先

生

之

餘 

敎
(

略
)

。

伏

願

一

得

歷

先

生

之

電

覽

而

質

其

疑

則

死

且

不

朽 

(

略
ノ
』

こ

の

時
す
で

に
、

約

圖

が

で

き

あ

が

っ

て

ゐ

た

の

で

あ

る.
か
ら
、 

耕

牛

は

そ

れ

を

見

せ

ら

れ

た

に

ち

が

ひ

な

い

。

こ

れ

か

ら

わ

か

る

や

う

に' 

約

圖

は

も

ち

ろ

ん

、
新
蛊!!
も
、

安 

永

元

年

の

暮

に

は

、
、
 

す

で

に

一

應

完

成

し

て

ゐ

た

と

見

る

べ

き

で 

あ
ら

う

。

そ

れ

か

ら

あ

と

の

一

年

あ

ま

り

は

、

校

合

そ

の

ほ

か

最 

後

的

な

仕

上

げ

と

印

刷

と

に

費

さ

れ

た

の

で

あ

ら

う

。 

蘭

學

事

始

に

、

稿

を

改

め

る

こ

と

十

一

囘

、

四

年
を

費
し
て

新 

書

が

で

き

た

と

書

い

て

あ

る

が

、

一
應
は
完
成
し
て
、

そ
の
抄
譯 

と

も

見

る

べ

き

約

圖

が

ま

と

め

ら

れ

る

ほ

ど

に

な

る

ま

で

に

は

、 

飜

譯

を

は

じ

め

た

明

和

八

年(

西

曆

一

七

七

一

年)

の
三
月
か
ら
、 

わ
づ
か
に
一
年
半
・
め
ま

り

で

あ

る

.0
お

ど

ろ

く

べ

き

事

實

で

あ

る

。

九
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科

學

史

硏

究
(

第

六

號
)

ハ

二
 

, 

つ
ぎ
に
、

こ
の
約
圖

が

、

ど

ん

な

反

響

を

あ

た

へ

た

か

、

そ
の 

一
部
を
う
か
が
は
う
。

約

圖

を

お

く

ら

れ

た

建

部

淸

庵

は

、

そ
の 

翌

年

の

四

月

九

日

附

で

玄

白

に

つ

ぎ

の

やう
に

!
！!

き
お
く
っ
て
ゐ 

る
(

和

蘭

醫

事

問

答

下)

。

『
押

惠

與

被

下

候

約

圖

拜

見

、
不
一
覺
狂
呼
□

咗
而
不-

合
、

舌

擧 

而

不

」
下
、

膛

若

た

る

老
眸

頻

に

感

泣

仕

候

』 

西

洋

の

醫

學

者

の

飜

譯

の
出

現

を

念

願

し

つ

づ

け

て

來

た

淸

庵 

は
、

お

そ
ら

く

、
約

圖

を

も

っ

と

も

珍

重

し

た

一
人
で
あ
っ
た
で 

あ
ら

う

。

淸

庵

の

こ

の

手

紙

に

答

へ

た

玄

白

の

答

書

の

な

か

に

次

の

句
が 

あ

る
(

安

永

三

年

十

月

十

五
日
附
)

。

『
全

體

和

蘭

人

所
說

の
經

脈

は

直

に

見

候

而
定

候

事

故

、

漢

人

所 

立

と

は

大

き

に

違

ひ

、

十

二

經

の

十

四

經

の

と

申

事

無

御

座

候

。 

去

年

中

入

御

覽

候

約

圖

に

新

譯

仕

候

通

、
動

脈

、

血

脈

、
，
筋

、
 

神

經

と

四

通

よ

り

外

無

御

座

候

』 

實

証

に

よ

っ

て

、

漢

人

の

所
說
を

き

っ

ぱ

り

と

否

定

し

て

ゐ
る

-

〇 

玄

白

の

態

度

は

、

ま

こ

と

に
强

い
。•

こ
れ
を
漢
方
醫
は
ど
う
と
っ 

た
か
。

そ

の

詳

細

は

わ

か

ら

な

い

。

た
だ
、
蘭

>■
事

始

に

、

約

圖

を

批

判

し

た

通

詞

の

こ

と

が

書

か 

れ

て

あ

る

。

,
『
或

る

一

譯

士

、

此

「
略

圖

」

を

見

て

、

「
ゲ

ー

ル

」

と
い
ふ
も 

の

は

身

體

中

に

は

な

し

、

「
ガ

ル

」

の
誤
な
る
べ

し
、

「
ガ

ル

」

は 

卽

ち

膽

な

り

と

不

審

せ

し

と

な

り

。
』

注

意

す

べ

き

こ

と

は

、

玄

白

は

た

だ

こ

れ

だ

け

の

こ

と

を

書

い 

て

ゐ
る
だ
け
で

あ
る
。

何

の

抗

議

も

な

い

。*

言
で

應
じ

た
の
で 

あ
ら
う
。

つ

い

で

に

こ

こ

で

す

て

し

『
奇

縷

管

』

の

こ

と

を

い

て

お

き
 

た
い
。

通

詞

が

こ

の

『
ゲ
ー
ル
』

は

『
ガ
ル
』

の
ま
ち

が
ひ
で

あ
ら

う 

と

い

っ

た

と

い

ふ

が

、

第

三

枚

目

の
內
臟

の

背

後

の

圖

に

も

や

ん 

と

示

さ

れ

て

ゐ

る

ば

か

り

で

な

く

、
『
腸

を

開

い

て

門

脈

、
奇
縷
管 

を

あ

ら

は

す

』

と

ま
で

垂
!
!

い

て

あ

る

ゲ

ー

ル

管

を

全-
く
認
め
な
か 

っ
た
の
は
、

玄

白

に

無

言

で.
ほ

う

む

ら

れ

て

も

致

し

方

な

い

で

あ 

ら

うP

な

ほ

最

近

ま

で

の

岩

波

文

庫

の

『
蘭

學

事

始

』

の
後
註
で
、
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『
ゲ

ー

ル
』

を

『g
e
e
r

 

(
g
o
r
e
)

凝

血

』

と
註

し

た

の

は

い

ひ

ゃ

う 

の

な

い

あ

や

ま

り

で

あ

っ

た

。

こ

の

ゲ

ー

ル

の

譯

に

つ

い

て

は

、

和

蘭

醫

事

問

答

の

下

卷

の

な 

か

で

玄

白

は

か

う

い
っ
て

ゐ
る
。
約

圖

の

と

一
致
し
て
ゐ
る
。

『
又
飮

食

腸

胃

に

入

、

其

精

氣

化

し

て

液

汁

と

成

る

。

此
液

漢

語 

可
レ
當
者
無
御
座
候
。

夫

故

直

譯

に

仕

、

奇

縷

と

譯

申

候

』 

な

ほ

奇

縷

と

奇

縷

管

の

こ

と

は

解

體

新

書

の

卷

之

三

『
下
膈
膜 

及

液

道

篇

第

二

十

一

』

に

く

は

し

く

書

か

れ

て

ゐ

る

。

ゲ

ー

ル

管

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

以

後

い

ろ

い

ろ

興

味

あ

る

歷

史 

が
展

開

し

て

ゐ

る

が
、

そ

の

こ

と

に

は

ふ
れ
な
い
。

も

う

一
つ
、

門

脈

に

つ

い

て

述

べ

て

お

き

た

い

。

-

約

圖

の

門

脈

の

記

述

は

正

確

で

は

な

い

。

門

脈

の

血

は

脾

に

ゆ 

く

の

で

な

く

て

、

脾

か

ら

受

け

る

の

で

あ
る
。

玄
白
は
後
に
な
っ 

て
、

そ

の

誤

を

發

見

し

た

。

そ

の

こ

と

を

玄

白

は

新

書

の

卷

之

四 

で

く

は

し

く

述

べ

て

ゐ

る

。

『
蓋
脾-

者

。

主m
薄

“
血
製
レ
血
。

佐ーーー
肝
「
之

分

!
!

利

膽

「
汁
一
也
。 

翼

嘗

讀­
一
此
也-

而
著
一-
解r
體
約
—
圖Y

而
原
以
一
一
耳J
目
之
不
一 

"

慣

。

誤

爲

卡
門r
脈1
者

受

ー
-
腸
「
中

之

血

虫

傳̂

之

於

肝
與
右
脾
也
。 

杉
田
玄
白
の•
『
解
體
約
圖
』

に

つ

い

て
(

楮
方)

至
二
習
慣
之
久-
-O
頗
疑
卞
如
二
其
不
匸
然
者
±0
乃
・
取
二
武r
單

加

— 

兒

等

之

書-
參*

考
之
上
而
—
後
明
知
一
一
其
—
誤
-

焉"

萃

血

不

二

特 

生
匸
腸
焉
。

叉

生

ヨ

脾

與

卞

，
膈;

膜
-

焉

。

此
，
篇

旣
說

。

其
— 

動
「
脈

之

血

入

而

復

自

二

其

—
支
­

出

也

。

其1
支
—
者

。

即

門

— 

脈1
篇1
中

所

“
謂
屬
レ
脾
者
也
。

以
レ
是
知
ナ
動
—
脈

之

血

。

爲
レ
脾 

見
レ
薄
。

而
成
一
一
門
—
脈

之

血Y

其
—
血
再
入
レ
肝
。

爲

”
之
見
一
一
分t 

利

—〇

而

—
後
成
ゆ
膽,

汁
と
也
。

今
雖
レ
正
ー
一
其
約
—
圖

之

誤

-・
〇
其
—
已 

傳
一-
人

由
-

者
。

不

”
可
-
追r
正

--
〇
則
猶
恐
二
前
—說

之

誤

“
人
。 

故
作
二
毕

說Y

以
濟
ー
ー
前1
日

之

失-

云
レ
爾
。
』 

玄

白

の

學

者

と

し

て

の

良

心

に

頭

の

さ

が

る

思

ひ

が

す

る

。

た 

だ
し
、

玄

白

は

ブ

ラ

ン

カ

ー

ル

等

の

書

を

參

考

す

る

に

及

ん

で

、
 

は

じ

め

て

そ

の

誤

を

あ

き

ら

か

に

し

た

や

う

に

書

い

て

ゐ

る

が

、 

事

實

は

さ

う

で

あ

っ

た

に

し

て

も

、

ク

ル
ム
ス
の
原
文
も
決
し
て 

誤

っ

て

は

ゐ

な

い

の

で

あ

っ

て

、

玄

白

等

の

誤

譯

で

あ

っ

た

の

で 

あ
る
。

ち

な

み

に

、
新

の

な

か

で

、

約

圖

の

こ

と

に
說
き
及
ん
で
ゐ 

る.
の
は
、

こ

の

部

分

だ

け

で

あ

る

。

そ

れ

に

し

て

も

『
華

人

未
說
者
』

が
、

あ
と

ま
で

問
題
を

の
こ

二
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

し

た

の

は

、

興

味

が

も

る

。

そ

れ

は

結

届

、

決

定

的

な

實

證

を

提 

示

し

得

な

か

っ

た

の

に

よ

る

の

で

あ

る

。

九

最

後

に

、

こ

の

貴

重

な

史

料

の

紹

介

を

こ

こ

ろ

よ

く

ゆ

る

さ

れ 

た

暉

峻

義

等

氏

に

心

か

ら

の

敬

意

を

表

す

る

。

史

料

は

稀

で

あ

れ 

ば

あ

る

ほ

ど

發

表

せ

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

稀
な
る
が
故
の

ニ
ー 

死
藏

が

ま

だ

多

い

今

日

、

同

氏

の

理

解

あ

る

處

理

を!

!

當
然
の 

こ
と
と
は
い 

へ!

!

私

は

深

く

感

謝

し

て

ゐ

る

。 

も

ち

ろ

ん

、
約

圖

は

、

こ

れ

一

枚

だ

け

し

か

世

に

存

し
な
い
と 

い
ふ
證

據

は

な
い
。

他

に

も

所

有

者

が

あ

る

こ

と

を

示

す

記

錄

も 

あ

る

と

い

ふ

こ

と

で

あ
る
。

こ
れ
が
き

っ

か

け

に

で
.

«>
な

っ

て
、 

他

の

存

在

が

知

ら

れ

、

こ

の

貴

重

な

史

料

の

缺

損
を

拒

ぎ

な

ふ

こ 

と

に

で
も
な

れ

ば

、
國

家

の

た

め

に

も

幸

で

あ

ら

う

。
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:

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究 

・

(

そ
の
ー)
(Q

の
二) 

補
遺
，

' 

，

矢

島

・

祐

利

 

： 

・
本
誌
第
二
號
に
發
表
せ
る
此
の
題
の
論
文
に
は(

そ
の
ー)

とs

記
載
は
な
い
が
以
後(

そ
の
一)

と
し
て
引
用
す
る
。 

補
遺
一
本
木
仁
太
夫
の
『
天
地
二
球
用
法
』
の
原
本 

筆

者

は

さ

き

の

報

文
(

そ

の

一)

に

於

て

、

本

木

仁

太

夫

の

新

譯

本

『
天

地

二

球

用

法

』

の

原

本

はA

 s
h
o
n
o
m
i
s
c
h
e

 

o
e
f
e
n
i
n

T- 

1
D
e
d
、
1
7
6
9

 

j  

2

 

D
e
e
l
-1

7
7
1
-A

m
s
f
e
l
.
d
a
m

で

あ

ら

う

と

い

ふ

こ

と

を

書

い

て

お

い

た

。

そ

の

後

此

の

本

を

少

し

ば

か

り

調

べ

て

み 

た

の

で

其

の

結

果

を

記

し

て

お

く

。

先

づ

訂

正

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

前

報

文

に

於

て

此

の

本

の

著

者

をx

・

P
h
m
f
j
e
s

と 

し

た

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

は

訪

書

の

際

忙

し

く

取

っ

て

來

た

ノ

ー

ト

の

不

備

に

基

く

誤

で

あ

る

。

再

見

す

る

に

及

ん

で

此

の

書

の

扉

に 

A

s-r
o
n
o
m
l
s
c
h
e

 

o
e
f
e
n
m
g
,

 V
e
r
h
a
n
d
e
l
e
n
d
e

 

d
e

 

H
e
g
m
s
e
l
e
n

 

d
e
r

 s

s-I
T
e
l
o
o
p
k
u
n
d
e

 m

 X
I
V

 P
J
a
a
t
j
e
s

 

j  

ノVa
a
l
-

 o
p

 4
8

 A
s
t
r
o
,

 

n
o
l
m
s

g-e  

F
l
m
u
n
l
.
c
n  

vel-kjaal.d  

w
o
r
a
e
n
、
b
y  

w
y
z
e  

v
a
n  

v
l
.
a
a
g
e
n  
e
n  
A
m
w
c
o
l
-
d
e
n  

j  

z
c
e
r  

n
u
t
f
i
g  

v
o
o
l
-  

L
e
e
l
-
l
i
n
g
e
n  

e
n  

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥) 

ニ
ー
ー
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, 

科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

一
四 

a
l
l
e
l
.
l
e
i
H
e
m
i
n
n
a
a
r
e
l
l

 d
e
r

 s

g-l
T
e
l
o
o
p
,

 e
n

 

z
e
e
v
a
a
T
f
k
u
n
d
e
,

 -
A
m

s-e
T
d
a
n
L

 M
D
C
C
L
X
I
X

・
と
あ
り
、

こ

れ

に

は

第

一

部

の

文

字 

は

な

い

が

、

同

じ

題

で

第

二

部

は

圖

版

の

數

がK- Plad

二e
s

及

び3
0

 A
s
h
o
n
o
i

g.s
c
h
e

 F
i
g
u
u

s.n

と
な.
り

發

行

年

號

がM
D
C
C
L
X
,

 

X
I

と
な
つ
，て
ゐ
る
。A

s
h
-
o
n
o
m
i
s
c
h
e

 

o
e
f
e
n

g-g

と

p
l
a

s-j
e
s

が

大

き

く

然

も

赤

で

印

刷

し

て

あ

る

た

め

初

見

の

ノ

ー

ト

に

書

名

と 

著

者

名

で

あ

る

か

の

や

う

に

記

し

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。
著

者
务
は

書

い
て

な

い

。

此

の

點

に

つ

き

前

報

文(

そ

の

一)

及

び

「
物
理 

・
學
的
科
學
に
關
す
る
渡
來
外
國
書
」

の

記

述
を

訂

正
す

る

。

さ

て

此

の

書

の

第

一

部

は

十

四

章

か

ら

成

り

、

各

章

と

も

一

枚

の

圖

版

を

揭

げ

そ

れ

に

關

し

て

問

答

體

に

解
說
し
た
天
文
學
入
門
書
で 

あ

る

。

第

二

部

は

十

章

か

ら

成

り

十

個

の

圖

版

の

あ

る

こ

と

第

一

部

と

同

樣

で

あ

る

。

目

次

等

う

つ

し

て

來

た

が

く

だ

く

だ

し

い

か

ら

此 

處

に

記

す

こ

と

は

省

略

す

る

。

此

の

書

が

本

木

の

譯

書

の

原

本

で

あ

る

と

斷

定

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る

が

、

少

く

と

も

參

考

書

の一

つ 

で

あ

っ

た

と

思

は

れ

る

。

例

へ

ば

木

星

の

衞

星

の

距

離

な

ど

を

見

る

に

『
天

地

二

球

用

法

』

の

數

値

は

此

の

書

の

記

載

の

通

り

で

あ

る

。 

尤

も

本

木

は

小

數

點

の

處

を

千

位

に

と

り

位

を

誤

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

補

遺(

二)

に

於
て

記
述
す

る
。

補
遺
二 

間
重
富
の
『
天
地
二
球
用
法
評
說
』

間

重

富

に

は

本

木

仁

太

夫

の

『
天

地

二

球

用

法

』

に

批

評

を

書

き

入

れ

た

寫

本

が

あ

る9

筆

者

が
閱
覽

し

た

も

の

は

帝

國

學

士

院

に

あ 

る

寫

本

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

大

槻

如

電

藏

書

の

寫

し

な

る

こ

と

が

記

さ

れ

て

居

り

、

そ

の

原

本

は

高

橋

家

本

な

る

こ

と

が

記

さ

れ

て

あ

る

。 

上

欄

に

「
梅
軒
按
ル
ー
一
云
々
」

と

書

加

へ

た

處

も

あ

る

か

ら

事

實

高

橋

家

よ0

傳

は

っ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

蓋

し

梅

軒

は

高

橋

至

時

東

岡 

の
別
號
で

あ
る
。

高

橋

至

時

は

間

重

富

と

同

門

で

あ

り

、

何

れ

も

麻

田

剛

立

門

下

の

俊

秀

で.
あ

る

。
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-

さ

て

其

の

評
說

の

如

何

な

る

も

の

か

と

い

へ

ば

、

先

づ

最

初

に

全

般

に

わ

た

る

評

言

と

見

ら

る

べ

き

も

の

と

し

て

次

の

や

う

に

書

か

れ 

て
ゐ
る
。 

.

編

中
-

日
月
五
星
-
一關
ル
ノ
名
數

ヲ
取
テ
此

一ー擧

ク
蓋

シ
本
木
氏
天
學

ヲ
不
學

ノ
人
ナ
リ
故
一
一
粗t

天
文
ノ
名
數

ヲ
知
テ
翻
譯
ナ
ス
者
ア
リ
不
知
シ 

テ
蘭
語
ヲ
以
テ
載
ス
ル
者
ア
リ
此
處
­
一
粗M

正
之
シ
テ
名
數
ヲ
擧

ク
然
ト
モ
直
一-

難
解
キ
者
ア
リ
又
タ
暫
ク
蘭
字
ヲ
以
テ
置
之
也
他
日
推
步-
一
因
レ 

バ
自
ラ
可
知
也
云
・

此
處

に

本

木

氏

は

天

學

を

學

ば

ざ

る

の

人

に

し

て

と

い

ふ

の

は

事

實

そ

の

通

り

で

あ

っ

て

、

そ
の
譯

文

が

如

何

に

晦

瀧

を

極

め

て

ゐ

る 

か

は

著

者

が

前

論

文

に

引

用

し

た

處

に

依

っ

て

も

見

ら

れ

る

通

り

で

あ

る

。

天

文

の

用

語

を

知

ら

な

い

の

で

オ

ラ

ン

ダ

の

解

釋

に

多

く

の 

語

を

費

し

爲

め

に

讀

み

難

い

文

と

な

っ

て

ゐ

る

。

間

の

評

言

は

i-t
の

點
を

衝

い

て

ゐ

る

。

間

は

天

文

學

者

で

あ

る

か

ら

天

體

に

關

す

る

數 

値

に

異

常

な

關

心

を

示

し

、

本

木
の
書

の

數

値

を

一

々

點

檢

し

、

オ
ラ
ン
ダ
書

を

參

考

し

て

其

の

誤

を

正

し

た

處

も

二
、

三
箇
所

あ

る

。 

尤

も

間

が

評
說
を

加

へ

た

の

は

本

木

の

新

譯

本

の

第

一

卷

だ

け

で
あ
る
。

而

し

て

評
說

の
書

き

方

は

本

木

の

譯

文

か

ら

諸

所

拔

き

書

き

し 

て

之

に

評

言

が

書

き

添

へ

て

あ

る

。

中

に

は

拔

き

書

き

し

た

だ

け

で

別

に

評

言

は

加

へ

て

な

い

と

こ

ろ

も

あ

る

。

其

の

拔

き

書

き

し
た
譯 

文

を

見

る

に
、

こ
れ
は
著

者

が

前

の

論

文

に

於

て

用

ひ

た

福

山

本

と

殆

ど

全

く

同

じ

で

あ

る

。

如

何

な

る

箇

所

を

拔

き

書

き

し

て

ゐ

る

か 

と

い

へ

ば

第

一

章

の

「
太
陽
窮
理
ト
ハ
何
ガ
故
ー
ー
名
ル
哉
」

か

ら

は

「
辰

星

太

白

熒

感
歲
星

鎭

星
ノ
五
曜
ー
ー
地
球
ヲ
加
へ
テ
六
星
ト
爲
テ 

其

總

名

ヲ

大

惑

星

ト

云

フ
ナ
リ

云
々
」

の
處
を
引

い

て

評

言

は

な

い

。

第

二

章

か

ら

は

「
太

陽

ハ
世
界
ノ
中
點
ー
ー
在

テ

大

槪

二
十
五
日
半 

ヲ

歷

テ

太

陽

ノ
樞
軸

ヲ
以

テ

運

動

ス
其

運

動

ノ
旋

轉

ハ

太

陽

ノ

上

面

一ー阿

絞

數

多

コ

レ

有

ヲ
視
テ
其

端

ヲ

開

キ

識

レ

リ

」

と

い

ふ

一
節
を 

引
き 

・
 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥)
 

一
五
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號 

一
六 

阿
絞
ハ
最
モ
太
陽
上
面
一
一
形
容
ノ
如
キ
者
ア
ル
ヲ
云
フ
ナ
ル
ベ
シ
〇
樞
軸
ハ
太
陽
自
轉
ノ
軸
ヲ
云
フ
ト
見
タ
リ 

と

記

し

て

あ

る

。

第

四

章

か

ら

は

「
恒

星

天

ヲ

霧

環

ト

云

ン

ガ

如

シ

此

名

目

ハ

空

大

ノ

低

キ

所

又

八

空

虛

ノ

土

地

ーー隣

ル
所
ト
云
ツ
ベ
シ 

雨

露

霜

雪

雲

霧

ノ
水

氣

蒸

シ

上

り

昇

降

ス

ル

所

ノ

溫

冷

寒

ノ

三
際

ノ
間

ヲ

云
フ
カ
」

と

い
ふ

條

を

引

き

、

こ
れ
に
對
し
て 

.
本
書
一
一
此
解
ー
ー
前
文
ア
リ
此-
ー
畧
ス
譯
人
未
知
太
陽
窮
理
ズ
故
ー­

霧
環
-

因

テ
雨
露
ノ
恆
星
天-
一
升
ル
ヲ
云
フ
也
蓋
シ
此
章
-/
意
ハ
恒
星
天
ノ
以
外 

ヲ
大
虛
ト
シ
テ
以
內
ヲ
大
氣
ト
云
フ
カ
如
シ
又
歹
恒
星
天
ヲ
底
卜
ス
ル
ノ
義
ア
リ
恒
星
ハ
虛
ト
氣
ノ
界
一
ー
在
り
此
ノ
界
ヲ
底
ト
ス
故
ー
ー
低
ト
云
ナ
ル 

ベ
シ
條
別-
ー說
ア
リ
今
一
一
此
ノ
譯
ヲ
見
ル
ー
ー
粗
相
同
シ
但
譯
人
天
學
ノ
意
ヲ
不
知.
ズ

故--

往
々
譯
モ
殆
此
誤
リ
不
少
ズ 

と

評

し

て

ゐ

る

。

お

ほ

む

ね

此

の

如

き

も

の

で

あ

っ

て

、

さ
き

に

も

述

べ

た

通

り

數

値

に

關

す

る

處

は

丹

念

に

し

ら

べ

傍

點

を

付

け

て

あ 

る
。

中

に

は

「
璽
貝
ー
ー
ヨ
ッ
テ
改
厶
」

と

註

記

し

て

直

し

た

處

も

あ

る

。

例

へ

ば

第

四

十

五

章

の

火

星

の

軌

道

の

大

さ

等

を

記

し

た

處

に 

關

し

て

は

「
本
書
一
一
火
星
一
周
ノ
日
時
ヲ
脫

ス
」

と

言

ひ

、

欄
外
に

和
蘭
原
本
一-

ハ
火
星
一
周
六
百
八
十
六
日
二
十
三
時
ト
ア
リ
又
火
星
自
己
ノ
樞
軸
ヲ
以
テ
旋
轉
ス
ル
コ
ト
二
十
四
時
四
十〇

分
ト
ア
リ
右
一
藪
譯
人 

ノ
脱
落
也

と

書

い

て

ゐ

る

。

次

の

第

四

十

六

章

の

「
木

星

ハ

惑

星

ノ

最

大

ナ

ル

犀

ナ

リ

木

星

ハ

彼

ノ

樞

軸

ヲ

旋

轉

ス

ル

事

九

日

五

十

九

分

」

に
つ
い 

て

は

「
九

日

ハ

九

時

ノ

誤

リ

ナ

リ

蘭
書
ー
ー
九

時

卜

ア

ル

ナ

リ

」

と
訂

正

し

て

ゐ

る

。

又

第

五

十
四
章

の

原

文

は

「
上

ノ
惑

星

ハ

或

時

ハ

別 

時

ヨ

リ

ハ

地

球

ーー近

ヅ

ク

時

有

り

是

ーー因

リ

テ

地

球

ヨ

リ
ノ
隔
り
ノ
差
ヒ
ー
ー
準

シ
テ
星

ヲ
大
小
一
一
視
ル

時

有

リ\

上
ノ

惑

星

ハ

恒

星

ヨ
リ 

ハ
近

ク
地

球

ー
ー
在
リ
、

上

ノ
惑

星

ハ
恒
星
卜

地

球
ト

ノ

間

ヲ

通

行

シ

テ

地

球

ノ

行

環

ヾ

大

ナ

ル

自

己

ノ
行

環

有

リ

テ

太

陽

ノ

周

圍

ヲ

旋 

リ

星

ノ
光

明

ノ
半

圓

ノ

大
ナ

ル
方

ハ
常
ー
ー
地
球
ー
ー
向
フ
ナ
リ
、

是

故

ーー常
ー
ー
圓
滿
一
一
視
ル
・
ナ
リ
、

火

星

ハ

獨

リ

四

象

限

ノ
行
一
ー
在
ル
時

ハ

16



少

シ

凸

ナ
リ
」(

福

山

本

に

據

る)

と

あ

る

の

を

「
地

球

ヨ

リ
上

ノ

惑

星

ヲ
視
ル
ー
一
或

ハ
地

球

一ー近

ク

或

ハ
遠
シ
ト

雖
モ
總
テ
地
球
ヲ

瓯
ル
コ 

ト
遠
シ
故
一
一
光
明
ハ
滿
圓
一
一
見
ル
但
火
星
ノ
ミ
四
象
限
ノ
行
ー
ー
ハ
凸

ヲ

視

ル

也

」

と
直

し

て

引

い

て

居

り

、

こ
れ
に
つ
い
て 

此
章
八
此
ノ
意
ヲ
擧
ト
雖
ト
モ
難
分
シ
故
一
一
改
メ
如
此
二
言
フ
ナ
リ
然
レ
ハ
木

ノ
四
小
星
土 
ノ
五
小
星
ノ
如

ハ
太
陽
ノ
光
明
ヲ
借
テ
己
ノ
光

ト
ス
ル 

ト
キ
ハ
半
月
三
日
月
ノ
如
キ
ハ
無
キ
理
ナ
リ
若
シ
太
陽
ノ
光
ヲ
不
借
木

星

ノ
光

ヲ
借
ト
ス
レ
ハ
理
ヲ
合

ス
カ
未
タ
徹
底
ナ
シ
カ
タ
シ 

と
言

ひ

、

更

に

欄

外

に

註

記

し
て

余
重
富
再
考
四
小
星
之
盔
虛
全
ク
西
人
ノ
言
フ
カ
如
ク
盈
虛
ア
ル
ノ
理

ナ
リ
蓋

シ
西
人
ノ
所

言
-
一
華
文
ナ
シ
質
直
可
爲
感
歎
余
大
一-

誤
ル
火
星
ノ
如 

キ
ハ
本
天
一
借
半-
一
シ
テ
地
球
ノ
火
星
對
衝
ヲ
距
ル
コ
ト
九
十
度
-
一
シ
テ
地
球
平
行
ハ
四
十
五
度

ノ
時
一
一
半
月
過
ヲ
見
ル
カ
必
シ
モ
半
月
ハ
見

へ
難 

ナ
ル
ヘ
シ
ャ
否
伏
正
・

と

書

い

て

ゐ

る

。

第

六

十

四

章

の

木

星

の

衞

星

の

軌

道

を

記

し

た

「
*.
星

ノ

小

星

ハ

木

星

ノ.
半

徑

パ
锤
踽

ヲ

ー
ト
シ
テ
其

隔

ヲ
測

ル
」

の 

次

に

「
第

一

、

五

千

六

百

六

十

七/

第

二

、

九
千
〇 

一
十
七/

第

三

、

一
萬

四

千

三

百

ハ

十

四/

第

四

、

二
萬

二

千

二

百

九

十

九

」

の
最 

後

の

二

萬

二

千

を

二
萬

五

千

と

正

し

「
蘭
書
ー
一
ヨ
ッ
テ
改

厶

」

と
傍

記

し

て

ゐ

る

。

此

の

部

分

に

は

「
梅
軒
按
ル
ー
一
云
々
」

と

し

て

高

橋 

至

時

の

註

記

が

あ

る

。

日
く 

• 

梅
軒
按
ル-
一木

星

ノ
小
星
ノ
隔
リ
ノ
數
位
大-
一
誤
ルn

レ
譯
人
ノ
誤

ナ
リ
今

嚳
=

因

テ

コ
レ
ヲ
改
厶

第

一

五
倍
又
六
六
七

第

二

九
倍
又
〇

一
七

第

三

一
十
四
倍
又
三
ハ
四 

•

第

四

二

十

五

倍

又
二
九
九

本
邦
於
に
け
る
初
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢
鳥)
 

・
 

一
七
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號

譯
人
數
位
ノ
下
ヲ
ー
位
ト
ナ
ス
ヨ
リ
誤
ル

蘭

667

書

5,

7
 

4

-J 

8

〇 

3

一
八

第
一

第
二 

第
三 

第
四

,

點
ノ
下
ハ
小
余
ナ
リ

土

星

の

衞

星

に

つ

い

て

も

原

文

は

同

樣

に

數

位

を

誤

て

ゐ

る

の

で

高

橋

が

直

し

て

ゐ

る

。

此

の

數

値

は

前

記 

A
s
h
u
n
o
m
i
s
c
h
e

 

o
e
f
e
.

n
i
n
g

の

記

載

と

一

致

し

て

ゐ

る

か

ら

、

高

橋

が

「
今

蘭

書
-
一
因
テ
コ
レ
ヲ
改
厶
」

と

い

っ

て

ゐ

る

蘭

書

はA

s-r
o
n
o
m
i
"
c
h
e

 

O
e
f
e
n
i
n
g

で

お

る

か

も

知

れ

な

い

。
尤

も

此

の

時

分

の

天

文

書

に

は

槪

ね

此

の

程

度

の

記

載

が

あ

っ

た

と

見

る

こ

と

も

出

來

る

か

ら

必

ず

し

も

さ

う-

だ

と

言

ふ

わ

け

に

は

行

か

な

い

か

も

知

れ

な

い

。

間

の

評

言

は

第

一

卷

の

「
太

陽

窮

理

了

解
說
」

の
部
で

終

っ

て

居

り

、

最
後
・
に•

「尙
奇

事

ア

レ

ハ

他

日

之

ヲ

呈

示

セ

ン

先

ツ

日

月

五

屋 

ノ

名

數

ヲ

拔

キ

之

ヲ

進

ム

ノ

ミ

」

と

記

し

て

ゐ
る
。

終

に

「
午

九
月 

間

重

it
謹

寫

」

と

あ
る
。

午

の

九

月

と

い

ふ

の

は

何

年

か

と

考

へ 

る
の
に
、

こ

れ

は

寬

政

十

年(

一
七
九
八)

で
あ
ら
う
。

何

故

か

と

い

へ

ば

高

橋

至

時

の

加

筆

の

渤

る

と

こ

ろ

を

見

れ

ば

高

橋

の

存

命

中 

に

稿

成

り

し

は

明

か

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

高

橋

至

時

は

文

化

元

年
(

一
入
〇

四
)

に
歿

し

て

ゐ

る

。

ま

た

此

の

評
說

の
中

で

間

は蘭
・

!

に 

よ

っ

て

改

む

等

と

記

し

蘭

書

を

參

考

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

間

は

自

ら

蘭

語

を

專

修

し

得

る

事

情

に

な

か.
っ
た
の
で

橋

本

宗

吉

を

天
明 

ハ

年
(

一
七
ハ
ハ)

江
戶

に

遣

り

大

槻

玄

澤

に

就

い

て

蘭

學

を

學

ば

せ
た
。

橋

本

が

大

阪

に

歸

っ
て

の
ち

間
の
蘭

書
閱
讀

に

寄

與

す

る

處 

あ

っ

た

と

思

は

れ

る

。

か

く

て

天

明

ハ

年

以

後

、

文

化

元

年

以

前

の

午

年

を

求

む

れ

ば

前

記

寬

政

十

年

が

得

ら

れ

る

。

因

っ

て

間

重
富
の 

『
天

地

二

球

用

法

評
說
』

は

寛

政

十

年
(

一
七
九
八)

の
著

述

で

あ

ら

う

。
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附

、

「
衡

視

心

差

之

法

」

間

重

富

に

つ

い

て

追

加

し

た

い

こ

と

が

も

う

一

つ

あ

る

。

彼

が

種

々

の

觀

測

器

械

を

作

っ

た

こ

と

は

前

に

略

述

し

た

が

、

佐
藤
一
齋
の 

撰

ん

だ

墓

碑

文

の

中

に

「
君

嘗®

遠

鏡

加

衡

松

心

差

之

法

」

と

い

ふ

言

葉

が

あ

る

。

文

が

簡

單

で

は

っ

き

り

せ

ず

、

ま

た

他

の

文

献

に

之 

に

當

る

も

の

が

見

付

か

ら

な

い

が.'

こ

れ

は

レ

ン

ズ

を

絞

っ

て

用

ひ

收

差

を

除

い

た

の

で

は

な

い

か

と

思

ふ

。

• 

補
遺
三 

『
遠
西
醫
方
名
物
考
補
遺
』
に
つ
い
て

前

報

文
(

そ

の

二)

に

於

て

『
遠

西

醫

方

名

物

考

補

遺

』

卷

七

の

中

の

物

理

的

の

部

分

に

り

い

て

記

述

し

た

。
・
此
の
補
遺
編
は
宇
田
川 

榕

庵

の

筆

に

成

る

も

の

で

あ

り

、

そ

の

成

っ

た

の

は

何

年

で

あ

る

か

未

だ

明

か

に

し

な

い

が

、
補

遺

卷

七

に

は

『
植

學

啓

原

』

を
引
用
し 

て

ゐ

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

例

へ

ば

元

素

の

條

で

諸

物

の

單

質•

複

質

を

述

べ

た

と

こ

ろ

で

「
單

質

ハ

植

學

啓

原

所
說

ノ
遠
成
分
複
質
ハ
近 

成

分

ナ

リ

」

と

註

記

し

、

ま

た

靑

酸

の

條

で

「
靑
酸
ハ
予
カ
所
著
ノ
植
學
啓
原
一
一
擧
ク
」

と

註

せ

る

が

如

き

で

あ

る

。

字
田
川
榕
庵
の 

『
植

學

啓

原

』
・

は

天

保

四

年(

一
八
三
三)

の

自

序

を

持

っ

て

ゐ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

『
名

物

考

補

遺

』

卷

七

は

其

以

後

に

書

か

れ

た

も 

の
で

あ
り
、
靑

地

林

宗

の

『
氣

海

觀

瀾

』

よ

り

は

後

で

あ

る

。

『
氣

海

觀

瀾

』

よ

り

前
で

あ

る

と*
!

い

た

點

を

訂

正

す

る

。

補
遺
四
吉
雄
南
皐
の
『
西
說
觀
象
經
』

吉

雄

南

皐

に

は
旣
記

『
遠

西

觀

象

圖
說
』

の.
ほ

か

に•

『
西
說
觀

象

經

』(

文

政

五

年

、

一
ハ
ニ
ニ
、

刊
)

と

い

ふ

の

が

あ

る

。

こ
れ
は 

出

版

は

前

者
(

文

政

六

年)

よ

り

も

前

で

あ

る

が

、

其

の

草

案

の

成

っ

た

の

ち

に

書

か

れ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

其

の
內
容

は

『
觀

象
圖 

本
邦
に
於
け
る
初
期
の
物
理
學
的
研
究(

矢
鳥
〉 

一
九
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科

學

吏

硏

究
 

第
A

號 

•

二
〇 

說
』

の

大

略

を

述

べ

た

も

の

で

あ

る

。

こ
れ
は
全

文

を

經

文

の

體
裁

に

書

い

た

も

の

で

字

數

約

二

萬

字(

二

十

字

一

〇

〇

行

位)

ば
か
り

-i 

V
 

で
あ
る
。

例

へ

ば

次

の

如

く

で.
あ
る
。 

• 

如
是
我
聞
、
西
方
國
土
、
出
世
賢
聖
、
觀
天
象
、
察
地
理
、
精
通
造
化
之
眞
理
、
而
有
如
。
榜
多
祿
某r

髓
迪
斑
那̂

膨
卻
即
剌F

刻
才
爾 

泥
鳩
思
。
葛
西
尼
。
傑
布
列
爾
。
牙
里
禮
。
得
私
加
而
的
私
。
聒
僧
佇
須
。
奈
端
。
啓

兒

齧

大

聖

、
各
於
其
國
、
建
大
亞
訶
得
密
、
講
演
斐
錄
所 

費
亞
之
妙
典
、
敎
化
諸
大
弟
子

爾
時
大
聖
、
出
廣
長
舌
、
爲
諸
弟
子
、
畧
說
法
要
、
而
作
是
言
、
今
我
仰
觀
上
天
、
則
有
一
物
、
能
發
大
光
明
、
普
照
大
世
界
、
名
日
太
陽
、
又
有
，
 

一
物
、
時
明
時
暗
、
時
盈
時C
•

名
日
太
陰
、
又
有
恒
河
沙
數
小
光
點
、
名B

恒
星
、
皆
爲
東
移
、
有
五
箇
小
光
點
、
時
伏
時
現
、
時
進
時
退
、
共 

一
水
星
其
」
金

星

其

一
火
星
其.
一
木
星
其
一 

土
星
總
も
之
游
星
、
又
有
小
光
數
點
、
光
芒
類
尾
、
或
長
或
短' 

名
日
尾
星
、
向
恒
星
之
與
太
陽
、
或 

去
或
來
、
去
則
隱
、
來
則
見
、
以
上
數
者
、
總
名
天
象
、

一
切
懸
象
、
悉
皆
遷
轉' 

東
出
西
沒
、
日
日
如
是
、
天
象
所
麗
、
名

日
太
虛'

太
虛
玲
瓏
、
 

廣
大
無
邊
、
不
可
思
議 

・
 

-
 

一
 

こ

れ

は

そ

の

初

め

の

部

分

で

あ

る

が

斯

樣

に

先

づ

天

體

に

つ
い
て
說
き
、

次

に

地

球

や

其

他

の

遊

星

等

に

つ
い
て

述

べ
て

ゐ

る

。

此
等 

の

記

述

は

別

段

硏

究

的

な

も

の

で

は

な

く
、

其

の
內
容

は

一

層

科

學

的

に

『
遠

西

觀

象

圖
說
』

の

中
に
記

さ

れ

て

ゐ

る

の
で
あ

る

が

、

こ 

れ

は

西

洋

科

學

の

如

何

な

る

も

の

な

る

か

を

俗

耳

に

も

入

ら

し

め

ん

が

た

め

斯

る

形

式

を

用

ひ

て

啓

蒙

的

記

述

を

試

み

た

も

の

で

あ

ら

う" 

こ

れ

は

此

の

著

者

に

初

ま

る

の

で
な
く
、

直

接

の

影

響

を

與

へ

た

も

の

は

字

田

川

榕

庵

の

『
菩

多

尼

訶

經

』
八
文
政
五
年

、

一
ハ
ニ

ニ)

で 

あ
ら

う

。

こ

れ

は

吉

雄

の

と

同

年

で

あ

る

が

『
菩

多

尼

訶

經

』

に
は
文

政

五
年

正

月

刻

成
と

あ
り
、

『
西
說
觀

象

經
』

に
は
文
政
五
年
夏 

六

月

と

ち

り

、
後

者

の

方

が

あ

と

か

ら

出

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

『
菩

多

尼

訶

經

』

は

植

物

學
を
說

い

た

も

の

で

あ
る
が

、

こ

れ
を

見
る
と 

吉

雄

の

は
全

く

こ

れ

に

倣

っ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

『
菩

多

尼

訶

經

』

の

初

め

の

方

を

少

し

引

用

す

れ

ば

次

の

如

く

で

あ

る

。
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如
是
我
聞
レ
西
方
世
界
。
有
孔
剌
需
斯
。
健
斯
湼
律
私
。
木
里
索
肉
斯
。
剌
愈
斯
・
多
兒
湼
福
爾
篤
。
歇
兒
滿
。
葛
藏
法
兒
拔
烏
非
奴
私
。
馬
兒
咂 

及
斯
。
花
列
斯
。
律
兌
弗
。
大
舉
師
蒲
爾
花
歇
・
大
學
師
林
娜
私
。
等
。
諸
大
聖
。
累
代
出
世
。
各
於
其
國
。
發
大
願
力
。
建
大
道
場
。
設
大
法
會
。 

出
大
音
聲
。
出
眞
實
言
。
說
無
有
上
。
微
妙
甚
深
。
最
勝
眞
理
。
敎
化
諸
大
弟
子 

・
 

爾
時
大
聖
。
吿
諸
大
弟
子
言
。㈣

大
洲
中
。
百
千
萬
億
。

一
切
衆
生
。
差
別
二
種
。
人
馬
獅
狗
。
鷄
鳳
燕
雀
。
鯨
蛇S

龍
。
蠅
蜂
龜
蟹2

性
情
智
能
。 

圓
滿
具
足
。
靡
不
步
行
自
在
。
名
日
動
物
。
性
情
智
能
。
圓
滿
具
足
。
有
雄
有
雌
。
有
一
體
兼
男
女
。
有
六
親
眷
屬
。
有
壽
量
。
有
色
相
。
不
能
步 

行
。
名

日

蕩

。
然
此
二
種
。
本
來
一
理

凡

そ

斯

の

如

き

も

の

で

あ

る

。

此
等

は

新

奇

を

目

指

し

た

珍

ら

し

い

も

の

で

は

あ

る

が
、

ど

の

位

の

薜

蒙

的

役

割

を

果

し

た
か
は

疑
は 

し
い
。

勿

論

多

少

の

影

響

は

あ

っ

た

で

あ

ら

う

け

れ

ど

も

、

『
西
說
觀

象

經

』

を
讀

ん
で

西

洋

科
舉

硏

究

を

志

す

に

到

っ

た

と

い

ふ

や

う 

な

例

に

未

だ

接

し

な

い

。

此

等

の

書

の

傳

來

の

甚

だ

乏

し

い

と

こ

ろ

か

ら

見

て

其

の

出

版

部

數

の

如

き

も

極

く

少

數

で

あ

っ

た

の

で

あ

ら 

(

，一
〉

筆
者
が
用
ひ
た
の
は
明
治
十
二
年
の
再
刊
本
で
あ
る
。
再
刊
さ
れ
た
の
は
其
の
內
容
を
議

ま

せ

-S
た
め
で
は
な
く
珍
ら
し
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
ら

5
0

本
邦
に
於
け
る
櫛
期
の
物
理
學
的
硏
究(

矢

色

ニ
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

• 

ニ
ニ

リ

ー

マ

ン

幾

何

學

成

立

の

背

景

巨近

藤
 

洋

逸

六

就

職

講

演

の

表

題

『
幾

何

學

の

基

礎

に

あ

る

假

說

に
・
つ
い
て
』 

は

ま

こ

と

に

特

徵

的

で

あ

る

。

彼

が

數

學

者

風

に

「
公

理

」

と
呼 

ば

ず

に

「
假
說

」
と

述

べ

て

ゐ

る

の

は

、

前

に

述

べ

た

「
假
說
」 

に

つ

い
て

の

彼

の

實

在

論

的

な

認

識

論

の

意

向

の

表

現

と

い

へ

よ 

う
。

そ

の

序

論

た

る

『
硏

究

の

計

畫

』(
R

・2
7
2
1
2
7
3

ニ

ョ
ー
-2
)  

は

こ

の

傾

向

で

彩

ら

れ

て

始

め

ら

れ

て

ゐ

る

。

彼
は
書
く!

!

「
周
知
の
如
く
趙
何
學
は
、
空
間
の
槪
念
を
も
、
又 

空
間
内
の
構
成
の
た
め
の
最
初
の
基
本
槪
念
を
も
、
 

何
か
所
與
の
も
の 

と
前
提
し
て
ゐ
る
。
幾
何
學
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
單
に
名
義
的
曇 

盖

へ

る

の
み
で
、
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
本
質
的
規
定
は
公
理
の
形
式 

で
あ
ら
は
れ
る
。

こ
れ
ら
前
提
の
關
係
は
不
明
の
ま
ゝ
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
結
合
が
必
然
的
か
ど
う
か
、
又
ど
の
範
圍
に
於
て
必
然
的
で
あ
る 

か
も
分
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
が
果
し
て
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
も
先
天
的 

心
は
分
ら
な
い
。
」
〔
傍
點
は
筆
者;
！

こ
の
問

題

の

解

決

の

た

め

に

彼

は

多

次

元

量

の

一

般

槪

念

を

導 

入

し
て

く

る

。

こ
の
槪

念

の

リ

ア

ル

な

背

景

に

つ

い

て

は
旣

に
述 

べ
た
。

即

ち

空

間

が

場

化

き

れ

る

な

ら

ば

、

空
間
は
ー
ー
ユ
ー

ト
ン 

に
於

け

る

如

き

空

虛

な

無

限

な
絕
對

空

間

と

い

ふ

別

格

な

性

質

を 

失

ひ

、

一
つ
の
連
續

な

多

次

元

量

と

な

り

、

し

か

も

そ

の

計

量

關 

係
は
物

理

的

な

も

の

で

規

定

さ

れ

る

、

即

ち

經

驗

的

に

決

定

さ
れ 

る
筈
で

あ

る

。

多

次

元

量

の

槪

念

の

抽

象

性

の
內
奧

に

は

豐

か

な 

現

實

的

な

も

の

が

含

ま

れ

て

ゐ
る
。

上

記

の

文

章

に

つ

ヾ

い

て

彼 

は

述

べ

る

。!
—

'

「
こ
の
不
明
は
、

ユ
ー
ク
リ
，
ド
か
ら
、
最
も
有
名
な
近
世
の
幾
何
學
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改
良
家
を
fe
げ
れ
ば
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
に
い
た
る
ま
で
、

そ
れ
ら
に
つ
い 

て
硏
究
し
た
數
學
者
に
よ
っ
て
も
哲
舉
者
に
よ
っ
て
も
除
か
れ
な
か
っ 

.;
た
。
多
分
そ
の
理
由
は
空
間
的
諸
量
を
そ
の
中
に
含
ん
で
ゐ
る
多
次
元 

量
の
、­

釘
槪
念
が
全
く
手
を
つ
け
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た 

の
だ
ら
う
。
そ
れ
で
私
は
、

一
般
的
量
槪
念
か
ら
多
次
元
量
を
構
成
す 

る
と
い
ふ
課
題
を
先
づ
提
起
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
多
次
元
量
に
は 

種
々
の
計
量
關
係
が
可
能
で
お
り
、
故
に
空
間
は
三
次
元
量
の
特
別
の 

場
合
を
な
す
に
す
ぎ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
出
・
て
く
る2

と
こ
ろ
で
こ
れ
の 

必
然
的
結
果
は
、
幾
何
學
の
諸

5E'
理

は

」
般
的
鈕
槪
念
か
ら
は
導
來
さ 

ね
ず
、
莖

鞋

佃
が
K'
て
の
三
次
元
s'
と
區
別
す
る
諸
性
質
は
經
驗
の 

・
み
か
ら
と
っ
て
來
ら
れ
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
ち
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
 

空
間
の
計
量
關
係
を
規
定
す
る
最
も
簡
單
な
諸
事
實
を
隶
め
る
、
と
い 

ふ
課
題
が
生
ず
る
。
だ
が
こ
の
課
題
た
る
や
事
態
の
本
性
上
完
全
に
は 

確
定
的
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
空
間
の
計
量
關
係
の
規
定
に
充
分
な
簡 

單
な
事
實
の
澤
山
の
組
が
與
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
い
ま
の
目 

的
ご
と
つ
で
は
ユ
ー
ク
リ"

ド
が
基
礎
に
お
い
た
も
の
が
最
も
重
要
で 

あ
る
。

こ
れ
ら
事
實
は
、
凡
て
の
事
實
と
同
じ
く
必
然
的
で
は
な
く
、
 

だ
い
經
驗
的
確
實
性
を
持
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
は
假
說
で
あ
る
。
か 

く
て
そ
れ
ら
確
率
性1
!

こ
れ
は
觀
測
の
範
圍
内
で
は
確
か
に
非
常
に 

大
啓
い
が!
1

を
硏
究
し
、

つ
い
で
觀
測
の
限
界
を
越
え
て
不
可
測
の 

大
き
い
方
面
へ
も
、
ま
た
不
可
測
の
小
さ
い
方
面
へ
も
、
そ
れ
ら
を
擴 

が
猱
孑.
か
ど
う
か
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
判
斷
し
得
る
。
」
〔傍
點
は
筆
者
〕 

?

マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背

景
(

近
藤)

こ
ゝ

で

序

論

が

終

る

。

か

く

て

彼

の

實

在

論

的

な

經

驗

的
な
空 

間

論

は

空

間

の

場

化

を

根

本

に

暗

示

し

つ
'

、

抽

象

的

な

多
次
元 

量

の

硏

喘

と

い

ふ

形

式

を

と

っ

て

あ

ら

は

れ

、

し

か

も

最

後

の

決 

定
權

は

經

驗

に

ゆ

だ

ね

ら

れ

る

の
で

あ
る
。

・

こ
の
最
後
の
注
目
す
べ
き
數
行
は
講
演
の
結
論
で
繰0

返
さ
れ
る
か 

ら
そ
こ
で
觸
れ
る
こ,
と
と
す
る
。

本

文

に

入

り

、

量

槪

念

の

一

般

的

展

開

が

、
集

合

體(
M
a
n
n
i
g
,

 

b
a
s
g
k
e
s

の

槪

念

を

媒

介

と

し

て

行

は

れ

る(
R

 

2
7
3
1
2
7
4

 

j  

w

・T

4

)

。

集

合

體

と

い

ふ

こ

の

抽

象

的

槪

念

の

現

實

的

な
內
容
. 

は

リ

ー

マ

ン

の

次

の

見

事

な

敍

述

か

ら

う

か

が

は

れ

る

。

彼
は
具 

體

的

な

も

の

を

地

盤

に

お

い

て

そ

の

抽

象

的

槪

念

の

展

開

を

行 

ひ
、

文

逆

に

こ

の

槪

念

を

媒

介

と

し

て

却

っ

て

具

體

的

な

る

も

の 

,

の

量

的

關

係

の

本

質

的

な

る

も

の

を

捉

へ

よ

う

と

す

る

。

彼
は
言 

ふ
。-
-
-

「
量
槪
念
は
、
種
々
の
規
定
の
仕
方
を
許
す
一
般
槪
念
の
見
出
さ
れ
る 

と
こ
ろ
に
の
み
、
あ
り
得
る
。

こ
れ
ら
規
定
の
仕
方
の
間
で
、
そ

の

「 

っ
か
ら
他
の
一
つ
へ
連
續
的
な
移
行
が
あ
る
か
ど
う
か
に
應
じ
て
、
そ 

れ
ら
規
定
の
仕
方
は
連
續
的
集
合
體
か
或
は
分
離
的
集
合
體
を
つ
く
る
。 

個
々
の
規
定
の
仕
方
を
前
の
場
合
に
は
こ
の
集
合
體
の
點
、
後
の
場
合

二
三
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

に
は
要
素
と
い
ふ
。
槪
念
に
し
て
其
の
規
定
の
仕
方
が
分
離
的
集
合
體 

を
な
す
も
の
は
頗
る
屢
—
あ
る
か
ら
、
任
意
の
所
與
の
物
に.
つ
い
て
、
 

少
く
と
も
比
較
的
開
化
さ
れ
た
言
語
で
は
、
常
に
そ
れ
ら
を
裡
に
含
む 

槪
念
が
見
出
さ
れ
る
。
(

だ
か
ら
數
學
者
は
分
離
量
の
理
論
でH

所
與 

の
物
を
同
質
の
も
の
と
見
做
す
と
い
ふ
要
求
か
ら
何
ら
顧
慮
す
る
と
こ 

ろ
な
く
出
發
出
來
た
。)

こ
れ
に
反
し
て
其
の
規
定
の
仕
方
が
連
續
的 

集
合
體
を
な
す
槪
念
を
作
る
機
會
は
日
常
生
活
で
は
非
常
に
稀
な
の
で
、
 

感
覺
的
對
象
の
位
置
や
色
が
恐
ら
く
そ
れ
の
規
定
の
仕
方
が
多
次
元
量 

を
な
す
唯
一
の
簡
單
な
槪
念
だ
ら
う
。

こ
れ
ら
槪
念
を
創
出
し
發
達
さ 

せ
る
屢
—
の
機
會
は
高
等
數
學

に

い
た
つ
rr
始
め
て
生
ず
る
。
」 

そ

れ

で

は
具

體

的

に

計

量

は

如

何

に

行

は

れ

る

か

連

續
量-
で 

は

物

指

の

移

動

と

い
ふ
ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

且

つ

近

接

作

用

的

な

方 

法

で

行

は

れ

る

。

即

ち

彼

は

言

ふ
。

——

「
一
つ
の
集
合
體
で
表
徴
又
は
限
界
で
區
別
さ
れ
た
一
定
部
分
を
定
量 

と
言
ふ
。
量
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
ら
の
比
較
は
分
離
量
の
際
は
算
へ
に 

よ
り
、
連
續
量
の
際
は
計
量
に
よ
り
行
は
れ
る
。
計
量
は
比
較
さ
る
べ 

き
量
を
重
ね
合
せ
る
こ
と
に
為
る
。
故
に
計
量
の
た
め
に
は
一
方
の
量 

を
物
指
と
し
て
他
方
の
量
の
と
こ
ろ
に
動
か
す
方
护
が
必
要
で
あ
るC
」 

負
傍
罷
は
筆
者
の
も
の
〕 

・
ヽ

・

こ
れ
に
つ
ヾ
い
て
彼
は
言
ふ
——

「
こ
の
方
法
が
な
い
な
ら
ば
、

二 

つ
の
量
の
一
方
が
他
の
も
り

の
一
部
で
あ
る
と
き
に
限
り
、

そ
れ
ら

二
四

 ヽ

”
 

を
此
輟
す-5

こ
と
が
出
來
る
。
そ
し
て
そ
の
と%

に
も
、

よ
り
多
い 

と
か
、

よ0

少
い
と
か
が
決
定
さ-4

る
だ
け
で
、

い
ヾ
ら
多
い
か
は 

決
定
さ
れ
な
い
。

こ
の
塲
合
に
量
に
つ
い
て
行
は
れ
る
硏
究
は
量
論 

の
う
ち
で
計
量
規
定
か
ら?S

立
な

一
般
的
部
分
を
な
し
て
ゐ
る
。

こ 

こ
で
は
量
は

位
置(

L
a
g
e
)

か
ら
獨
立
に
存
在
す
る
と
は
見
做
さ
れ 

ず
、

且
つ
單
位
に
よ
っ
て
表
現
出
來
る
と
は
見
做
さ
れ
ず
、

一
つ
の 

集
合
體
の
巾
の
領
域
と
見
做
さ
れ
る
。

か
ゝ
る
硏
究
は
數
學
の
多
く. 

の
部
分
、
特
に
多
儻
解
析
函
數
の
處
理
に
と
っ
て
必
耍
と
な
っ
て
來 

た
。

そ
し
て
そ
れ
の
缺
如
が
恐
ら
く
有
名
な
ア
ー
ベ
ル
の
定
理
及
び 

ラ
ゲ-
フ
ン
ジ
ュ
、
パ
・
ア
ッ
フ'

ヤn

ビ
の
微
分
方
程
武

の

一
般
的
理 

論 

つ
い
て
の
業
績
を
長
い
間
稔
り
少a

に
し
て
扭
い
・
た
主
な 

原
因
で
あ
ち
う
。
」

か
く
て
リ1
P

ン
の
二B

ふS

は
少
か
ら
ず
ヘ
ー
ゲ
ル
的
で
あ
り
、
所 

調
、*
"

計
量
と
い
ふ
制
限
を
受
け
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。 

か

く

て

「
當
面
の
目
的
た
と
っ
て
は
、

多
次
元
量
の
理
論
の
こ
の
ー
 

般
的
部
分!
!

こ\

で
は
そ
れ
の
槪
念
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
も
の
以 

外
の
も
の
を
前
提
し
な
い!
!

か
ら
次
の
二
點
を
特
に
指
萌
す
れ
ば
充 

分
で
あ
る-

そ
の
第
一
は
多
次
元
集
合
體
の
生
成
に
つ
い
て
で
あ
り
、
 

第
二
は
所
與
の
集
合
體
內
の
位
置
規
定(

o
r
l
s
b
e

s-i
m
m
u
n
g
)

を*

規 

定

に

屠

さ
せ
る
こ
と
に
關
し
、

こ
れ
は"

次
元
的
延
長
の
本
質
的
特 

質
を
明
か
と
す
る
だ
ら
う
。
」

こ

の

兩

課

題

の

解

決

は

頗

る

グ

イ

ナ

ミ

ッ
ク
な

方

法

で

行
は
れ
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る

(
R
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 2
7
4
1
2
7
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4
1
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)

。

第

一

の
課

題

は

「
規

定

の

仕

方 

が

連

續

的

集

合

體

を

つ
く
る
槪
念

に

於

て

或

る

定

ま
っ
た
仕
方
で 

一
つ

の

規

定

の

仕

方

か

ら

他

の

一
つ
の
規

定

の

仕

方

へ

移

行

す

る 

な

ら

ば

、

そ

の

際

通

過

し

た

規

定

の

仕

方

が

一

次

元

集

合

體

を

作 

り

、
」

一
次
元
量
の
移
行
に
よ
り

二

次

元

量

が

作

ら

れ

る

と

い

っ 

た

方

法

で

解

か

れ

る

。

第

二

の

課

題

の

解

決

は

、

所

與

の

集
合
體 

の
-

定

點

を

中

心

と

し

て

測

ら

れ

る

こ
と
の
出

來

る

「
變
動
す
る 

可
變

的

な

一
次

元

集
合
體
・
の
切
片
」

を

媒

介

と

し

て

行

は

女

。 

か

く

し

て
"

次
元
集

合

體

は

”
箇

の

變

數

の

組

(
0
=

 H
e
 
•
:

』3

”
) 

で

表

現

さ

れ

る

の

で

あ
れ
。

・
し
か
も
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
の
あ
と
で
彼
は
無
限
次
元
集
合
體
を
も 

考
へ
て
る
る
。
卽
ち
例
へ
ば
「
所
與
の
變
域
に
つ
い
て
の
函
數
の
可
糙 

な
る
規
定
、
空
間
：

g

圖
形
の
可
龍
な-5

形
態
」
棒
は
無
限
次
元
の
集
合 

體
を
な
す
の
で
あ
る
。

か
や
う
な
天
才
的
な
着
i®
も
、
空
間
概
念
、®
 

槪
念
の
變
革
を
ま
っ
て
始
め
て
可
龍
で
ち
っ
た
で
あ
ー
ら
う
。 

こ

れ

に

ひ

き

つ

ヾ

い

て

、

課

題

を

幾

何

學

的

な

も

の

に

制
限
し 

て

理

論

が

展

開

さ

れ

る(
R

・2761283

■••.€
•
 6

—16)。

—！

「
曲 

線

が

位

置

と

は

無

關

係

に

長

さ

を

持

ち

、

か

く

て

い

か

な

る

曲
線 

も

任

意

の

曲

線

に

よ

っ

て

可

測

で

あ

る

と

い

ふ

前

提

の

も

と

で

、
 

y

— Z

幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

，
"

次

元

集

合

體

に

可

能

な

る

計

量

關

係

」

に
つ
い
て

論

ず

る

の
で 

あ

る

。

卽

ち
"

次

元

集

合

體

に

可

能

な

計

量

關

係

及

び

こ

の

計

量. 

關

係

の

規

定

に

と

っ

て

充

分

な

條

件

を

硏

究

す

る

。

以

上

の

前

提

の

も

と

で

リ

ー

マ
ン
幾
何
學

が

展

開

さ

れ

る

。,i 

曲

線

の

規

定

の

た

め

に

は

、

諸
變

數
"

が

一

つ

の

變
數

〔
パ
ラ
メ 

—
タ
ー
〕

の

函

數

と

し

て

與

へ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

そ
れ
で

課
題 

け
曲

線

の

長

さ

を

數

學

的

に

表

示

す

る

と

い

ふ

こ

と

で

あ

り

、

こ 

の
た

め

に

は

諸

量

3:
を

一
つ
の
統
一
態
に
於
て

表
示
す

べ

き

で

あ 

る
。

そ
し
て
こ

の.
問

題

を

處

理

す

る

た
め

に

或

制

限
を

お

く

の
で 

あ

る

。
卽

ち

第

一

に

「
諸

量0

の
增

分

た

る

諸

量

氏
」

間

の

比
が 

袈

的

に

變

化

す

る

曲

線

の

み
を
考

へ
る
。

か

く

て

曲

線

を

要

素 

に

分

解
す

れ

ば

、

こ

の

中

で

は

諸

量

血

の

比

は

一

定

と

見

ら

れ

る

。 

結

周

、
課

題

は

各

點

に

つ

い

て

其

點

か

ち

出

る

線

素

み

の

一
般
的 

な

形

式

を

つ

く

る

こ

と

で

あ
り
、

且

つ

こ

れ

は0

と
血
と

を

含

ま 

ね

ば

な

ら

ぬ

の
で

あ
る
。

次

に

第

二

の

假

定

と

し

て

、

二
次
の
無 

限

小

量

を

除

外

す

れ

ば

、

線

素

の

點

全

體

が

同

じ

微

小

な

變

移
を 

う

け

て

も

線

素

の

長

さ

は

不

變

と

さ

れ

る

。

そ
し
て
こ

の
假
定
に 

は

諸

量

亦

が

凡

て

同

じ

比

だ

け

大

と

な

れ

ば

線

素

も
亦

同

じ

比

だ

二
五 

・
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

け

變

る

と

い

ふ

假

定

が

含

ま

れ

て

ゐ

る(
R

 2
7
7
1
2
7
8

 ;• 

ノ V- 7
9
0
 

か

や

う

な

諸

假

定

か

ら

線

素

み

の

形

式

の

自

乘

の

最

も

簡

單

な 

場

合

と

し

て

周

知

の

二

次

微

分

形

式

が

導

來

さ

れ

る

。

以
上
の
如 

く

彼

に

於

て

は

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

方

法

が

近

接

作

用

的

見

地

と

統 

、­

さ

れ

て

展

開

さ

れ

て

行

く

。

そ

の

統

一

は

血

に

、

更

に

之

を

媒 

介

と

し

て

ぬ

に

あ

ら

は

れ

て

ゐ

る

。

そ
し
て
こ.
の

統

一
こ

そ
は
旣 

述

の

彼

の

因

果

觀
(

連

續

的

微

小

變

化)

の
數
學
的
表
現
に
ほ
か 

な

ら

ぬ

の

で

新

る

。

ひ

き

つ¢

き

上

述

の

二

次

微

分

形

式

の

係

數

の

意

味

に

つ

い

て 

の
考

察

が

始

ま

る

。

そ

れ

ら

係

數

は

、0
ご
点
二:
:

ア

の

連

續

函

，
 

數

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

果

し

て

如

何

な

る

意

味

を

も

つ

の

か

。

ま 

た
S
M
 

*
2

ゝ
・••- 

は

任

意

の

獨

立

變

數

に

す

ぎ

ず

、

こ
れ
ら
は 

集

合

體

の

點

を

表

示

は

す

る

が

、

然

し

恣

意

性

外

面

性
を

も

っ
て 

ゐ
る
。

こ

れ

は

果

し

て

止

揚

さ

れ

る

か

。

こ
れ
ら

問
題
を

解
決
す 

る
た
め
に
、

彼

は

ガ

ウ

ス

が

曲

面

論

で

論

じ

た

方

法

に

據

り

っ

 ゝ

次

の

如

く

述

べ

る

。

「"

箇
の
獨
立
變
數
を
新
し
い"

箇
の
獨
立
變
數
の
〔"

箇
の
〕
函
數 

で
置
き
か
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
や
う
な
形
式
〔
二
次
微
分
形
式
」

・
 

二
六 

を
他
の
同
樣
の
も
の
に
變
換
す
る
こ
と
が
出

來

る

〔
勿
論
函
數
行
列
式 

が
零
で
な
い
と
假
定
さ
れ
て
ゐ
る
〕
。
然
し
か
ゝ

る
仕
方
で
は
任
意
の 

形
式
を
任
意
の
他
の
も
の
に
變
換
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
だ
ら
う
。
何
故 

な

ら

そ

の

形

式

は

叩

箇
の
係
數
を
含
み
、

こ
れ
ら
は
獨
立
變
數 

の
任
意
の
函
數
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
新
し
い
變
數
の
導
入
に
よ
っ
て
は 

-
"

箇
の
關
係
し
か
滿
足
し
な
い
だ
ら
う
か
ら
、
所
與
の
量
を"

箇
の
係 

數
の
み
に
し
か
等
し
く
出
來
ぬ
か
ら
。
そ
れ
で
殘
り

の

箇

の

 

\

K 

・
も
の
は
表
示
さ
る
べ
き
集
合
體
の
本
性
に
よ
っ
て
旣
に
完
全
に
規
定
さ 

れ
て
る
る
の
で
あ
り
、
故
に
集
合
體
の
計
量
關
係
の
規
定
に
は 

箇
の
位
置
函
數
が
必
要
で
あ
る
。
」(R

 278 :
v

・9
—10)  

旣
述

の

ガ

ウ

ス

の

方

法

と

は

、

所

謂

i
n
n
e
r
e

 G
e
o
m

s-r
i
c

の 

そ

れ

で

あ

る

。

卽

ち

そ

れ

は

考

察

さ

れ

る

連

續

集

合

體

を

、,t

れ 

を

包

ん

で

ゐ

る

空

間

に

對

す

る

外

的

な

關

係

か

ら

獨

立

に

、

そ
れ 

・
の
內
的

性

質

に

つ
い
て
硏

究

す

る

方

法

で

あ

る

。

こ
の
方
法
は
リ 

—

マ
ン
の
次

の

章

句

で

明

瞭

に

あ

ら

は

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。 

—!

「
前

提

さ

れ

た

形

式

〔
線

素

の

形

式

〕

で

あ

ら

は

さ

れ

得

る 

凡

て

の

集

合

體

の

本

質

的

差

異

を

見

き

わ

め

る

に

は

、

表

現

の

仕 

方

か

ら

生

ず

る

も

の

を

除

去

す

る

必

要

が

あ

る

。
」(

R

 2
7
8
1
2
7
9

 " 

ー
〇)

そ

し

て

こ

れ

は

測

地

線

を

曲

線

座

標

と

す

る

所

謂

標

準

26



座

標

に

よ

っ

て

達

せ

ら

れ

る

。

・
か
く
て
我

々

は

次

の

二

つ

の

貝

重

な

こ

と

を

知

る

の

で

あ

る

。 

そ

の

一

つ

は

變

數

の

變

換(

座

標

變

換)

に
よ
っ
て

は
未
解
決
の 

係
數

の

不

定

性

が

逆

に

利

用

さ
ね
て
、

こ
れ
が
集
合
體

自

身

の

本 

性

に

も

と

づ

く

位

置

函
數
(

こ

れ

は

今

日

の

基

本

テ

シ

ソ

ル
m
l
 

・
に
當

る

も

の)

と

さ

れ

て

ゐ

る

こ

と

で

む

る

。

こ
れ
は
抽
象
的
な 

形

式

を

通

し

て

存

在

の

本

質

に

肉

迫

す

る

リ

ー

マ

ン
の
リ

ア

y'
ズ 

厶

の

一
表
現
と
考
へ
■■!:
よ

い

だ
ら
う
。

い
ま
一
つ
は
云
ふ
ま
で
も 

な
く
、

變

數

變

換
(

座

標

變

換)

と
、

集

合

體

自

身

の

性

質

を

示 

す

不

變

量

u
n
v
a
r
i
a
n
f
e
n
)

の
思

想

で

あ

る

。

勿

論

座

標

變
換
は 

充

分

に

解

析

的

に

展

開

さ

れ

て

も

ゐ

な

い

し

、

こ

の

變

換

に

よ
る 

不

變

量

の

把

握

と

い

ふ

見

地

も

萌

芽

狀

態

の

ま

ゝ

で

は

あ

る

。

然 

し
こ

の
見

地

は

彼

が

一

八
六
一
年

パy

學

士

院

の

懸

賞

に

應

じ
て 

提

出

レ

た

論

文

—

等

溫

線

を

生

ず

る

如

き

熱

傳

導

を

規
定
す
る 

物

體

の

性

質

及

び

熱

分

布

が

論

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る!

!

で
展
開
さ
れ 

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

こ

の

見

地

こ

そ

ー

八

七
〇
年

の

知
名
な
ク
ラ 

イ.

ン

の

エ

ル

ラ

ン

ゲ

ン•

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

基

本

思

想

で

あ

る

。

こ 

の

思

想

が

就

職

講

演

で

充

分

に

展

示

さ

れ

な

か

っ

た

の

は

、

恐
ら 

リ
— 

一、
ソ
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

く

問

題

を

幾

何

學

的

に

制

限

し

た

た

め

に

、

斯

樣

な

大

規

模

な

手 

段

を

必

要

と

し

な

か

っ

た

の

に

由

ら

の

で

あ
ら

う

。

然

し

そ

の

見 

地

が

就

職

議

演

の

根

底

に

存

在

し

て

ゐ

た

こ

と

は

、

上
述
の
如
く 

線

素

の

形

式'
!c
含

ま

れ

る

係

數

が

、

座

標

の

恣

意

性

に

も

拘

ら

ず

、
 

集

合

體
自

身

の

本

性

に

も

と

づ

く

位

置

函

數

と

さ

れ

て

ゐ

る

こ

と 

か

ら

充

分

に

う

か

が

は

れ

る

の

で

あ

る

。

こ

の

部

分

が

講

演

の

中

心

で

あ

ら

う

。

微

分

形

式

に
ま
と
ひ

っ 

く

座

標

の

相

對

性

恣

意

性

が!

!

こ

の

誰

演

で

は

萌

芽

的

に

、

懸 

賞

論

文

で

は
顯

現

的

に

、

座

標

變

換

に

よ

る

不

變

の

把

握

と

い

ふ 

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

方

法

で

——

止

揚

さ
れ

、

か

く

て

集

合

體

自

身 

の

眞

に

客

觀

的

な

計

量

關

係

が

把

握

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

い
ま
ー 

度
强
調

す

る

な

ら

ば

、

こ

の

集

合

體

の

計

量

關

係

の

實

在

論

的

な 

理

解

は

、

彼

の

量

及

び

關

係

に

對

す

る

實

在

論

的

な

認

識

論

の

表

」
 

現

で

あ

り

、

彼

は

こ.
の

實

在

論

の

故

に

こ

そ

二

次

形

式

の

座

標

變 

換

で

始

末

出

來

ぬ

そ

れ

の

係

數

が

集

合

體
自

身

の

本

性

で

決

定

さ 

れ

る

と

な

し

得

た

の

で

あ

る

。

,

幾

何

學

的

考

察

の

部

分

を

省

略

し

て

歸

結

に

當

る

部

分(

無
限 

小

域

に

お

け

る

幾

何

學

を

論

じ

た

第

三

章

第

三

節

、
W

285-

二
七
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科

學

史

硏

究 

第

六

號

286  7  
w

・18120)  
に
急
ぐ
。

こ

ゝ

に
於

て

リ

ー

マ

ン

は

集
合
體 

の

考

察

の

背

後

に

ひ

そ

ま

せ

て

ゐ

た

も

の

に

、

光
を

投
げ
か
け
て 

吳
れ

る

。

實

在
論

的

な

空

間

論

が

、
線

素

槪

念

に

典

型

的

に

あ
ら 

は

れ

て

ゐ

る

力

動

的

なi
m

 K
l
e
i
n
e
n

的

考

察

法

の

根
底
に
あ
る 

因

果

論
(

連

續

的
微

小

變

化

の

表

現

と

し

て

の

因

果

關

係)

が
、
 

姿

を

見

せ

る

。

こ
の
誰

演

の

終

結

は

實

に

豐

富

な

暗

示

的

な

言

葉 

で

書

か

れ

て

ゐ

る

。(
刃

2
8
5
,
2
8
6
"

 W
-

1
8
1
2
0
)

——

 

「
測
り
得
ぬ
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
の
問
は
自
然
の
解
明
に
と
っ
て
無 

用
の
問
で
あ
る
。
然
し
測
り
得
ぬ
微
小
に
つ
い
て
の
問
は
さ
う
で
は
な 

い
。
我
々
が
現
象
を
無
限
に
小
な
る
と
こ
ろ
迄
追
及
す
る
際
の
精
密
性 

に
、
本
質
的
に
そ
れ
ら
現
象
の
因
果
關
係
の
認
識
は
も
と
づ
い
て
ゐ
る
。 

最
近
世
紀
の
機
械
的
自
然
の
認
讖
に
於
け
る
進
步
は
殆
ん
ど
、
無
限
小 

解
析
の
發
明
及
び
ア
ル
キ
メ
デ
ス
、

ガ
リ
レ
彳

、
-
ー
ユ
ー
ト
ン
に
よ
っ 

て
發
見
さ
れ
た
簡
單
な
基
本
槪
念!
!

こ
れ
り
を
現
代
物
理
學
は
用
ゐ 

て
ゐ
る!
!

に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
構
成
の
精
確
性
の
拭
蔭
で
あ
る
。 

:
:

か
く
て
測
り
得
ぬ
微
小
さ
に
於
け
る
空
間
の
計
量
關
係
に
つ
い
て 

の
問
題
は
無
用
の
も
の
で
は
な
い
。

物
體
が
位
置
に
獨
立
に
存
在
す
る
と
前
提
す
れ
ば
、
曲
率
は
到
る
處 

で
一
定
で
あ
り
、
そ
の
際
は
天
文
學
的
測
定
か
ら
其
の
曲
率
が
零
と
異 

る
こ
と
は
出
來
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
出
て
く
る
。

い.
づ
れ
に
せ
よ
曲
率
の

二
八 

逆
數
は
、
我
々
の
望
遠
鏡
に
と£
 

く
範
圍
が
そ
れ
に
比
べ
る
と
零
に
な 

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
曲
面
に
相
違
な
い
だ
ら
う
。
然
し
斯
樣
な
位
置
に 

つ
い
て
の
物
體
の
獨
立
性
が
存
し
な
い
な
ら
ば
、i

m

 G
r
o
s
s
e
n

で
の 

沖
量
關
係
か
らi

m

 K
l
e
i
n
e
n

で
の
計
量
關
係
を
推
論
す
る
こ
と
は
出 

來
な
い
。

，
若
し
線
素
が
二
次
の
微
分
形
式
の
平
方
根
で
表
示
出
來
る 

と
い
ふ
前
提
が
不
成
立
な
ら
ば
、
も
っ
と
複
雜
な
關
係
が
あ
ら
は
れ
得 

る
。
さ
う
し
て
空
間
の
計
最
規
定
の
基
礎
を
な
す
經
驗
的
槪
念
た
る
剛 

體
及
び
光
線
の
槪
念
は
無
限
小
で
は
そ
の
妥
當
性
を
失
ふ
や
う
に
思
は 

れ
る
。
か
く
て
無
限
小
で
は
空
踏
の
計
量
關
係
が
幾
何
學
の
諸
前
提
に 

適
合
せ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
も
大
い
に
考
へ
得
る
。
そ
し
て
も
し
そ
れ
に
よ 

っ
て
現
象
が
も
っ
と
簡
單
な
仕
方
で
說
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
實 

際
に
認
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

幾
何
學
の
前
提
の
、
無
限
小
に
於
け
る
妥
當
性
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
 

空
間
の
計
量
關
係
の
内
部
的
根
據
を
求
め
る
問
題
と
關
聯
し
て
ゐ
る
。 

こ
の
問
題-

こ
れ
は
恐
ら
く
空
間
の
理
論
に
加
へ
て
も
よ
か
ら
う 

——

で
は
前
述
の
注
意
、
卽
ち
分
ゝ
離
的
集
合
體
で
は
計
量
關
係
の
原
理 

は
旣
に
こ
の
集
合
體
の
槪
念
の
中
、に
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
連
續
的
集
合 

體
で
は
他
の
何
處
か
ら
か
附
け
加
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ヽ
と
い
ふ
注
意
が 

適
用
さ
れ
る
。
か
く
て
空
間
の
基
礎
に
あ
る
實
在
的
な
る
も
の
が
分
離 

的
集
合
體
を
な
す
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
計
量
關
係
の
根
據
は
外
部
に
、
そ 

贺

は

頁

で

好

S:
并

か

盟

、
舊

宦

那

も

暫

 

こ
の
問
題
の
解
決
は
經
驗
に
よ
っ
て
確
證
ぎ
れ
た
從
來
の
現
象
に
っ
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い
て
の
見
解!—

1
こ
れ
の
根
據

は-
-
!

ト
ン
が
置
い
た
—!

か
ら
出 

發
し
て
、

こ
れ
を
そ
れ
ら
見
解
か
ら
は
說
明
出
來
ぬ
事
實
に
か0

立
て 

気

忒

跖

書

睿

戰

へ

で

界

貳

£'
不

、
か

當

が

笛

」
 

と
が
出
來
る7

こ
れ
は
幾
何
學
を
越
え
て
、
他
の
科
學
の
領
域
、
卽
ち
物
理
學
の
領 

按
に
導
い
て
行
く
が
、
今
日
の
機
會
の
性
質
上
そ
れ
に
立
ち
入
る
こ
と 

は
出
來
な
い
。
」

建

者

が

傍

點

を

つ
け

た
部
分
は

最

も

暗

示

的

で

あ

る

。

然
し
こ 

の

言

葉

に

包

ま

れ

て

ゐ

る
內
容

は

、

彼

の

哲

學

及

び

物

理

舉

硏
究 

に
つ

い
て

我
々

が
旣

に
行

っ

た

考

察

か

ら

充

分

に

明

か

で

あ

ら

う

。 

我

、ペ
を

と

り

ま

く

近

傍

の

空

間

で

は

光

や

剛

體

が

そ
の
性
質
を 

保

持

し

て

ゐ

る

か

ら

、

こ

の

近

傍

空

間

をi
m

 K
l
c
i
n
e
n

と
し
、
 

マ

ク

ロ

的

な

宇

宙

を

G
r
o
s
s
e
n

と

す

れ

ば

、
線

素

不

變

の

假 

定

は

實

在

的

根

據

を

持

っ

て

ゐ

る

。

然

し

我

々

の

近

傍

空
間
を 

i
n
i  G

-
J
o
s
s
e
n

と

し

、

原

子

的

を

ミ
ク
ロ
の
空

間

を

B-Kle
B-ell 

と

す

る

と

き

は

、

上

述

の

彼

の

言

葉

に

も

あ

る

如

く

、

こ
の
ミ
ク 

口

世

界

で

は

剛

體

や

光

は

そ

の

性

質

を

失

ひ

、
故
に

力

の

作

用

の 

た

め

線

素

可

變

と

な

る

か

も

知

れ

な

い

の

で

あ

る

〇  

そ

こ

で

リ

ー

マ

ン

は

前

節

で

觸

れ

た

如

く'

エ
ー
テ
ル
の
微
小 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
聲

(

近
藤)

部

分

を

示

す

線

素

が

力

の

た

め

微

小

な

變

化

を

す

る

場

合

を

座
標 

(

但

し

固

定

し

て

あ

る)

を

用

ゐ

て

考

察

し

て

ゐ
る 

(
R

・530)
。  

そ

し

て

こ
の
變

化

の

仕

方

か

ら

諸

現

象

の

統

一
的

把

握

を

企

て\
 

ゐ
る
。

勿

論

こ

の

企

圖

は

成

功

は

し

な

か

っ

た

。

然

し
線
素

が

可 

變

で

も

あ

り

得

る

と

い
ふ

考

慮

が

彼

の

頭

腦

に

あ

っ
た
故
に
こ
そ 

彼

は

就

職

講

演

に

於

て
"

次

元

集

合

體

を

凡

て

の.
場

合

に

も

順

應 

し
得

る

如

く

に

展

開

し
、

線

素

不

變

を

明

瞭

に

一
つ

の

「
假
說
」 

と

し

た

の

で

あ

る

。

彼

の

實

在

論

的

な

空

間

論

、

量

論

の

故

に

こ 

そ
、

彼

は

線

素

の

本

質

を

も

、

そ

れ

の

係

數

の

意

味

を

も

、

ま
た 

ミ

クH

世

界

に

於

け

る

新

幾

何

學

の

可

能

を

も

洞

察

し
得

た

。

彼 

が

幾

何

學

の

本

質

的

基

礎

を

物
理.
學

に

お

い

た

こ

と

こ
そ
最
も
貴

，
 

重

な

思

想

で

即

る
。

(1) 

就
職
講
演
は
前
田
隆
一
氏
が.
邦
諏
し
て
ゐ

る(

雜

誌

『
數
學
』 

第

一
卷
第
七
號
、
第
二
卷
第
一
號
及
び
第
二
號)

。

又
最
近
菅
原
正
已
氏
に
よ
る
譯
が
ミ
シ
コ
ウ
ス
キ
ー
の
「
空
間
と
時 

間
」
と
共
に
刊
疔
さ
れ
た(

弘
文
堂
、
科
學
古
典
叢
書)

(
2
)
 vgl.R.  39.1

—404  j  K.  Bd
“  II.  s

・164
—176.

七

- 

二
九
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科

學

史

硏

究
 

第

-

號 

か

く

て

リ

ー

マ

ン

に

と

っ

て

は

連

續

な

集

合

體

が

そ

の

主

對
象 

で
あ
り
、

そ

れ

の

客

觀

的

計

量

關

係

は

微

分

形

式

の

座

標

變
換
に 

よ
る
不
變

量

と

し

て

把

握

さ

れ

る
(

就

職

講

演

及

び

パ

リ

懸

賞

論 

文

に

於

て)

。

所

謂

空

間

は

そ

れ

の

特

別

の

場

合

に

す

ぎ

ぬ

。

と 

こ

ろ

で

そ

の

連

續

集

合

體

の

槪

念

は

一

見

す

れ

ば

如

何

に

も

形

式 

的

な

極

度

の

抽

象

物

と

見

え

る

が

、

然

し

そ

れ

は

形
式
論
理

的

な 

抽

象

的

普

遍

で

は

な

く

、

豐

富

な

特

殊

を
內
容

と

し

て

含

む

具
體
• 

的

普

遍

で

あ

る

。

で

は

何

故

に
そ

れ

は

具

髏

的

普

遍

た

り

得

た

か

。 

そ

れ

は

屢

—
繰

返

し

た

如

く

、

彼

の

物

理

學

硏

究

の

成

果

た

る

空 

間

の

場

化

と

、

認

識

論

的

考

察

の

結

果

た

る

量

と

關

係

の

客

觀

性 

と

の

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

統

一
の

た

め
で

あ
る
。
空

間

が

場

化

さ

れ 

れ

ば

、

そ
れ
と
物
質
と
の
交
互
作
用
の
如
何
に
よ
つ
・
て
、

そ
こ
に 

は

連

續

集

合

體

の

無

限

に

多

樣

な

る

可

能

性

が

成

立

す

る

。

こ
れ 

に

對

應

し

て

無

限

に

可

能

な

る

場

合

を

含

ん

だ

連

續

集

合

體

の

計 

量

理

論

が

必

要

で

あ

り

、

こ

の

フ

レ

キ

シ

ブ

ル

な

武

器

な

し

に

は 

無

限

に

多

樣

な

自

然

を

數

學

的

に

把

握

出

來

な

い

で

あ

ら

う

。

彼 

の
懸

賞

論

文
で

は

熱

理

論

が

二

次

微

分

形

式

の

變

換

で

論
ぜ
ら
れ 

て

ゐ
る
。

物

體
內

の

熱

分

布

の

狀

態

は

一
つ
の
連

續

集

合

體

で

あ

三
〇 

る
か
ら
、
就

職

講

演

で

論

ぜ

ら

れ

た

も

の

が

、

そ
の

場

合

に

直
ち 

に

適

用

出

來

る

わ

け

で

あ

る

。

彼

の

連

續

集

合

體

の

計

量

理

論

の

本

質

を

要

約

す

れ

ば

次

の

如 

く

で

あ

ら

う

。
——

對

象
(

連

續

集

合

體)

を
運

動
の

姿

に

於
て 

(

數

學

妙

に

言

へ

ば

微

分

形

式

に

於

て

、

物

理

學

的

乃

至

は

認

識 

紂

的

に

言

へ

ば
連

續

的

因

果

關

係

に

於

て)

し

か
も

認

識

自

身

が 

淞

動

し
っ
ゝ
・(

數

學

的

に

言

へ

ば

座
標
變

換
)

、

こ
れ
に
よ
っ
て 

討

醜

的

に

“

ら

へ

る
(

數

學

的

に

言

へ

ば

不

變

量

の

把

握

、

認
識 

\

、
ヽ
、
、
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
、
、(2) 

論

的

に

言

へ

ば

量

及

び

騙

係

の
客
觀
性
の
貫
徹
ヽ

(1) 

二
次
微
分
形
式
の
內
容
的
意
味
づ
け
に
は
ワ
イ-
ル
に
よ
る
群
論 

的
な
も

の(
w
e
y

rrM
aih,  A

n

 
巴 y

s
e

 

d
e
s

 

RAUmproblelns

 

1
9
2

ご

及
び
更
に
物
理
學
的
に
重
力
場
に
於
け
る
光
線
の
複
屈
折
の 

な
い
こ
と
に
求
め
る 

ク
ー
ラ
ン
の
も
の 

(
c
o
u
r
a
n
t
:

 B
e
r
n
h
a
r
d

 

Riem
ann

 

111id  die  M
atheE

s-ik

 der  

leb

s-en  bunderb  

J
a
h
3

 N
a
b
u
n
v
i
s
w

 1
9
2
6
)

が
あ
る
。

(2) 

リ
ー
マ
ン
の
幾
何
學
硏
究
の
本
質
及
び
根
據
に
つ
い
て
の
諸
家 

の
評
慣
を
考
へ
て
み
る
。
ク
ラ
イ
ン
、

ワ
イ
ル
、

ク
ー
ラ
ン
は
い
づ 

れ
も
リ

ー

マ

ン

のi
m

 K
l
e

s-e
l
l

的
觀
點
及
び
空
間
の
場
化
を
指 

摘
し
啓
發
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
然
し
リ
ー

マ
ン
の
物
理
學
硏 

究
に
充
分
に
立
入
っ
て
考
察
し
て
ゐ
な
い
し
、
ま
た
何
よ
り
も
彼
の
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認
識
論
的
考
察
が
自
身
の
幾
何
學
讲
究
,

與
へ
た
本
質
的
影
解
を
省 

略
し
て
ゐ
る
。

シ
ュ
パ
イ
ザ
ー
の
も
の
は
最
も
興
味
が
あ
る
。

こ\
 

で

は

「
遣
稿
」
と

「
就
職
講
演
」
と
の
聯
關
が
指
摘
さ
れ
、
幾
何
學
、 

物
理
學
、
哲
學
と
の
聯
關
も
見
逃
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
然
し
リ
ー
マ 

ン
の
哲
學
的
觀
點
を
相
對
主
義
的
な
經
驗
論
と
解
釋
し
た
た
め
か
、
 

空
間
の
相
對
化
の
み
に
注
意
を
集
中
し
、
相
對
性
を
通
じ
て
の
、
卽 

ち
座
標
變
換
に
よ
る
客
觀
的
な
計
量
關
係
の
認
識
と
い
ふ
重
要
な
り

リ
ー
マ
ン
幾.
何

學

成

立

の

背

景(

近
藤)

—

マ
ン
の
恕
想
、

一
般
的
に
言
へ
ば
量
と
關
係
に
つ
い
て
の
彼
の
ダ 

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
實
在
論
を
看
過
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
下
村
寅
太 

郞

氏

の

『
科
學
史
の
哲
學
』
は
實
に
含
蓄
的
で
あ
る
が
、
然
し
リ
ー 

マ
ン
の
考
察
の
際
に
は
、
空
間
が
數
集
合
體
止
な
る
ど
い
ふ
抽
象
面 

に
の
み
殆
ん
ど
注
意
を
集
中
し
、
他
の
反
面
を
考
慮
し
て
ゐ
な
い
や 

う
に
思
は
れ
る
。 

(

完)

三
一
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科

學

史

硏

究
 

第

」ハ
號 

三
二

狩

野

亨

吉
•

先

生

A
 

田 

三

喜

は

し

・

が

き
 

桑
木
理
學
博
士
か
ら
、
狩
野
博
士
の
傅
を
と
の
こ
と
だ 

っ
た
が
、
筆
者
は
五
十
年
師
事
し
た
丈
で
、
其
の
任
で
な 

い
。
其
の
上
先
生
の
日
誌
、
文
書
、
目
錄
等
の
贅
料
は
、
 

狩
聲
家
で
も
ま
だ
手
を
觸
れ
ぬ
で
、
其
の
儘
に
し,
て
お
る 

か
ら
、
今

時
機
で
も
無
い
。
先
生
の
哲
學
に
は
田 

邊
博
士
と
久
能
學
士
が
、
書
誌
學
に
は
水
嶋
學
士
が
居
ら 

れ
、
先
生
の
人
格
に
至
っ
て
は
、
語0

得
る
人
の
少
き
を 

憂
・
へ
ぬ
か
ら
、
傳
は
其
の
人
と
時
と
を
待
つ
べ
き
で
、
之 

は
筆
者
の
初
印
象
以
來
の
想
ひ
出
の
記
に
過
ぎ
ぬ
。

(

一，)

略

ゝ

歷

 

資
料
は
主
上
し
て
履
歷
書
と
記
錄
に
よ0

、
・
付
tt
次 

姉
前
小
屋
刀
自
の
記
憶
に
よ
る
。
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慶
應
元

年

十

一
月
廿
一
八
日
出
羽
國
秋
田
郡
大
館
町
三
ノ
丸
一
一
テ
誕
生 

(

二
男
二
女
中
次
男
ー
一
シ
テ
末
子
〉 

・
明
治
二
年
夏
狩
野
家
秋
田
一-

轉
住 

同 

年
十
一
月
卅
日 

祖
父
良
安
先
生
逝
去(

七
十
三
歲
〉 

同 

七

年-

月 

秋
田
縣
大
平
學
校-
一
入
學 

・
同

九

年

春

狩
野
家
東
京
一
一
轉
住 

同 

十
年
九
月
十
七
日 

母
堂
千
代
子
刀
自
逝
去(

四
十
歲)
 

同 

十
一
年
七
月 

番
町
小
學
校
ヲ
卒
業 

同

年

九
月 

束
京
府
第
一
中
學
ー-

入
學 

同

十

五

年

一

月

十

A.
日

ffi
译
美
津
子
刀
自
逝

去
(

七
十
五
歲) 

同

十

七

年

七

月

東
京
大
學
豫
備
門

ヲ
修
了 

同

年

九

月

東

京

大
學
理
學
部-
一
入
學 

同

十

九

年

十

月

十

ハ

日

家

兄

元

吉

氏

逝

去(

二
十
九
歲)
 

同 

二
十
一
年
七
月 

帝
國
大
學
理
科
大
學(

數
學
科)

ヲ
卒
業 

同 

二
十
二
年
九
月 

同
上
文
科
大
學-
一
入
學 

同

一 
一
十
四
年

七

月

同

上
(

哲
學
科)

ヲ
卒
業 

同 

大

學

院­
一
入
學
數
學
ノ
『
メ
ソ
ド
ロ
ヂ

ー
』

ヲ
專
攻 

明
治
二
十
五
年
七
月
十
六
日

第

四

高

等

中

學

校

敎

授(

本
部
敎
長)

--

任
官

同 

二
十
七
年
三
月
卅
日 

依

願

免

官
(

家
事
都
合-
ー
ヨ
リ)
 

同 

三

十

一
年
一
月
廿

二
日 

第
五
高
簟

校

敎

授

一

一

任

官(

敎
頭) 

同

年

十

一

月

廿
四
日 

第

一

高

囂

校

長
-
一
轉
任

狩
野
亨

吉

先

生
(

八
田)

同 

三
〒
九
年
七
月
五
日 

京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
敎
授
ー
一
轉
任
文 

科
大
學
長-
ー
補
セ
ラ
ル

同 

四
十
年
十
月
六
日 

文
學
博
士
ノ
學
億
ヲ
授
ゲ
ラ
ル 

同

年

十

二

月

十

四

日

親

父

良

知

先

生

逝

去(

七
十
九
歲) 

同 

四

十

一
年
十
月
廿
一
日
・
京
都
帝
國
大
學
文
科
大!

s

ヲ
依
願 

免

官
(

病
氣
ニ
ョ
リ)

・
昭
和
九
年

長

姉

平

山

刀

自

逝

去(

/\
十
歲
) 

昭
利
十
七
年
十
二
月
廿
二
日
先
生
逝
去(

七
十
A.
歳)
 

(

二
)

理

學

士

文

學

士
 

先
生
が
第
四
高
等
中
學
校
敎
授
に
任
官
さ
れ
た
頃
、
兩
學
士
の
人
は
故 

坪
井
九
馬
三
博
士
の
文
學
士
理
學

士
と
今
一
人
位
で
あ
っ
た
の
で
、
田
舍 

の
學
生
の
注
目
を
引
い
た
も
の
だ
っ
た
。
筆
者
は
早
速
理
科
と
文
科
の
選 

擇
に
つ
い
て
指
導
を
仰
い
だ
際
、
先
生
の
數
學
を
修
め
て
哲
學
を
學
ば
れ 

た
理
由
を
伺
っ
た
ら
、
哲
學
の
爲
に
科
學
中
最
精
曜
な
思
索
の
數
學
を
修 

め
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

理
科
大
學
で
は
、
數
學
專
攻
の
傍
・
我
が
國

の

舊

と

曆

學
と
を
、
亦 

和
漢
の
音
律
を
も
硏
究
さ
れ
た
や
う
で
あ
っ
た
。
當
時
四
高
に
學
生
か
ら 

先
生
方
の
科
外
講
演
を
誌
ふ
學
風
が
あ
っ
た
の
で
ヽ
先
生
を
も
度
々
煩
は 

し
た
。
最
初
の
講
演
は
和
算
と
曆
に
關
す
る
講
義
だ
っ
た
が
、
會
田
算
左 

衞
門
、
關
孝
和
、
本
多
利
明
な
ど
の
名
は
其
の
印
象
で
あ
っ
て
、

關
の
楕 

圓
面
積
の
算
出
法
が
ゝ
ニ.
ユ
ウ
卜
ン
の
極
限
法
と
殆
ん
ど
時
を
同
く
し
た
、
 

東
西
獨
立
の
硏
究
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

カ
ン
ト
、

ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲
論
が
、

・
 

三
三
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• 

科

學

史

硏

究
 

第

六

號 

僅
か
獨
佛
の
間
に
四
十
餘
年
も
隔
て
た
發
表
で
も
「
各
獨
立
の
硏
究
で
あ 

っ
た
か
ら
、
我
が
國
の
星
雲
論
も
獨
立
と
見
る
べ
き
こ
と
や
、
又
正
科
の 

星

學

の

講

義

の

豐

、
我
曆
學
の
發
見
し
た
冬
至
天
に
後
る\

こ
と
三
日 

の
書

は

、
星
學
の
春
分
點
移
動
の
事
實
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
人
の 

科
學
的
思
索
に
關
す
る
自
信
を
與
へ
ら
れ
た
。

數
學
の
敎
科
書
は
ト
ド
ハ
ン
タ
ア
と
か
、

ウ
キ
リ
ヤ
ム
ソ
ン
と
か
の
英 

書
で
あ
っ
た
が
、
鑿

に

は
英
獨
佛
の
參
考
書
を
涉
獵
し
て
居
ら
れ
た
。 

音
樂
に
關
し
て
は
、
和
漢
の
音
律
の
硏
究
の
み
で
な
く
、
西
洋
樂
譜
の 

蒐
集
も
多
か
っ
た
。
先
生
の
大
學
時
代
に
、

親
友
が
古
本
屋
で
樂
譜
を
見 

出
す
と
、
必
ず
買
っ
て
歸
っ
て
先
生
に
贈
っ
た
美
談
が
殘

っ
て
る
。
然
し 

先
生
は
作
曲
家
を
重
ん
ぜ
ら
れ
て
、
音
樂
會
な
ど
に
は
餘
り
行
か
れ
な
か 

っ
た
し
、
文
樂
・
器
を
手
に
せ
ら
れ
な
か
っ
た
や
う
だ
。
五
高
在
任
中
に
上 

京®

省
の
折
、
熊
本
生
活
の
話
の
内
に
、
樂
譜
を
讀
ん
で
る
と
時
に
は
オ 

ル
ガ
ン
で
も
と
思
ふ
が
、•

女
學
生
が
裳
高
に
赤
脚
で
通
學
す
る
武
骨
な
土 

地
で
、
高
等
學
校
敎
授
が
オ
ル
ガ
ン
で
も
あ
る
ま
い
と
笑
は
れ
た
こ
と
が 

あ
っ
た
。

文
科
大
學
で
は
、
哲
舉
專
攻
の
傍
、
日
本
の
思
想
家
、
殊
に
德
川
時
代 

の
學
者!
!

國
學
、
漢
學
、・

量

者
!
!

の
蠱

を

硏
究
さ
れ
た
こ
と
は
、
 

筆
者
が
敎
を
請
う
た
際
、
竪
橫
二
、

三
尺
大
の
圖
表
に
、
學
派
別
の
學
統 

を
明
か
に
し
た
も
の
を
展
げ
て
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
作
話
が
此 

の
圖
表
に
及
ん
だ
時
、

乃
公
も
大
學
出
た
て
に
は
日
本
の
思
想
史
を
書
く 

考
が
無
い
で
も
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
た
。

科
外
講
演
で
一
度
、
催
眠
術
に
關
す
る
講
義
が
あ
っ
た
、
當
時
の
金
澤

三
四 

の
心
理
學
は
、
今
日
か
ら
囘
想
す
る
と
、

ス.
ヘ
ン
サ
ア
全
盛
で
、

ヘ
ル
バ 

ル
ト
が
入
り
か
け
て
た
が
、
先
生
は
英
譯
(

米
國
デ
、

ガ
ル
モ
譯)

の
リ 

ン
ド
ネ
ル
を
敎
科
書
に
採
用
さ
れ
て
、
講
義
に
は
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
、

フ
ヱ 

ヒ
ネ
ル
、
ボ
オ
ド
ウ
キ
ン
、
ゲ
ン
ト
な
ど
を
引
用
さ
れ
て
、
科
外
講
演
と 

相
俟
っ
て
、

心
理
學
に
は
科
學
的
に
硏
究
す
べ
き
問
題
が
頗
る
多
く
、
此 

等
の
事
實
に
對
す
る
現
在
の
說
明
に
、
充
分
批
判
の
餘
地
の
あ
る
こ
と
を 

暗
示
さ
れ
た
。
後
年
千
里
眼
事
件
に
關
し
て
、
東
京
數
學
物
理
學
會
が
科 

學
的
に
批
判
講
演
を
公
開
し
た
時
、
先
生
も
會
員
の
一
人
と
し
て
陰
に
努 

力
さ
れ
た
や
に
傳
聞
し
、
又
彼
の
事
件
に
對
す
る
先
生
の
嚴
肅
な
る
批
判 

を
筆
者
は
直
接
敎
へ
ら
れ
た
。 

• 

論
理
學
の
屠

は

敎
科
書
に
よ
る
ト
ム
ソ
ン
の
形
式
論
理
で
あ
っ
た
が
、
 

三
段
論
法
の
講
義
に
は
因
明
と
比
較
し
て
、

希
印
兩
文
化
の
關
係
を
敎
へ 

ら
れ
た
。
彼
の
學
統
卷
は
佛
敎
は
無
か
っ
た
が
、
當
時
筆
者
は
多
少
佛 

敎
に
傾
い
て
居
た
の
で
、
敎
を
請
う
た
折
は
、
學
者
、
佛
書
の
名
が
口
を 

突
い
て
出
て
、
參
考
資
料
の
指
導
を
得
た
。

(

三
)

良

知

先

生

 

亨
吉
先
生
の
性
格
と
學
問
に
は
、
原
知
先
生
の
影
響
が
多
か
っ
た
や
う 

に
想
は
る
ゝ
が
、
之
は
直
接
亨
吉
先
生
か
ら
承
っ
た
の
で
は
無
く
、
全
く 

筆
者
の
獨
斷
で
あ
る
。

良
知
先
生
の
應
接
室
に
は
、
孔
子
孔
子
大
哉
孔
子
、
孔
子
及
前
無
孔
子
、
 

孔
子
以
後
無
孔
子
、
孔
子
孔
子
大
哉
孔
子
の
大
幅
が
懸
つ,
て
居
た
が
、
良
. 

知
先
生
は
普
通
の
儒
者
で
も
漢
學
者
で
も
無
か
っ
た
や
う
だ
。
地
方
か
ら
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內
務
省
の
行
政
官
に
轉
ぜ
ら
れ
、
明
治
十
年
代
に
辭
せ
ら
れ
た
こ
ど
は
、
 

嘗
て
亨
吉
先
生
か
ら
承
っ
た
が
、
明
治
廿
四
年
に
は
、
支
那
敎
學
史
略
上 

下
二
卷
を
著
さ
れ
て
、
支
那
の
興
亡
四
千
年
を
先
生
の
敎
學
論
か
ら
批
判 

さ
れ
、
明
治
三
十
年
頃
に
は
、
露
國
皇
帝
の
萬
國
平
和
會
議
の
・
提
唱
に
對 

し
て
、
東
邦
協
會
誌
上
に
、
宇
内
平
和
策
を
書
い
て
答
へ
ら
れ
た
。
支
那 

敎
學
史
略
に
現
れ
た
先
生
の
敎
學
論
は
、
正
德
・
利

甩 

厚
生
の
三
道
と
、
 

脩
己
、
治
人
の
ニ
術
と
を
區
別
し
、
儒
敎
は
勿
論
、
佛
敎' 

道
敎
、
向
敎 

及
び
耶
蘇
敎
の
宗
敎
、
先
秦
以
來
の
諸
子
百
家
の
學
を
論
じ
て
、
之
を
世 

界
の
進
遐
に
照
ら
し
、
儒
學
が
遂
に
訓
話
の
學
に
墮
し
て
、
孔
子
の
後
世 

可
畏
焉
知
來
者
之
不
如
今
也
を-f

、
子
思
の
雖
聖
人
亦
有
所
不
知
焉
亦
有
， 

所
不
能
焉
を
も
解
せ
ず
、
亦
孔
子
の
公
山
弗
擾
佛
肝
之
徒
召
之
則
亦
欲
往 

ま
で
に
汲
々
と
世
を
救
は
ん
と
し
た
熱
意
を
も
缺
い
た
こ
と
を
慨
し
て
居 

ら
る
ゝ
を
見
る
と
、
進
步
し
た
實
學
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
此
の
支
那
敎 

學
史
略
は
、
更
に
二
十
年
の
後
に
、
民
國
改
革
後
の
敎
科
書
と
し
て
、
支 

那
に
數
版
の
翻
刻
を
見
る
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

長
男
元
吉
氏
は
廿
九
歲
で
夭
折
せ
ら
れ
た
が
、
郵
便
報
知
新
聞
の
記
者 

で
あ
っ
て
、
政
治
家
肚
の
方
だ
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、
先
生
の
實
學
の
一
面 

を
享
け
ら
れ
た
の
で
無
か
っ
た
ら
う
か
。
而
し
て
其
の
人
格
と
學
問
の
影 

響
は
、
主
と
し
て
亨
吉
先
生
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
ま
い
か
。

(

四)

書
誌
學
と
考
證
及
び
鑑
定 

先
生
の
書
誌
文
獻
に
關
す
る
知
識
の
源
は
小
學
校
時
代
に
遡
る
こ
と
が 

出
來
る
。
先
生
が
金
澤
で
澤
山
古
本
を
買
っ
て
居
ら
れ
た
が
、

或
る
本
屋 

狩

野

亨

吉

先

生(

八
田)

の
主
人
か
ら
、
今
度
來
ら
れ
た
狩
野
先
生
は
畏
い
先
生
だ
、
先
生
に
向
き 

さ
う
だ
，と
掛
値
し
た
も
の
は
默
っ
て
脇
に
措
い
て
、
正
直
に
申
上
げ
た
物 

丈
を
持
っ
て
行
か
れ
る
、
本
屋
以
上
に
明
る
い
方
だ
と
聞
い
た
事
を
、
先 

生
に
お
話
し
て
、
何
時
何
う
し
て
本
が
お
判
り
に
な
ら
れ
た
か
と
お
聽
き 

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
番
町
小
學
校
の
歸
り
に
、
九
段
下
の
『
か
た
ぎ
屋
』 

へ
寄
っ
て
、
お
小
遣
で
好
き
な
物
を
買
は
れ
た
の
が
始
ま0

で
、
其
の
後 

他
の
店
で
買
っ
た
も
の
を
『
か
た
ぎ
屋
』

の
主
人
に
批
評
さ
せ
て
た
內
、
 

自
然
と
主
人
か
ら
敎
へ
ら
れ
た
と
の
話
で
あ
っ
た
。
掘
り
出
し
た
本
を
一
一 

-

コ 
く

と

携

へ 

て
歸
宅
さ
れ
た
幼
い
先
生
を
、 

長
知
先
生
が
如
何
に
眺
め 

・
て
居
ら
れ
た
か
。
先
日
平
山
信
先
生
を
お
訪
ね
し
て
、
お
若
い
日
の
憶

ひ 

出
を
承
っ
た
が
、
大
學
豫
備
門
時
代
か
ら
、
普
通
の
學
生
が
お
汁
粉
屋
へ 

入
る
時
ど
費
用
と
は
、
狩
野
君
に
は
本
屋
漁
り
だ
っ
た
よ
と
語
ら
れ
た
。 

先
生
も

一
代
の
甘
黨
で
ち
っ
た
が
、
お
宅
か
ら
寄
宿
舍
へ
歸

っ
て
來
ら
る 

る
お
土
產
が
お
菓
子
だ
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、
先
生
に
は
お
汁
粉
屋
な
ど
へ 

.
行
か
る\

必
要
も
な
く
、
本
屋
漁
り
が
出
來
た
ん
だ
ら
う
。
先
生
の
學
生 

時
代
か
ら
語
學
の
達
者
で&

っ
た
こ
と
も
、
平
山
先
生
の
お
話
で
あ
っ
た2  

㈣

高
時
代
、
先
生,
に
蒐
集
な
さ
る
本
を
最
後
に
何
う
爲
る
か
と
突
込
ん 

で
伺
っ
た
ら
、
先

生

は

『
門
外
不
出
』

の
判
あ
る
本
が̂
!

屋
か
ら
出
る
も 

の
だ
か
ら
、
苦
心
し
て
蒐
集
し
た
本
は
子
孫
に
殘
す
べ
き
も
の
で
無
い
。 

金
が
あ
れ
ば
圖
書
館
を
建
て
公
開
す
る
の
が
上
策
、
其
が
出
來
ね
ば
圖
書 

館
に
寄
附
す
る
の
が
中
策
、
之
す
ら
出
來
ね
ば
廉
く
纏
め
て
圖
書
館
に
讓 

る
の
が
下
策
だ
と
話
さ
れ
た
が
、
不
幸
に
し
て
先
生
の
藏
書
十
萬
は
下
策 

を
採
ら
る
ゝ
の
止
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
ち
っ
た
。

・
三
五 

/
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

先
生
は
文
獻
史
上
價
値
あ
る
も
の
の
煙
滅
を
惜
ん
で
、
重
複
の
も
の
も
、
 

端
本
斷
簡
で
も
蒐
め
ら
れ
、
端
本
が
何
時
の
間
に
か
揃
っ
て
宀
7C
璧
に
な
っ 

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
而
し
て
重
複
し
た
も
の
は
、
硏
究
者
や
同
好
者
に
心 

易
く
讓
ら
れ
た
。
嘗
て
重
複
し
た
も
の
を
示
さ
れ
て
、

金
持
は
溜
る
程
汚 

く
な
る
と
い
ふ
が
、
笑
は
れ
な
い
な
と
笑
は
れ
た
が
、
先
生
の
蒐
集
に
は 

思
ひ
切
っ
た
遣
方
も
あ
っ
た
。
書
齋
丸
包
み
の
出
物
の
内
に
、
文
獻
史
上 

見
逃
し
て
な
ら
ぬ
物
が
あ
る
と
、

全
部
買
取
っ
て
、

不
用
の
物
を
ド
シ 

ド
シ
手
離
さ
れ
た
か
ら
、
先
生
の
蒐
集
必
し
も
廉
で
は
無

っ
た
と
思
ふ
。 

先
生
の
書
誌
學
に
對
し
て
、
筆
者
は
大
な
る
期
待
が
ち
っ
た
。
其
は
民 

族

文

化

の

高

等

批

判

の

方
法
と
し
て
、
書
誌
學
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で 

あ
る
。
著
書
を
初
め
と
し
て
、
文
化
的
制
作
や
演
出
が
、
其
の
民
族
の
創 

、意
で
fc
る
か
、
他
の
同
化
で
あ
る
か
、
模
倣
で
あ
る
か
、
將
飜
譯
で
あ
る 

か
に
よ
っ
て•

高
等
批
判
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。

此
の
意
味
で
安
藤
昌 

益
の
發
見
は
先
生
の
書
誌
學

の

功

の

一
つ
で
あ
っ
た
。

故

に

先

生

の

蒐

.®
は
單
に
書
籍
に
限
ら
ず
、
版
畫' 

圖
表
、
文
書
、
古 

筆
、
古
刀
、
古
器
に
亙
り
頗
る
汎
か
っ
た
の
で
あ
る
。
從

っ
て
先
生
の
考 

證
や
鑑
定
は
確
な
客
觀
的
典
據
に
重
き
を
置
か
れ
た
。
甞
て
一
、
二
點
を 

鑑
て
頂
い
た
折
の
餘
談
に
、
同
一
種
類
の
物
を
多
く
見
て
る
内
に
、
自
然 

所
謂
勘
が
養
は
れ
る
が
、
鑑
定
は
實
物
の
同
一
確
認
で
あ
る
か
ら
、
勘
に 

聲

し

て

は

な

ら

ぬ

・
充
分
科
學
的
に
客
觀
的
證
左
を
明
に
す
べ.
き
も
の 

で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

近
年
或
る
古
文
書
と
稱
す
る
も
の
に
絡
ん
だ
事
件
が
あ
っ
て
、
其
の
古
. 

文
書
と
稱
す
る
も
の
の
考
證
批
判
を
『
思
想
』
誌
上
に
發
表
せ
ら
れ
た
こ

三
六 

と
が
あ
っ
た
。
其
の
事
件
の
參
考
人
と
し
て
、«

臘
病
を
押
し
て
法
廷
に 

立
た
れ
、
歸
邸
後
病
重
く'

旬
日
を
出
で
ず
し
て
病
革
ま
り
、
終
に
逝
去 

せ
ら
れ
た
の
は
惜
し
み
て
も
惜
い
極
み
で
あ
っ
た
。

(

五)

學

問

と

人

格
 

先
生
の
學
問
と
人
格
を
語
る
人
に
乏
く
な
こ
と
は
は
し
が
き
に
述
べ
た 

通
り
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
は
初
印
象
以
來
の
感
想
に
止
め
た
い
。
筆
者
が 

敎
を
受
け
た
五
十
年
の
感
想
は
、
先
生
の
人
生
觀
に
も
世
界
觀
に
も
、
科 

・
學
的
必
然
論
の
薰
り
が
高
い
の
で
あ
る
。

良
知
先
生
が
旣
に
單
な
る
漢
學
者
で
な
か
っ
た
か
ら
、
數
學
と
哲
學
と 

，を
修
め
ら
れ
、
嘗
て
は
日
本
思
想
史
の
執
筆
す
ら
志
さ
れ
た
先
生
は
、
漢 

學
者
で
も
儒
者
で
も
な
か
っ
た
が
、
儒
學
に
對
し
て
は
、

大
學
の
格
物
致 

知
乃
至
治
國
平
天
下
の
順
序
を
一
の
學
の
體
系
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
と 

し
、
中
庸
を
以
て
其
の
比
較
的
組
織
立
っ
た
祖
述
を
な
し
八 

殊
に
其
の
第 

二
十
二
章
の
能
盡
共
性
を
、
易
の
說
卦
傳
の
窮
理
盡
性
以
至
於
命
と
併
せ 

て
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

先
生
は
政
治
經
濟
の
學
に
も
注
目
し
、
殊
に
經
濟
學
を
夙
に
倫
理
學
の 

立
場
か
ら
見
て
居
ら
れ
た0

今
日
の
倫
理
學
は
旣
に
社
會
正
義
の
問
題
を 

も
取
り
上
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

先
生
は
當
時
の
倫
理
學
に
滿
足
し
て 

居
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
ふ
。
此
に
も
經
世
濟
民
の
實
學
を
重
ん
ぜ
ら
れ
た 

良
知
先
生
の
影
響
が
あ
っ
た
や
う
に
考
へ
ら
る
。

先
生
ば
學
と
し
て
は
、
陽
明
學
よ
り
も
朱
子
學
を
學
理
が
通
っ
て
る
と 

さ
れ
て
た
が
、
先
生
の
人
格
は
寧
ろ
陽
明
學
か
禪
で
修
養
さ
れ
て
、
而
も
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全
く
其
の
臭
味
の
脫
け
た
人
物
の
樣
に
感
ぜ
ら
扎
た
。
寬
仁
大
度
で
包
容 

力
が
大
き
く
、
先
生
の
怒
ら
れ
た
こ
と
を
見
た
人
は
無
い
と
思

ふ
。
敎
を 

請
ふ
者
に
は
懇
切
で&

っ
て
、
普
通
な
ら
ば
見
離
す
べ
き
者
で
も
、
苟
も 

其
の
人
に
採
る
べ
き
點
あ
れ
ば
、
飽
く
ま
で
世
話
さ
れ
た
。
後
年
實
業
界 

に
名
義
を
現
は
さ0
、
終
世
累
を
蒙
ら
れ
た
の
も
、
斯
る
親
切
の
結
果 

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

先
生
の
出
處
進
退
に
も
、

夙
に
官
界
を
去
ら
れ
た
宾
知
先
生
の
風
格
が 

あ
つ
た
で
は
無
い
か
と
想
は
れ
る
。
先
生
は
官
公
の
職
務
は
、

責
任
上
自 

分
の
意
見
の
行
は
る
ゝ
限
り
居
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、

從

っ
て
生
活
は
道 

德
と
法
律
と
の
範
圍
で
、
自
ら
別
に
正
業
を
營
む
べ
き
も
の
と
し
て
居
ら 

れ
た
。
第
四
高
等
中
望
校
を
去
ら
れ
た
の
も
、
京
都
帝
國
大
學
か
辭

せ
ら 

れ
た
の
も
或
は
其
と
察
せ
ら
れ
た
が
、
先
生
の
髙
潔
で
圖
滿
な
德
操
は
、
 

自
ら
高
う
し
て
爲
に
累
を
他
に
及
ぼ
す
こ
と
を
避
け
ら
れ
た
ら
し
い
か
ら
、 

金
澤
は
家
事
都
合
で
、
京
都
は
病
氣
で
あ
っ
た
。
其
の
後'

或
る
地
方
の 

高
客
・
毘
校
長
に
推
薦
し
た
い
と
て
、
其
の
地
方
出
身
の
有
名
な
先
輩
が
禮 

を
厚
う
し
て
請
は
れ
た
と
き
も
、
文
要
路
の
親
友
が
或
る
帝
國
大
舉
總
長 

に
推
薦
さ
れ
た
の
を
も
辭
退
さ
れ
、
最
後
に
先
生
の
恩
師
達
が
、
或
る
貴 

い
奉
仕
に
極
力
勸
誘
さ
れ
た
の
を
も
固
辭
さ
れ
た
や
う
で
あ
っ
た
。
而
し 

て
退
官
三
十
餘
年
、
默
々
と
し
て
其
の
樂
み
を
改
め
ぬ
隱
棲
に
了
ら
れ
た
。 

辭
退
の
理
由
は
大
抵
病
氣
で
體
が
堪
へ
ぬ
と
て
、
他
に
理
由
を
付
け
ら 

れ
な
か
っ
た
が
、
病
氣
に
つ
い
て
は
一
家
見
が
あ
っ
た
。
之
も
筆
者
の
生 

徒
時
代
に
溯
る
が
、
原
坦
山
が
惑
病
同
原
論
を
著
は
し
た
と
き
、
先
生
に 

其
の
批
評
を
請
う
た
ら
、
先
生
は
一
面
の
眞
理
が
fe
る
と
て
、
先
生
の
病

狩S

亨

吉

先

生
(

八
田)

は
祖
先
か
自
分
か
の
罪
惡
の
結
果
で
あ
る
と
の
疾
病
觀
を
話
さ
れ
た
。
之 

は
有
名
な
話
で
漱
石
も
小.
說
に
採
上
げ
た
筈
だ
っ
た
。

(

六
)

不

言

實

行

 

先
生
は
何
事
も
不
言
實
行
で
あ

っ
た
。
殊
にM

校
で
彼
の
溫
顏
で
の
不 

言
實
行
は
、
筆
者
の
如
き
茶
目
や
腕
白
に
は
、
之
が
」
等
苦
手
で
、
到
頭 

頭
が
下
っ
た
。

第
一
高
峯
學
校
長
に
な
ら
れ
た3

で
も
、
偉
ら
さ
う
な
挨
拶
も
な
く 

學
則
の
改
正
も
な
く
、
問
題
每
に
默
々
と
し
た
溫
顏
で
校
紀
を
維
持
さ
れ 

た
と
い
ふ
。

一
高
は
事
件
が
表
面
化
す
る
こ.
と
は
少
い
が
、
校
長
と
し
て 

決
し
て
容
易
な
學
校
で
は
な
い
と
考

へ
る
の
で
あ
る
。
先
生
が
京
都
大
學 

へ
轉
任
と
極
っ
た
時
、
六
ヶ
敷
い
學
校
を
、
良
く
ハ
年
も
お
遣
り
に
な0

 

ま
し
た
ね
と
申
上
げ
た
ら
、

君
、
學
生
の
素
質
が
良
い
と
善
い
ね
、
何
時 

で
も
今
度
こ
そ
懷
中
の
辭
表
を
進
達
す
-？>

か
と
考
へ
て
、

ヂ

イ

ッ
と
問
題 

を
處
理
し
て
る
と
、
舉
生
の
方
か
ら
自
然
と
善
い
方
へ
行
っ
て
く
れ
た
よ 

と
語
ら
れ
た
、
不
言
實
行
の
妙
諦
を
言
ひ
盡
し
て
餘®

が
無
い
。

宜
な
る 

か
な
、
當
時
の
」
髙
出
身
が.
今
も

尙
慈
父
の
如
く
尊
親
一
し
て
ゐ
る
こ
と 

は
、
・
先
生
一
高
を
去
ら
れ
て
直
ち
に
轉
舉
事
件
が
起
っ
て
、
東
京
と
熊
本 

に
火
の
手
が
上
っ
た
。

事
は
違

ふ
が
、
素
質
の
艮
い
で
想

ひ
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
學
校
の
問 

題
で
種
々
敎
を
受
け
た
と
き
、
敎
師
匚
は
人
格
が
大
切
だ
が
、

高
等
學
校 

や
大
學
で
は
、
舉
術
を
以
てM

生
を
淘
冶
す
る
か
ら
、
人
格
の
最
低
限
度 

は
學
力
だ
よ
と
い
は
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
が㈣

髙
や
五
高
で
敎
授

三
七
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

の
招
聘
に
、
校
長
を
援
け
ら
れ
た
こ
と
、
又
京
都
文
科
大
學
の
創
立
の
人 

選
に
つ
い
て
思
ひ
當
る
節
々
が
あ
っ
た
。

先
生
の
獨
身
生
活
も

一
つ
の
不
言
實
行
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
結
婚
問
題 

で
敎
を
請
う
た
と
き
、
突
込
ん
で
先
生
の
獨

身
問
題
を
お
尋
ね
し
た
ら
、
 

先
生
は
何
も
獨
身
主
義
が
善
い
と
思
は
な
い
と
笑
は
れ
た
。
筆
者
の
親
友 

が
三
年
越
の
戀
に
苦
ん
で
破
局
に
頻
せ
ん
と
し
た
と
き
、
澤
柳
先
生
を
訪 

う
て
、
之
が
成
ら
ね
ば
獨
身
で
行
く
と
述
懷
し
た
ら
、
澤
柳
先
生
は
英
な 

ら
猶
更
そ
ん
な
こ
と
を
言
ふ
も
の
で
無
い
、
狩
野
君
を
見
ろ
、
未
だ
嘗
て 

獨
身
で
行
く
と
言
は
ぬ
で
、
默
々
獨
身
生
活
し
て
る
ぢ
ゃ
な
い
か
と
諭
さ 

れ
て
往
生
し
た
こ
と
が
fe
っ
た
。
此
の
話
は
澤
柳
先
生
の
盡
力
で
成
立
し 

て
本
人
は
終
生
元
氣
よ
く
活
動
し
て
此
の
世
を
去
っ
た
。
斯
う
言

っ
た
と 

て
先
生
に
薰
し
い
逸
話
が
あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
な
く
、
先
生
の
不
言
實
行 

の
大
な
る
例
と
し
て
、
先
生
の
親
友
だ
っ
た
澤
柳
博
士
の
言
を
引
證
し
た 

ま
で
で
あ
る
。

先
生
人
を
見
る
の
明
高
く
、
人
を
信
ず
る
こ
と
厚
か
っ
た
。

一
高
の
校 

長
時
代
に
、
話
が
學
校
月
旦
に
移
っ
た
と
き
、
某
君
は
某
校
で
ミ
リ
タ
リ 

ズ
ム
を
行
っ
て
る•

彼
も

一
つ
の
行
り
方
だ
が
と
い
は
れ
た
。
之
は
校
長 

の
意
圖
が
學
校
の
隅
々
ま
で
屆
い
て
る
と
の
意
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
行

三
八 

2

を
孰
に
し
て
も
差
支
な
い
こ
と
は
、
共
の
當
事
者
の
意
に
任
せ
て
能 

率
を
擧
げ
さ
せ
、
何
う
あ
っ
て
も
動
い
て
な
ら
ぬ
事
丈
は
校
長
が
責
任
を 

執
る
べ
き
だ
の
意
で
あ
っ
た
。
溫
顏
で
不g-
實
行
の
大
校
長
の
姿
が
眼
に 

浮
ぶ
。

(

七
)

結

' 

び 

先
生
は
母
堂
と
令
兄
に
夭
折
さ
れ
て
、
次
姉
前
小
屋
刀
自
と
二
人
で
、
 

多
年
辰
知
先
生
に
事
へ
、
其
の
愛
孫
の
養
育
を
援
け
ら
れ
て
孝
養
を
完
う 

せ
ら
れ
た
。
舊
臘
十
四
日
に
症
狀
現
れ
、
廿
一
日
に
症
狀
判
然
と
し
、
先 

生
腹
痛
を
訴
へ
ら
れ
な
が
ら
、
自
ら
胃
壞
瘍
と
い
は
れ
た
と
の
こ
と
。
同 

日
入
院
翌
廿
二
日
逝
去
せ
ら
る
。
其
の
日
、
前
小
屋
刀
自
を
お
訪
ね
し
た 

折
、
近
頃
何
を
上
っ
て
も
味
が
無
い
と
い
は
れ
、
甘
い
物
だ
け
ば
美
味
い 

と
喜
ば
れ
た
と
の
お
話
だ
っ
た
。
長
い
間
先
生
の
御
面
倒
を
見
て
下
さ
っ 

た
と
申
上
げ
た
ら
、
弟
の
世
話
を
し
て
五
十
年
に
な
り
ま
す
と
、

淋
し
く 

語
ら
れ
た
。

廿
三
日
東
大
病
理
學
敎
室
に
お
伴
し
た
が
、
高
橋
醫
學
部
長
、
內
村
敎 

授
の
立
合
で
、
敎
室
員
の
執
刀
で
腦
の
抽
出
が
行
は
れ
た
。

重
量
は
ー
、
 

三
三
〇
瓦
、
皺
は
細
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
〇.
廿
五
日
靑
山
齋
場
で
葬
儀' 

が
行
は
れ
、
越

え

て

一
月
二
十
日
多
摩
靈
園
先
考
の
傍
に
埋
葬
さ
れ
た
。
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资

料•

緖

方

洪

庵
-

勤

仕

向

日

記

』3
癸

亥

芷

月

元

日

昨

夜
/

大
雨
午
後
雨
止
厶
曇

一
、
朝
六
ツ
過
出
宅
登
城
一
同
於
大
廣
間
御
禮
申
上
御
流
レ
御
盃
頂
戴
直 

番

廣
式
へ
囘
リ
大
御
奧
二
て
御
雜
煮
御
相
伴
被
仰
付
引
續
キ
天
璋
院 

舞

禮
被
相
受
御
福
包
ミ
拜
領
被
仰
付
部
室
二
て
御
料
理
被
下
タ
方
七 

ッ
時
前
歸
宅

但
シ
長
春
院
事
當
病

ニ
付
御
禮
御
斷
申
出
ル

一
、
當

番
 

林 

洞 

海 

二

日

昨

夜

半/

風
吹
快
晴

ー
、
朝
五
ッ
時
出
宅
御
老
中
若
年
寄
衆
年
禮
囘
勤
仕
舞
四

ツ
前
出
番
洞
海 

と
交
代

ー
、
當

番
 

緖 

方 

洪 

庵

ー
、
明
後
四
日
六
半
時
御
供
揃
工
て
千
年
筋
に
霍
之 

御
成
御
沙
汰
之
旨
頭
取/

達
し
有
之
御
供
番
之
面
々
は
爲
心
得
及
文
通­

且
又
三
通
觸
二
て
囘
狀
差
出
ス

ー
、
向

番
 

井 

上 

玄 

璀

一
、
貳
朱
一
ッ
部
屋
番
へ
初
泊
リ
祝
義
鄕
藏
へ
渡 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

緖 

方 

富 

雄

三

日

晴

ー
、
當

番
 

竹

內

渭

川

院
 

ー
、
御
定
式
如
例
玄
皤
快
壕
庵
祐
益
雄
伯
艮
甫
謁
三
郞
衞
門 

ー
、 

雹 

御
成
之
事
今
朝
被
仰
出
有
之
處
御
差
支
工
て
俄
二
御
延
引
二 

相
成 

‘

ー
、
天
璋
院
番
診
日
ニ
付
四
ヅ
時
御
廣
式
へ
囘
ル
永
春
院
弘
玄
院
靜
春 

院
三
伯
玄
踊
洪
庵
玄
昌
祐
益
一
同
拜
診
御
肴
被
下
拜
診
後
御
表
へ
囘
り 

渭
川
院
へ
面
會
御
料
理
戴
キ
ハ
ッ
時
過
退
出
直
樣
年
禮
囘
勤
夕
暮
前
歸 

宅
一
ヽ
御
廣
盞
屋
付
へ
舊
冬
拜
領
物
之
祝
義
百
疋
遣
ス

三
九

當
犬 
日 當

五
日 當

四 
日

番 番 番

石 伊 伊

川
東

長

東

玄
春

貫

貞 院 齋
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號

七
日

ー
、
當

番
 

戶

塚

靜

春

院

一
、
今
日
御
禮
有
之
積
二
て
出
營
之
處
間
違
也
其
序
明
一
八
日
添
田
玄
春
御 

暇
二
て
御
用
召
之
事
可
達
旨
丹
波
殿
被
仰
渡
よ
し
十
郞
兵
衞/

達
ス
歸 

宅
後
早
々
同
人
へ
達
す

八
日

洞
海
桁
番
替 

、
 

ー
、
當

番
 

「
竹

內

渭

川

院

九

日

晴

ー
、
當

番
 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、
五
ッ
半
時
出
宅
田
安
殿
へ
年
禮
立
寄
登
城
竹
内
と
交
代 

ー
、
洪
庵
傳
習
御
暇
之
節
御
書
付
御
認
替
工
て
丹
波
守
殿
御
渡
之
旨
ぷ
達 

ス

緖
方
洪
庵h

覺

洪
庵
枠

緖

方

洪

哉
 

長
崎
表
に
其
儘
罷
在
醫
學
傳
習
可
致
旨
申
渡
候
ニ
付 

人
足
貳
人
馬
貳
疋
之

四
〇

御
朱
印

御
手
當
米
百
ゝ
五
十
俵.
四
ツ
物
成
月
割 

但
於
長
崎
表
三
季
ヱ
割
合
相
渡
候
筈 

片
道
中
御
手
當
金
拾
三
兩 

右
之
通
被
下
之 

ー
、
右
道
中
御
手
當
金
證
文
下
書
御
勘
定
星
野
金
五/

受
取
部
屋
久
兵
衞

'

二
淸
書
之
事
取
斗
方
賴
ミ
置

二 

傳
習
行
五
人 

良
順
宗
瑞
元
春
玄
庵
洪
哉 

之

御
朱
印
下
書
北
角
よ
り
相
渡
間
違
無
之
哉
可
相
改
旨
ニ
付
一
見
之
上
間 

違
無
之
旨
申
同
人
へ
返
却
ニ
及
候 

ー
、

一
色
山
城
守/

洪
庵
妻
子
引
越
道
中
名
前
之
事
內
く
相
談
承
ル 

ー
、

三
十
人
扶
持
受
取
方
御
藏
奉
行
へ
御
達
之
願
書
俗
事
役
よ
り
認
Jfi
候

ニ
付
北
角
へ
差
出
し
置

ー
、
夜
分
於 

御
前
御
小
姓
御
小
納
戶

一
同
御
す
し
被
下
同
僚
快
庵
洪
庵 

兩
人
也

ー
、
向

番 

遠 

田 

澄 

庵 

十
日

一
、
御
定
式
如
例 

澄
庵
快
庵
洪
庵
道
安
元
銹 

謁
七
郞
衞
門 

二
今
朝
六
ツ
半
時
御
供
揃
上
野 

惣
御
靈
屋
へ
被
爲 

成
九
ッ
時
還
御 

4 

ー
、
當

番
 

林 

洞 

海
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ー
、
九
ッ
過
交
代
退
出 

ゝ

十
一
日

ー
、
當

番

十
二
日

­

、
〃

十
三
日

十
四
日

伊 

東

貫

 

齋 

伊

東

長

春

院

 

石

川

玄

貞

戶

塚

靜

春

院

ー
、
石
川
玄
貞
事
左
之
通
被
仰
付

御
上
洛
之
節
御
供
被
仰
付
候
處

第

沱

上
京
之
積
相
心
得
支
度
出
來
次 

第
早
々
出
立
候
樣
可
被
心
得
候
事

一
ヽ
松
本
良
順
儀
は
長
崎
表
醫
舉
傳
習
御
用
被
仰
付
候
處
右
玄
貞
同
道
京 

都

旧
罷
越
御
上
洛
濟
之
上
長
崎
表
へ
罷
越
候
赛

仰
付

十
五
日

ー
、
當

番
 

林 

洞 

海 

ー
、
川
嶋
宗
端
添
田
玄
春
竹
內
玄
佬

右
三
人
此
度
良
順
同
道
出
立
陸
路
長
崎
へ
罷
越
候
樣
被
仰
付

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

十

六

日

晴

曇

不
定

ー
、
當

番
 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、
四
ツ
時
出̂
•

洞
海
と
交
代

一
ヽ
醫
學
所
十
兩
已
下
之
御
買
上
も
の
伺
書
幷
添
田
玄
春
御®

越
米
願
書 

北
角
十
郞
兵
衞
沱
差
出
ス

ー
、
良
順
道
中
御
手
當
金
之
事
高
木
幸
次
郞
へ
催
促
申
出
ル

ー
、
石
川
玄
貞
道
中
御
手
當
金
八
十
六
兩
之
手
形
表
判
御
勘
定
方
へ
催
促 

し
受
取
湯
呑
所
林
東
作
、1/2
右
金
子
受
取
方
之
事
相
賴
ミ
右
手
形
渡
し
置 

玄
貞
ぶ
使
差
越
候

ニ

付

右

一
條
手
紙
工
而
申
遣
ス 

ー
、
半
井
ト
仙
養
子
願
之
事
御
祐
筆
遠
山
正
太
郞
へ
聞
合
せ
事
有
之
よ
し. 

時
刻
延
引
ニ
付
賴
置
退
出

ー
、
明
後
十
八
日
六
ツ
半
時
前
御
供
揃
二
て
千
住
筋
归B

之 

御
成
御
沙
汰
ハ
無
仰
出
候
旨
頭
取
淡
路
守
達
し
ニ
付
多
紀
竹
內
兩
法
印
へ 

及
文
通
五
通
觸
に
て
囘
狀
差
出
ス

ー
、
向

番 

大

膳

亮

弘

玄

院 

ー
、
暮
後
御
診
之
旨
申
來
り
罷
出
候
處
少
々
御
風
邪
之
御
氣
味
合
被
爲
在 

候
ニ
付
御
入
浴
如
何
御

尋

ニ
付 

御
診
申
上
候
處
御
平
體
二
被
爲
入
候 

故
各
別
御
障
り
も
被
為
成
間
敷
と
宀
奉
存
候
へ
共
今
夕
は
寒
氣
も
强
候 

故
御
半
口
浴
而
已
願
度
匕晶

中

守
兵
三
郞
へ
申
述
ル
ヽ

十

七

日

晴

ー
、
御
定
式
如
例
弘
玄
院
磐
安
洪
庵
仙
貞
御
機
嫌
之
旨
謁
藤
左
衞
門

一
、
當

コ
 

竹

內

渭

川

院

四

一
 

、
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科

學

一

史

硏

究 

第

六

號

ー
、
五
ッ
時
に
供
揃
紅
葉
山 

御
宮 

御
參
詣
五
ッ
半 

還
御 

御
機
嫌 

之
旨
養
春
院
へ
達
ス

ー
、
九
ッ
前
渭
川
院
出
營•

ー
、
九
ッ
過
退
出

一
、
昨
十
六
日
竹
內
下
野
守
松
平
石
見
守
京
極
能
登
守
三
人/

左
之
書
附 

添
へ
醫
學
所
へ
キ
ュ
ン
ス
ト
レ
イ
キ
ー
箱
差
越
ス
よ
し

ア

西
洋
醫
學
所 

竹

內

下

野

守
 

一 

頭
取
衆 

松

平

石

見

守
 

\

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

京

極

能

登

守
_
_
_

一
式

一
式

五

通
- 

右
は
其
儘
役
所
ニ
引
渡
組
立
方
之
儀
支
配
反
譯
方
箕
作
秋
坪 

沱
御
引
合
候
上
其
段
早
々
御
申
上
可
有
之
候
旨
周
防
守
殿
丹 

波
守
殿
御
下
知
ニ
付
右
及
御
達
候

亥
正
月

一
、ー

紙

・

製

人
•

體 

ー
、
男
•

陰

•

部 

ー
、
女 

陰 

部 

ー
、
胎

・

兒

之

形
 

ー
、
眼 

之 

形 

ー
、
女
子
陰
部
之□

具

右
取
引
箕
作
秋
坪
立
合
醫
學
所
二
て
一
覽
ス

十
八
日

・
四
二

ー
、
當

番

十
九
日 

ー
、
當

番

廿
日

ー
、
當

番
 

廿
一
日 

ー
、
當

番

伊 

東 

貫 

齋

伊

東

長

春

院

戶

塚

靜

春

院

林 

洞 

海

ー、、
御
擧
之B

可
被
下
旨
頭
取/

達
有
之
正
四
ッ
時
登
城
御
小
姓
御
納
戶

同
僚
御
鷹
匠
頭
奧
御
儒
者
御
坊
主
頭
一
同
於
御
休
息
御
酒
御
吸
物
頂 

戴
被
仰
付

ー\

・午
後
醫
學
所
發
會

廿

二

日

曇

午

後

雨

ー
、
當

番
 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、
向

番
 

井 

上 

玄 

皤 

ー
、
御
供
之
面
々
御
用
召
二
而
四
ッ
時
出
仕

・御
上
洛
御
供
い
た
し
候
ニ
付
御
會
被
下

諸
事
儉
約
相
守
可
申
旨
和
泉
守
殿
被
仰
渡
但
し
銀
百
貳
十
枚
ッ
ッ
被
下 

ー
、
若
年
寄 

有

馬

遠

江

守

殿
 

右
被
仰
付
候
旨
頭
取
淡
路
守
達
し
及
囘
狀
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一'

今
晝
石
川
玄
貞
松
本
良
順
兩
人
出
立
春
岳
殿
同
船
順
動
丸
乘
組
上
京 

右
御
屈
書
御
用
掛
へ
越
中
守

ヲ
以
テ
差
出
泊
方
頭
取
御
膳
番
泛
洪
庵d

 

屆

ク
但
し
農
順
分
ハ
良
甫
ぷ
差
出
ス

ー
、
川
島
宗
端
家
族
召
連
今
朝
陸
路
出
立
右
御

屆

八
良
甫
ぷ
良
順
同
樣
差 

出
ス

ー
、
明
後
廿
13
日

芝

惣

御

靈

屋
御
參
詣
之
旨
頭
取
淡
路
守
達
し
兩
御
匙 

へ
及
文
通

廿

三

日

雨

ー
、
當

番
 

竹

內

謂

川

院
 

一
、
御
定
式
如
例
三
伯
玄
皤
洪
庵
仙
貞
伯
元
謁
藤
左
衞
門 

ー
、
御
上
洛
御
供
之
面
々
昨
日
拜
領
金
之
御
禮
御
目
見
之
爲
メ
四
ッ
時
揃 

ヒ
不
殘
出
仕 

- 

ー
、
四
ッ
過
渭
川
交
代
御
廣
式
へ
囘
り
靜
春
院
御
調
合
立
會
九
ッ
時
退
出

廿
四
日

ー
、
當

番
 

伊 

東 

貫 

齋 

ー
、
七
ツ
時
御
廣
式
は
出
仕
部
屋
二
而
除□

料
金
五
十
兩
永
春
院/

受
取 

部
屋
付
へ
ー
朱
心
附
と
し
て
遣
ス

廿
五
日

.
一
、
當

番
 

伊

東

長

春

院

 

然

ル
處
晝
後
同
人
宅
召

ニ
付
俄

二
繰
上
ケ
戶
塚
靜
春
院
相
勤
厶 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

ー
、
同
人
歸
宅
後
洪
庵
名
代
被
相
賴
諏
訪
因
幡
守
殿
御
宅
12
罷
出 

若
年
寄
衆
列
坐
御
目
付
松
本
幸
次
郞
川
村
順

」
郞
立
合
左
之
通
被 

仰
渡

/ 

停

東

長

春

院

 

思
召
在
之
奧

醫

師

御

免

・
小
普
請
入
差
控
被
仰
付 

右
恐
入
之
御
受
も
相
勤
四
ヅ
比
歸
宅
同
人
危
申
付
ル
ー

廿
六
日

二

當

番
 

林 

洞 

海 

ー
、
早
朝
出
營
昨
夜
被
仰
何
候
旨
頭
取
越
中
守
记
屆

ク
貫
齋
よ
り
賴-

一
而 

同
人
差
控
伺
書
同
人
沱
差
出
晝
後
不
及
其
義
旨
越
中
守/

當
番
力
達
し 

有
之
候
よ
し 

-

廿
七
日

ー
、
當

番
 

緖 

方
•

洪 

庵 

ー
、
四

ツ
時
前
出
仕
洞
海
と
交
代

ー
、
兵
賦
屯
所
奉
行
大
關
肥
後
守
營

中

ニ
於
て
面
會
醫
學
所
書
生
之
內
可 

然
も
の
兩

三
人
右
屯
所
へ
出
勤
賴
度
段
賴
出
ル
篤
と
相
談
之
上
可
及
御 

答
旨
申
置

ー
、
明
後
廿
九
日
五
ッ
時
御
供
揃
工
て
上
野
文
恭
院
第

靈

屋
 

御
參
詣 

三
天
門
通
惣

御

靈

屋

だ

御
參
詣

還

御

懸

ヶ

御

裝

朿
所
沦
御
立
寄 

・
之
旨
大
和
守
達
之
其
旨
兩
法
印
沱
及
文
通

四
三
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科

學

史

・

硏

究 

第

六

號

廿

入

日

晴

一
、
御
定
式
如
例
三
伯
ト
仙
洪
庵
玄
昌
道
安
謁
源
右
衞
門 

ー
、
當

番
 

竹
內
渭
川
院
替
り

林 

洞 

海

廿
九
日

ー
、
今
朝
上W

御
成
御
先
番
玄
皤
洪
庵
祐
益
罷
出
候
處
御
不
例
ニ
付
五 

半

比-
一
至
リ
俄
ー
一
御
延
引
之
旨
達
し
來
り
退
出
ス 

ー
、
當

番
 

伊 

東
,

貫 

齋 

ー
、
九
ッ
時
出
營
林
竹
內
兩
人
面
會
步
兵
所
醫
師
之
事
示
談 

二
月
朔
日

ー
、
當

番
 

戶

塚

靜

春

院

二
日

洞
海
返
番

ー
、
當

番
 

竹

内

渭

川

院

一

三

日

晴

ー
、
當

番
 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、

五
ッ
時
出
宅
北
角
へ
立
寄
直
に
出
營
渭
川
院
と
交
代
廿
九
日
已
來
未 

タ
御
床
中
被
爲
在
今
朝/

少
々
御
差
重
リ
被
遊
候
旨
也

四
四

一・
ヽ
御
道
中
御
用
意
藥
御
先
キ
ニ
囘
リ
候
分
御
調
合
三
郞
兵
衞
洪
庵
立
合 

丸
散
花
劑
數
十
種
調
合

ー
、
御
不
例
ニ
付
渭
川
院
夕
方
迄
詰
居

一
寸
退
出
夜
五
ッ
時
又
出
營
泊
ル

四

日

晴

ー
、
御
床
出
御
診
渭
川
院
快
庵
洪
庵
御
容
體
昨
日
御
同
樣
御
脈
少
緊
數
御

墮
等
多
ク
被
爲
在
備
中
守
一
ニ
郞
兵
衞
二
謁
ス

ー
、
御
定
式
如
例
渭
川
院
三
伯
快
庵
洪
庵
雄
伯
祐
益
奧
詰
昌
碩
七
人
備
中 

守
兵
三
郞
二
謁
ス

ー
、
九
ッ
時
交
代
御
廣
式
た
囘
り
退
出

當

番
 

竹

內

渭

川

院

五
日

ー
、
當

番
 

伊 

東 

貫 

齋

六
日

ー
、
當

番

七
日

ー
、
當

番

戶

塚

靜

春

院

林

洞 

海

A
H
-

洪
庵
桁
不
快
ニ
付
替
番
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ー
、
當

番
 

・

戶

塚

靜

春

院

 

九
日

洪
庵
引

込

ニ
付
繰
上
ケ 

ー
、
當

番
 

伊 

東 

貫

・
齋

十
日

ー
、
當

番
 

戶

塚

靜

春

院

 

,

御
上
洛
俄
二
十
三
日
御
治
定
二
相
成
二
付
洞
海
當
番
之
筈
處
靜
春
院
賴 

合
と
相
成

十

一

日

晴

ー
、
洪
庵
未
夕
不
快
ナ
レ
圧
御
發
駕
近
日
二
相
成
同
僚
手
支
之
よ
し
申
來 

り
不
得
已
押
而
出8

*

番
相
勤

ム
但
シ
正
四
ツ
時
出
營
御
用
掛
泊
り
前 

頭
取
御
膳
番
へ
屆
小
札
差

出

ス

一
、
大
關
肥
後
守
面
會
醫
師
之
事
談
ス

ー
、
諷
訪
因
楼
守
殿
診
察
被
相
賴
花
集
五
帖
差
上
ル 

ー
、
北
角
十
郞
兵
衞
醫
學
所
御
門
番
其
外
增
人
之
願
書
差
出
ス 

ー
、
九
ッ
半
比
表/

賴
二
參
リ
御
目
付
松
平
中
二
郞
同
道
罷
越
候
處
坪
內 

源
二
郞
痙
攣
を
發
し
卒
倒
御
番
醫
何
某
熊
胆
相
用
已
二
小
々
省
覺

二
趣 

く
故
右
箸
師
二
托
し
置

一
ゝ
御
匙
並
被
仰
付 

伊 

藤 

貫 

齋 

ー
、
御
上
洛
御
供
申
奧
醫
師

•

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

同
樣
相
心
得
可
勤
旨
被
仰
付 

松 

本

•

良 

甫 

ー
、
御
廣
式/

呼

二
來
り
參
候
處
落
下
風
病
人
之
よ
し
故
早
咲
罷
歸
り
幸 

伯
元
出
仕
之
事

二

曹

人

賴
遣
ス

ー
、
相

番

・
 

半

井

ト

 

仙 

右
出
仕
之
上
之
通
觸
ニ
て
御
留
守
中
同
僚
粵

伺
書
伺
之
通
相
濟
候
事 

並
明
後
十
三
日 

御
發
駕
ニ
付
同
僚
一
同
タ
七
ッ
時
迄 

御
城
へ
可
罷 

•
出
旨
達
し
囘
狀
差
出
ス

十
二
日

ー
、
御
定
式
如
例
渭
川
院
ト
仙
洪
庵
仙
貞

益
•
御
順
快
之
旨
壹
岐
守
藤
左 

衞
門
二
謁
し
御
膳
詰
後
源
右
衞

門

二
謁
ス

ー
、
當

番
 

戶

塚

靜

春

院
 

ー
、
九

ッ
時
過
退
出
一
應
歸
宅
之
處
惡
寒
甚
敷
不
得
已
平
臥
以
手
紙
御
斷 

靜
春
院
沱
申
遣
ス

ー
、
今
十
二
日
晚
七
ッ
半
迄

二
御
供
二
參
る
面
々
御
城
二
出
仕
可
致
居
よ 

し
前
日
頭
取
申
達
し
有
之
候
處
右
之
仕
合
不
得
已
御
斷
申
上
候
な
り 

十
三
日

ー
、
今

朝

益

御

機

嫌

能

御
發
駕
相
濟

ー
、
御
留
守
御
表
御
呑
無
之
御
醫
師
部
屋
メ
切
り
と
相
成
ル

十
七
日

四
五
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ヽ

科 

學 

史 

硏 

究

古 小＜ま 織 永 伊

種 
痘 
役 岩 杉 程 美 平 坂

鑑 
定 
役 伊 上 杉 松 大 上

診・
察
役

ヽ
第

六

田 嶋:藤 田 田 東 井 田 田
濃

野 東 坂 田 木 熊 領
號

IS 俊;玄 硏 玄 元 杏 玄

部

浩
元

上

池
玄 良 宗 玄 良 玄

齋 禎 昌 齋 見 郁 敬 齋 悅 庵 敬 院 民 庵 端 岱 達 碩

,金!

世 

百

/知

小

林

玄

1

柳

見

宮 

內 

潤

ゝ

溝

ロ

聖

益

城

良

芳

木

元

西 坂

民

部

士

田

元

1
四

同 仙 亭 民 甫 春 哲 卿 舜
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ー
、
御
軍
制
懸
り
塚
原
次
郞
左
衞
門
へ
面
會
步
兵
屯
所
醫
師
之
事
聞
合
候 

處
早
々
御
支
配
へ
申
出
吳
候
樣
願
出
ル

ー
、
右
二
付
翌
廿
四
日
左
之
七
人
書
面
二
認
北
角
を
以
て
玄
蕃
頭
殿
沦
差 

出
ス

戶 

塚 

靜 

甫 

千 

村 

禮 

庵 

宮 

內 

潤 

亭 

手 

塚 

良 

庵 

手 

塚 

良 

仙 

伊 

藤 

玄 

晁 

程 

田 

玄 

悅

廿
八
日

ー
、
天

璋

院

瘠

診

日

エ

付

出

營

ー
、
前
夜
頭
取
鹽
谷
豐
後
守/

申
達
之
事
有
之
候
ニ
付
四
ッ
時

迄

二
可
罷 

出
旨
申
來

ル
早
ク
出
營
頭
取
部
屋
へ
出
ル
處
大
槻
玄
俊
屋
敷
替
願
面
願 

之
通
リ
被
仰
付
旨
御
書
付
丹
波
守
殿
御
渡
之
旨
下
野
守
殿
被
渡
候
由
豐 

後
守
達
ス
卽
刻
承
リ
ロ
し
て
返
上
夜
分
歸
宅
之
上
俗
事
役
沦
申
付
大
槻 

へ
達
ス

三
月
三
日

ー
、
五

ッ
半
出
營
天

璋

院

痛

診

直

醫
師
一
同
沱
御
雛
拜
貝
被
仰
付 

御
診
之
も
の
へ
は
御
前
に
於
て
御
菓
子
貳
盛
御

料

理

一
番
被
下
又
別

二

緒
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

ー
御
殿
噺
御
殿
共
御
雛
拜
見
し
御
菓
子
一
包
ッ

、
一
同
沱
被
下
又
別

二 

御
肴
被
下
一
同
配
分
二
相
成

ー
、
土
領
玄
碩
へ
坂
上
池
院
兩
人
長
崎
傳
習
願
書
北
角
ヲ
以
て
丹
波
守
殿 

ね
差
出
ス

同
ハ
日

ー
、
天
璋
院
御
診
日
エ
付
出
營
九
ッ
過
退
出

同
十
一
日

ー
、
公
方
樣
去
ル
四
日
御
京
着
ニ
付
今
日
泊
方
御
側
衆
御
部
屋
江
恐
悅
能 

出

ル.

一,ヽ

奧
御
祐
筆
神
原
重
五
郞/

步
兵
屯
所
醫
師
之
事
醫
學
所/

之
達
二
而 

不
都
合
之
旨
工
付
上/

夫
々
主
人
へ
御
達
し
相
成
趣
相
達
ス

同
十
二
日

ー
、
先
達
而
差
出
置
候
敎
授
職
坪
井
信
良
事
左
之
御
書
付
下
ル

願
之
通
松
平
越
前
守
家
來
记
相
達
候
間
可
被
得
其
意
候
事

步
兵
屯
所
醫
師
之
方
左
之
御
書
付
出
ル

・ 

千 

村 

禮 

庵

•

戶

塚

靜

甫 

程 

田 

玄 

悅 

手 

塚 

良 

齋 

伊 

東 

玄 

晁

四
七
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號

宮

，

內 

潤 

亭 

右
步
兵
屯
所
出
役
申
渡
候
出
役
中
御
手
當
扶
持
拾
五
人
扶
持
宛
被
下 

候
間
可
被
得
其
意
候
事

但
し
手
塚
良
仙
事
ハ
此
節
京
洛
主
人
之
供
い
た
し
罷
登
居
候
事
故
歸
府 

之
上
其
段
可
申
聞
匕
最
仰
渡

同
十
三
日

一'

天
璋
院

裁

診

日

ニ

付

出

營 

ー
、
御
表
二
立
寄
北
角
左
之
書
類
相
渡
ス 

步
兵
屯
所
醫
師
名
前
書
附
返
上 

坪
井
信
戾
敎
授
職
願
書
返
上 

御
勘
定
所
醫
學
所
唱
替
斷
書 

步
兵
屯
所
醫
師
御
不
足
十
六
四
人
御
役
立
候
も
の
有
之
書
付

四
ハ

加
減
解
肌
發
表
飮

本
方
一
一
消
石
ヲ
加
へ
或
ハ
覇
王
ヲ
加
へ
或
ハ*

香
縮
砂
ヲ
加
フ
ル 

等
降
氣
淸
凉
飮
，

茅

根

甘

草

淸
氣
飮

蘇

葉

甘

，
草

健
胃
消
食
飮

香

附

-

白

朮

加
減
健
胃
消
食
飮 大

麥

布
里
兒

加
密
列

酒

石

香

附

芍

尊

縮

砂

茴

香

蘇

葉

«

香

桂

縮

砂

茅

根

茅

根
但

布
里
兒

布 
里 
兒

加
密
就

蘇

葉
•-

消 葵
，伊 安 中 野

石 花 東 井 村 中

甘 甘 玄 良 '靜 玄

艸 艸
民 達 壽 英

甘

草

伏

苓

和 
腸 
飮

甘

草

降 
薄一氣

飮 
苛

又 
方 茴

香

蘇

葉

麥 甘

門 香 草 香

桂 縮

砂 苛

白 白 縮

无 朮 砂

木 白

香 香 朮
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甘
草
末

菲阿壯 
沃丁神 
私丸丸

旃 
那

甘・

草香

薄

» 丁

暑子

!甘

批 
把 
葉

9

消 
暑 
飮

甘

草

薩

爾

布 
里 
兒

3茴

W香

8白

布
里
兒

薩

甘沙

草列

・茯

適 
宜

画
甘
草

« 苛 艸 香 朮 爾 苓

木 •酒 薄 奇 甘 茅 薩
*

香' ・石 苛 糧 草 根 護

1 益 蘇 桂 茅 7 葵 桂

智 葉 根 花

茴 木 縮 白

朮 

右
丸
ト
シ
金
箔
ヲ
衣
ト
ス

利
腸
丸

牛

膽

一

錢
 

大

黃

三

錢
 

甘

草

五

分

砂 

右
丸
ト
ジ
金
箔
ヲ
衣
ト
ス

疎
滌
丸

石

鹼

一

錢 

大

黃

四

錢 

覇

王

六

錢 

中

胆

一

錢 

右
丸
ト
シ
甘
草
末
ヲ
衣
ト
ス

王 

止

痛

丸

齒

藥

ヶ

レ

オ

ソ

ト

二

十

五

滴
 

阿

芙

蓉

一
刃 

甘

草

膏

適

宜

香 

右
二
十
丸
ト
ス

加
減
健
胃
丸 

數
方
ア
リ
戍
十
二
月
製
左'7

如
シ 

健
質
越
幾
斯
五
錢 

牛

胆

五

錢 

香 

葛
斯
加
里
越
幾
斯
六
錢 

健
質
末
六
錢

右

丸

ト

ス

六

十

日

分

幾
那
鹽
入
加
減
健
胃
丸

健
質
越
幾
斯
六
錢 

牛
一
胆
三
錢

葛
斯
加
里
越
幾
斯
六
餞 

幾
那

鹽

六

錢

右
丸
ト
シ
百
二
十
包
二
分
ッ

解
毒
丸

大

黃

十

皱 

覇

王

十

盂
 

甘

草

ニ

錢 

右
丸
ト
シ
辰
砂
ヲ
衣
ト
ろ
一
包
ハ
分

四
九
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號

排
毒
補
中
丸

幾
那
鹽

三
錢 

金
硫
黃
一
餞 

龍

腦

六
分 

健
質
越
幾
斯 

六
錢 

葛
斯
加
里
越
幾
斯 

六
錢 

右

丸

ト

ス

六

十

日

分 

曹

露

水
 

薄
苛

水

四

錢 

桂

水

一
錢 

右
調
和
冷
水
二
和
シ
御
用
ヒ

護
蓬
散 

護

謨

六

分 

蓬

砂

ー

錢 

沙
糖

一

錢 

右
分
テ
五
包
ト
ス 

• 

麻
倔
涅
散 

鎭
痙
散 

護
謨
散 

淸
凉
飮 

酒
石
酸
一
刃 

婀

姑

石

二

刃 

糖

二

錢 

水

四

ち
 

W" 

V

御
藥
部
屋
心
得
方 

長
春
院
法
印
差
圖 

〇
御

風

邪

御

用

意-

解
肌
發
表
飮 

茅
根 

布
里
兒 

蘇
葉 

葵
花 

甘
草

〇
御
逆
上
御
頭
痛
御M

血
等
御
用
意

五
〇

輕
症
ノ
時
ハ

鎭

痙

散

ー

包

冷
水
ニ
テ
上
ル
御
用
方
御
藥
り
方
坊
主
心
得
居
ル

重
キ
時
ハ

降
氣
淸
凉
飮

茅
根 

大
麥 

布
里
兒

加

密
列 

酒
石 

甘
草 

右
例
ノ
水
量
水
七
勺
入
四
勺
二
テ
煎
シ
差
上
ケ
又
鎭
痙
散
モ
前
後
御
都 

合
次
第
差
上
ル
但
シ
冷

水

ニ
テ
上
ル

〇
尋
常
御
下
利
ノ
御
用
意

包
攝
和
腸
飮

沙
列
布 

茯

苓

・
薩
護 

桂
枝 

白
朮 

甘
草

〇
格
列
剌
樣
ノ
水
樣
暴

潟

ノ
時

二

ハ

奇
效
水

剌

宇

達

更

一

十
滴

福
弗

滿

六

十
谪

薄

苛

油

二

滴

右
調
勻
振
蕩
シ
御
藥
部

屋

ノ
瓶
棚
二
上
ケ
オ
ク
此
合
劑
四
十
五
滴
中 

剌
宇
達
三
十
滴
ヲ
含
厶
故
ニ
ー
度

二
四
十
五
滴
冷

水-
一
三
勺

二
和
シ 

差
上
ケ
續
ヒ
テ
水
二
勺
計

リ

ッ

、
猪

口

ニ
テ
ニ
盃
モ
上
ル
但
シ
御
下 

利
ノ
緩
急
多
少
二
隨
ヒ
奇
效
水
ノ
分
量
ヲ
增
減
シ
度
數

モ
之
レ
ニ
準 

ス

ヘ

シ

，

調
利
水

剌
宇
達
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福
弗
滿

幾

那

鹽

各
二
分
五
厘

薄

苛

油

二
滴
半

水

二

十

四

餞

,

右
用
ヰ
ル
每
二
振
蕩
シ
ー
度
二
四
錢
ツ
、
四
分
時
每
二
用
ヰ
下
利
止 

ム
ヲ
度
ト
シ
テ
後
服
ヲ
停
厶 

此
方
ハ
衰
弱
强
ク
手
足
微
冷
ス
ル
者
二
用
ユ 

是
モ
御
藥
部
屋
瓶
棚
ニ
ア
リ
・
 

〇
萬
々
ー
暴
潟
樣
ノ
下
利
被
爲
在
候
八
、
長
春
院
玄
同
ノ
內

一
人
登
城 

迄
ノ
間
八
兩
水
劑
ノ
內
共
宜
キ
ヲ
撰
ミ
差
上
ケ
芥
子
御
脚
湯
芥
子
泥 

等
ヲ
外
用
シ
和
腸
飮
ヲ
上
ケ
置
キ
候
事
沙
列
布
煎
モ
其
症
狀
二
隨
ヒ 

差
上
候
事
是
モ
ー
包
三
分
ツ
、
ノ
者
三
包
黑
塗
ノ
御
藥
箱
坊
主
心
得
ノ 

重
ナ
リ
中
二
在
リ
片
時
モ
怠
リ
ナ
ク
手
後
レ
ナ
キ
ャ
ウ
御
心
得
ノ
事 

〇
御
心
下
痞
御
惡
心
ノ
時
二
ハ

酸
敗
液
ト
診
セ
ハ

1
薄
苛
入
麻
倔
涅
酸

三
刀
ニ
ニ
包
ツ
、
附
ヶ
水
ヲ
添
へ
上
ル
御
藥
リ
方
坊
主
心
御
居
ル

阿
丁
丸

一
包
御
上
り
冷
水
尤
モ
前
症
ノ
輕
キ
時
二 

〇
御
胃
痛
ノ
輕
症
折
ニ
奉
診
候
事
有
之
其
時
モ
前
同
樣
也
御
煎
湯
ノ
御 

好
ミ
被
爲
在
候
節
ハ
左
方
ヲ
上
ル 

健
胃
消
食
飮 

・
 

香
附
子 

蘇
葉 

藉
香 

桂
枝 

縮
砂 

白
朮

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方)

甘
草 

右
水
律
煎
法

前

二
同
シ 

〇
御
齒
痛
之
時

ハ

鎭
痙
酸

右
ハ
御
齒
御
用
ト
申
書
記
有
之
候
折
紙
包
ノ
鎭
痙
散
ア
リ
之

ヲ
三
方 

ニ
ノ
セ
付
ヶ
御
膳
番
同

道

ニ
テ
御
前
沱
出
テ
柳
ベ
ラ
ニ
タ
ツ
ブ
リ
入 

レ
御
齒
ノ
穴
中
二
程
能

ク
入
レ
暫
ク
御
含
ミ
被 

遊
微
溫
湯
ニ
テ
御 

ウガ

ヒ
被
遊
御
吐
キ
出
シ
被
遊
候
上
又
々
御
沙
汰
ニ
テ
度
©

付
ヶ
差 

上
ル
但
シ
三
度
位

ニ
テ
宜
シ 

右.
一一
テ
痛
止
ミ
不
申
候
時
ハ
止
痛
丸
ト
申
ス-
ケ
レ
オ
ソ
ッ
ト
ノ 

此
位
ノ
丸
子
ア
リ
之
ヲ
ウ
ロ
ノ
中
ー
一
入
レ
痛
ミ
止

ム
マ
デ
入
レ
オ
キ 

痛
止
テ
後
ソ
ッ
ト
取

リ
除

キ
出
シ
ウ
ガ
ヒ
ヲ
能
く
上
lr
事

・
 

〇
御
大
便
御
不
通
ニ
付
御
通
藥
ヲ
差
上
候
樣
與
被
仰
出
候
節
は 

梅
那
飮 

・

梅
那

葉

一

錢 

甘
草 

右
ザ
ッ
ト
煎
じ
暫
ク
浸

シ
漉

シ
テ
頓
腹 

是

モ
御
藥
り
方
坊
主
心
得
候 

〇
御
外
用 

• 

〇
御
瞑
病
ハ
土
生
玄
昌/
 

金
公
水 

• 

ト
申

ス
鉛
糖
水
上
り
居
候
大
槪
八
其
點
眼
水
宜
キ
旨
御
膳
番
へ
申
入

ル\

〇
御
口
中
ノ
事

ハ
本
康
宗
達
ヨ
リ
御
藥
上
ル
併
シ
夫
レ
迄

二
モ
何

ソ
ト

五
一
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
• 

御
沙
汰
ア
レ
ハ
御
痛
所
ナ
レ
バ

護
蓬
散

ト
申
ス
護
謨 

蓬
砂 

沙
糖

ノ
御

藥

ア
リ
是
モ
御
藥
部
屋
ニ
ア
リ
坊 

主
心
得
ヲ
り
候

C

御
關
節
痛
挤

ノ
類
僂
麻
質
斯
狀
ノ
御
痛
ナ
レ
ハ
龍
腦
酒
可
然
旨
ヲ
御 

膳
番
へ
申
入
レ
御
藥
部
屋
ニ
テ
上
ル
坊
主
心
得
居
候
筆
ト
猪
口
ヲ
付 

ケ
龍
腦
酒
ノ
瓶
ヲ
一
同
ニ
ノ
セ
筆

ニ
テ
塗
リ
指
二
テ
塗
擦
シ
上
” 

〇
虫
ザ
シ
ナ
レ
バ
ゴ
ウ
ラ
ル
ド
水

筆

ニ
テ
上
ル 

〇
摺
リ
厶
キ
共
外
小
創

ナ
レ
ハ
村
山
自
伯

ヨ
リ
上
ヶ
有
之
候
白
能
膏
大 

・
小
紙
ニ
ノ
バ
シ
有
之
候
之
ヲ
付
ヶ
差
上
ル 

〇
打
撲
ナ
レ
ハ
鉛
糖
水
ア
リ
之
ヲ
筆
ニ
テ
塗
リ
上
ル 

何
レ
モ
坊
主
萬
端
心
得
居
ル
ナ
リ
萬
事
坊

主

二
尋
候
事
肝
要
、ナ
リ
且 

ッ

ー
々
御
膳
番
た
申
出
同
道
ニ
テ
上
ル
ナ
リ 

右
文
久
二
年
閏
ハ
月
四
日
夜

當
直
所
ニ
テ
寫
ス 

ハ
月
十
五
日
淡
路
守/

伊
東
長
春
院
へ
被
達
候
趣
左
之
通 

蘭
科
二 

御
匙
被 

仰
付
候
上
ハ
蘭
科
御
醫
師
申
之
取
蠶

擧
之
儀. 

總
而
蘭
科
之
御
匙/

仕
り
ー
切
漢
科
之
御
匙
二
相
談

二
不
及 

公
方
舞

品
合
之
節
御
撩
用
方
御
食
御
養
生
御
攝
生
方
等
總
而
漢
家 

之
御

匙

二
不
相
泥
見
込
通
リ
申
上
候
樣
可
致
旨
丹
波
守
殿
被
仰
渡
之 

旨
淡
路
守/

長
春
院
へ
被
相
達
候
尤
御
成
御
供
其
外
御
身
邊
勤
向
仲 

間
一
統
之
廻
狀
等
之
儀
は
双
方
打
込
是
迄
之
通
可
相
心
得
其
外
蘭
科

五

二
- 

之
御
醫
師
中
身
分
之
進
退
向

キ
諸
進
達
事
等
ハ
蘭
科
二
而
可
仕
旨
被 

申
達
候
事

御
匙
ノ
儀
八
蘭
科
一
統
之
頭
二
被 

仰
付
候
儀
ニ
付
取

蘿

擧

等

ハ
 

別
殿
二
御
達
ハ
無
之
候
右
ニ
付
蘭
科
御
醫
師
之
內
不
調
法
等
有
之
候 

節
ハ
御
匙
之
落
度
二
相
成
候
ニ
付
兼
而
其
段
相
心
得
可
被
申
候
旨
淡 

路
守
達
之 

文
久
二
年
戍
十
序
御
目
附/

達
之
寫 

御
醫
師
右
服
—
德
之
儀
向
後
法
印
は
ひ
だ
入
十
德
紫
打
紐
法
眼
は
同 

斷
白
打
紐
無
官
之
者

八
，ひ
だ
無
之
十
德
く
け
紐
相
用
候
樣
可
被
致
候

十
月

英
船
渡
來
ニ
付
家
族
立
退
場
願
書 

武
州
府
中
驛 

六
所
明
神
禰
宜

由

緖
 

織

田

兵

部

，
 

右
ハ
今
般
被 

仰
出
候
趣
も

御
坐
候
處
私
儀
御
藏
米
取
に
て 

御
坐
候
間
一
類
共
相
談
之
上
右
織
田
兵
部
方
ね
私
家
族
共
時 

宜
二
寄
當
分
ノ
內
差
遣
置
申
度
此
段
奉
願
候 

奧
御
醫
師緖

方

洪

庵
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右
書
付
ハ
三
月
廿
八
日
頭
取
越
中
守
佗
差
出
ス 

翌
廿
九
日
因
幡
守
殿
御
渡
之
旨
加
賀
守
殿
被
渡
候
よ
し
頭
取
豐
後
守

具

注

曆

斷

簡
(

第
三
號
所
載)

頁 

段 

三
九 

。

上 

四
一 

上 

四
四 

上

五
一 

上

五
二 

上 

五
二 

下

行

五 五 五
四 三 —.

上 上 下

相
渡
ス

可
爲
願
之
通
候
事

正 

誤 

表

第
五
表
右
よ
り
三
行
目

六
行 

末
行

十
一
行

第
十
一
表
右
よ
啰

一
行
目

三
行

正

_ 
_ 
_ 

こ
れ
に
は 

日
月
合 

あ
っ
て
、

208

19

大
暑

1152
75
98

1221

巽

ハ

日

庚

辛

誤一
 
+
 

一
 

こ
れ
は 

日
月
食 

あ
る
か 

20
一
19 

小
暑

二
〇
四•

一
日

52
75
98
一

八
日
庚
辛

六〇

 

上 

二
行 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』
(

緖
方
レ

十八三 
行行行

五 
九

五
八
耳 
八

五
七

下 下 上 上

行
六 
行

隔
っ
た
年

天
福
四
年

天
一
)®㈣

年

た
か
或
は

こ
の
內

五
三

隔
っ
た
事 

天
福
」二
年 

天
福
三
年 

た
或
は 

こ
の
丙
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號

旧
中
館
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
が
科
舉
を
偲
ぶ

-
-

昭

和

十

八

年

四

月

十

七

日

於

大

東

亞

會

館
-
-

五
四

桑
木 

先
生
は
今
年
ハ
十
八
歲
、
米
壽
に
お
な
り
に
な
ら
れ
ま
し.
た
。
そ 

の
お
祝
と
い
ふ
こ
と
は
先
生
は
全
く
お
斷
り
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
、 

今
日
は
長
い
先
生
の
ヽ

こ
の
過
去
に
つ
い
て
、
先
生
の
過
去
は
一
篇
の 

科
學
史
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
お
話
を
承
り
た
い
と
こ

 ゝ

に
會
を
催
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
御
傳
記
が
今
囘

二
通
り
現 

は
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
小
野
澄
之
助
博
士
の
書
か
れ
た
も
の
で
、

こ
れ 

は
旣
に
出
版
に
な
り
、
『
日
本
の
科
學
者
』
と
い
ふ
叢
書
の
中
に
在
り
ま 

す
。
も

一
つ
は
旣
に
新
聞
の
豫
吿
に
出
て
あ
り
ま
す
が
、
中
村
淸
二
先 

生
の
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
何
れ
こ
の
二
册
は
皆
さ
ん 

が
御
覽
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、

こ•
ゝ
に
先
生
の
お
話
に
な
る
前
置
き
を 

申
上
げ
る
こ
と
な
ど
は
不
必
要
と
存
じ
ま
す
が
、

シ
テ
の
出
る
前
の
間 

狂
言
と
し
て
簡
單
に
僭
越
な
が
ら
先
生
の
略
傳
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
生
の
お
生
れ
は
安
政
三
年
、
皇
紀
二
五
一
六
年
、
西
曆
で
一
八
五 

六
年
で
あ
り
ま
す
。

一
八
五
六
年
と
申
し
ま
す
と
、

い
ま
生
存
の
物
理 

學
者
中
の
長
老
プ
ラ
ン
ク
が
一
入
五
九
年
生
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
プ

ラ
ン
ク
は
先
生
よ
り
三
歲
の
弟
で
あ
り
ま
すC

先
生
は
岩
手
縣
、
昔
の 

南
部
藩
の
福
岡
と
い
ふ
所
の
お
生
れ
で
す
。
さ
う
し
て
明
治
の
初
め
に 

東
京
へ
出
ら
れ
ま
し
て
、
東
京
大
學
を
明
治
十
五
年
に
御
卒
業
に
な
ら 

れ
ま
し
た
。
そ
の
邊
の
こ
と
も
こ
れ
か
ら
お
伺
ひ
で
き
る
と
思,
ひ
ま 

す
が
、
大
學
は
明
治
十
年
か
ら
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
明
治
十
一
年 

に
寺
尾
先
生
そ
の
他
の
方
々
が
所
謂
フ
ラ
ン
ス
物
理
を
御
卒
業
に
な
り 

ま
し
た
。
先
生
は
そ
の
後
少
し
組
織
が
變

っ
て
か
ら
の
物
理
科
の
第
一 

囘
の
卒
業
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
分
に
は
ま
だ
外
國
人
が
東
京
大
學
の 

敎
師
と
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
日
本
と
し
て
幸
ひ 

な
こ
と
に
非
常
に
偉
い
若
い
先
生
が
拔
擢
さ
れ
て
來
て
ゐ
た
。
物
理
に 

は
ユ
ー
ヰ
ン
グ
と
い
ふ
人
が
來
て
、
硏
究
を
さ
れ
て
、
そ
の
硏
究
し
た 

現
象
に
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク•

ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
と
い
ふ
名
前
を
日
本
で
付 

け
て
發
表
さ
れ
た
。

こ
の
硏
究
に
は
田
中
館
先
生
、
藤
澤
先
生
等
が
、
 

當
時
の
學
生
で
、
そ
の
助
力
に
依
っ
て
ユ
ー
ヰ
ン
グ
の
硏
究
も
完
成
し 

ま

で

あ
り
、

ユ
ー
ヰ
ン
グ
も
そ
の
著
書
の
中
に
明
記
し
て
を
り
ま
す
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し
、
特
に
田
中
館
先
生
の
名
が
か
ゝ
げ

て
あ
り
、
先
生
と
ユ1

+

ン
グ 

と
の
關
係
は
ず
っ
と
後
ま
で
非
常
に
親
し
い
も
の
で
あ
っ
た
や
う
で
あ 

り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
後
先
生
は
外
國
に
留
學
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の

時

分

の

學

界- 

の
有
樣
は

『
東
洋
學
藝
雜
誌.
』
を
見
る
と
出
て
ゐ
ま
す
。
當
時
私
共
は 

非
常
な
憧
れ
の
念
を
持
づ
て
そ
れ
等
を
讀
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
雜 

報
の
中
に
、
田
中
館
愛
橘
君
が
今
度
外
國
に
行
か
れ
る:

こ
の
方
が
行 

か
れ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
日
本
の
榮
譽
を
外
國
に
輝
か
さ
れ
る
と
fe
り
ま
し 

た
。
ど
な
た
が
お
書
き
に
な
っ
た
か
、
當

時

の

『
東
洋
舉
藝
雜
誌
』
は 

理
科
大
學
の
機
關
雜
誌
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
や
う
で
す
。
と
に
か 

く
先
生
は
非
常
に
衆
望
を
擔
っ
て
外
國
に
留
學
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し 

た
。
さ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
でH

1

ド
•

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
に
就
か
れ
た
。
先 

生
は
洵
に
お
仕
合
せ
な
方
で
明
治
維
新
と
い
大
變
動
の
時
代
を
體
驗
せ 

ら
れ
て
、
外
國
に
行
っ
て
は
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
・
卿
と
い
ふ
十
九
世
紀
の
最
大 

と
い
ふ
物
理
學
者
に
就
い
て
ず
っ
と
硏
究
を
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
こ 

と
も
こ
れ
ら
先
き
伺
へ■
る
と
思
ひ
ま
す
が
、

ケ
ル
ゲ
イ
ン
の
弟
子
に
は 

い

有

名

な

人

も
あ
っ
た
や
う
で
す
が
、
ど
う
も
そ
の
衣
鉢
を
っ 

い
だ
と
い
ふ
や
う
な
人
は
先
生
を
お
い
て
外
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い 

か
と
思
は
れ
ま
す
。

こ
れ
は
た̂

弟
子
の
晶
眞
ば
か
り
で
な
い
と
私
は 

何
だ
か
始
終
さ
う
思
っ
て
ゐ
る
。

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
は
や
は
り
非
常
に
若
い 

田
中
餡
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
・
が
科
學
を
偲
ぶ

時
か
ら
偉
く
、
年
を
と
る
ま
で
働
い
て
千
九
百
何
年
か
に
亡
く
な
ら
れ 

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に
何
か
ケ
ル
ヴ*

ン
の
記
念
の
會

がH  

ン
ド
ン
で
あ
っ
た
時
に
、

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
の
弟
子
と
じ
て
は
先
生
が
お
ー 

人
そ
こ
に
出
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
洵
に
イ
ギ
リ
久
人
等 

も
羡
ま
し
か
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
先
生
は
留
學
當
時
又
ド
イ
ツ 

に
於
て
は
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
に
も
お
會
ひ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
さ 

う
い
ふ
十
九
世
紀
の
活
潑
な
時
代
を
經
驗
し
て
日
本
に
お#

り
に
な
っ 

て
か
ら
は
非
常
に
後
進
の
た
め
に
盡
さ
れ
た
。
明
治
三
十
年
頃
か
ら
の 

こ
と
は
私
共
も
ま

ざ

と

覺

え

て

を

り

ま

す

が

、
先
生
の
前 

へ
出 

る
と
、
ま
だ
理
科
大
學
の
昔
の
建
物
で
先
生
に
fo
ち
こ
ち
導
か
れ
て
實 

驗
や
講
義
に
い
ろ
・̂

伺
っ
た
り
し
た
こ
と
を
昨
日
の
や
う
に
思
ひ
出 

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

先
生
の
講
義
が
中
々
分
ら
な
い
と
い
ふ
コ
匕
は
先
輩
か
ら
さ
ん̂

、 

聞
か
さ
れ
て
を
り
ま
し
て
、
私
も

一
生
懸
命
に
聽
い
て
を
り
ま
し
た
。 

先
生
は
そ
の
頃
三
年
生
に
對
し
て
電
氣
磁
氣
を
お

敎

へ
に
な
り
、

マ
ク 

ス
ウH

ル
の
書
物
を
蔘
考
書
に
與
へ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ド 

イ
ッ
で
は
固
よ
り
イ
ギ
リ
ス
で
も
マ
ク
ス
ウ=

ル
を
大
學
で
敎
へ
て
ゐ 

る
と
い
ふ
や
め
な
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
後
に
私
も 

外
國
へ
行
っ
て
知
り
ま
し
た
。
私
共
は
非
常
に
仕
合
せ
で
あ
り
ま
し
た
。 

先
生
が
外
國
に
行
か
れ
る
こ
と
は
或
時
代
に
は
殆
ど
每
年
で
し
た
。

五

五
:
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田

科

學

史

硏

究
 

第
.
六

號 

初
め
に
は
何
遍
目
と
い
ふ
こ
と
を
數
へ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
後
に
は
た
だ 

先
生
は
每
年
行
か
れ
る
と
皆
考
へ
て
ゐ
ま
し
た
。
外
國
人
も
同
樣
に
考 

へ
る
と
見
え
て
、
先
生
に
、
地
球
を
每
月
一
囘

一
周
り
す
る
衞
星
の
外 

に
、
毎
年
一
囘
づ
つ-

周
り
す
る
衞
星
が
お
る
と
云
は
れ
た
さ
う
で 

す
。
こ
の
頃
は
丁
度
そ
れ
が
休
み
の
機
會
の
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
今 

後
ま
た
先
生
が
地
球
を
周
ら
れ
る
機
會
が
來
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま 

す
。ま

こ
と
に
取
止
め
も
な
い
お
話
で
お
邪
魔
す
る
ば
か
り
で
恐
縮
で
あ 

り
ま
す
が
、
先
生
は
安
政
三
年
岩
手
縣
の
お
生
れ
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら 

明
治
十
五
年
に.
大
學
を
御
卒
業
に
な
っ
た
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
先
生
の 

お
話
を
伺
ふ
豫
備
知
識
に
申
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
蛇
足
ば
か
り
が
長
く 

な
り
ま
し
た
。(

拍
手)

中

館

ど
う
も
こ
ゝ
に
版
に
な
っ
た
證
據
物
品
を
出
さ
れ
た
や
う
な
わ 

け
で
す
な
あ
。
學
界
に
多
大
な
功
績
を
擧
げ
ら
れ
た
長
岡
博
士
、
佐
 々

木
博
士
、
池
野
博
士
等
の
間
に
は
さ
ま
れ
ま
し
て
、
全
く
汗
顏
に
堪
へ 

な
い
次
第
でf
e
!

す
。
先
頃
桑
木
君
初
め
中
村
君
な
ど
、
大
學
以
來 

親
し
く
し
た
方
々
か
ち
詰
問
に
與
っ
て
一
つ
一
つ
吐
出
さ
さ
れ
ま
し
た 

け
れ
ど
も
、
ま
だ
全
部
は
吐
出
す
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ 

で
何
か
明
治
初
年
の
大
學
の
樣
チ
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
そ

の

一
班
を

五
六 

と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
思
ひ
出
を
申
上
げ
ま
す
が
、
私
は
十 

五
歲
ま
で
は
漢
籍
、
和
籍
で
、

い
く
ら
か
詩
文
の
や
う
な
も
の
、
歌
の 

や
う
な
も
の
を
習
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
そ
の
當
時
の
形
勢
で
は
、
西 

洋
の
學
問
を
し
て
世
界
の
大
勢
を
見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
ふ
考
へ 

か
ら
、
十
七
歲
で
初
め
て
福
澤
先
生
の
慶
應
義a

に
入
っ
てA

B
C

を 

習
っ
た
。A

B
C

か
ら
指
で
突

つ
付
い
て
一
人
に
一
人
づ
つ
差
向
ひ
で 

習
っ
た
も
の
で
す
。.
フ
ラ
イF

ル*

リ
ー
ダ
ー
と
い
ふ
も
の
か
ら
習
っ 

て
行
っ
た
。
そ
の
讀
み
方
が
振
っ
て
ゐ
る
の
で
すC

福
澤
先
生
の
主
義 

は
、
發
音
な
ど
に
拘
泥
す
る
に
及
ぱ
な
い
、
何
で
も
か
ん.
で
も
早
く
西 

洋
の
書
物
の
意
味
が
分
っ
て
西
洋
の
事
情
を
早
く
知
る
が
い
ゝ
と
い
ふ 

の
で
す
。

こ
れ
も

一
つ
の
見
方
で
あ
り
ま
し
て
、
蓋
し
當
時
と
し
て
は 

達
見
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
單
語
の
初

め

にa
p
eA

猿)

、an
y

 

(

蟻)

と
繪
が
付
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を?

.
7

と
讀
ま
な
い
で 

ア

。.
へ
と
讀
ん
だ
。b

a

:

蝙
蝠
、b

o
y

丰

供

と

い

ふ
や
う
に
習
っ
た
。 

一
年
た
っ
と
字
引
を
引
張
っ
て
ど
う
や
ら
ア
ル
ジ=

ブ
ラ
や
ジ
=

オ
メ 

ト
リ
イ
を
讀
ん
で
、
議
論
の
正
確
な
こ
と
は
こ
れ
で
な
く
て
は
い
け
な 

い
と
思
ひ
ま
し
た
。

自
分
の
境
遇
な
ど
お
話
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慶
應
義
熟
は 

明
治
六
年
の
三
月
規
則
を
改
正
し
て
正
則
と
變
則
と
の
二
つ
に
し
た
。 

『
今
の
世
間
で
は
發
音
を
正
し
て
本
を
習
ふ
こ
と
を
正
則
と
言
っ
て
、
發
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音
に
構
は
ず
や
る
の
を
變
則
と
言
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
大
い
な
る
間
違 

ひ
で
あ
る
。
音
を
正
し
て
も
變
則
も
あ
れ
ば
、
音
を
正
さ
ず
し
て
も
正 

則
も
あ
る
。
何
を
か
正
則
と
言

ふ
か
と
い
へ
ば
、
敎
育
の
順
序
を
立
て 

て
、
地
理
、
歷
史
、
科

學

と

一
般
の
知
識
を
擴
め
て
、
然
る
上
に
專
門 

か
修
め
る
、

こ
れ
が
正
則
だC

變
則
は
そ
ん
な
順
序
な
ど
に
構

っ
て
を 

れ
な
い
。
と
に
か
く
い
味
西
洋
で
何
を
し
て
ゐ
る
か
知
り
た
い
。
早
速 

經
濟
書
だ
、の
新
聞
だ
の
讀
め
る
や.
う
に
な
っ
て
、
一
西
洋
で
は
ど
ん
な
こ 

と
を
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と.
を
覺
え
る
。
そ
れ

は

一
年
位
で
で

き 

る
。
そ
れ
が
變
則
で
あ
るJ

そ
れ
で
正
則
と
變
則
と
分
け
る
が
、
年
の 

い
っ
た
者
は
そ
ん
な
正
則
な
ど
を
し
て
ゐ
る
時
間
が
な
い
か
ら
變
則
を 

と
る
。
併
し
春
秋
に
富
め
る
靑
年
も
あ
る
か
ら
、
よ
<.
自
分
の
立
場
を 

考
へ
て
正
則
を
す
る
か
變.
則
を
す
る
か
申
出
ろ
」
と
來
た
の
で
、
私
も 

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
た
。
私
も
そ
の
時
は
十
七
歲
で
す
か
ら
最
早
成 

年
で
すC

(

昔
は
十
五
歲
が
成
年
で
兵
役
に
出
た
“
實
際
明
治
十
年
の
戰 

爭
の
時
な
ん
か
さ
う
い
ふ
者
が
西
軍
に
は
出
た
。'
併
し
考
へ
る
と
ど
う 

せ
後
れ
た
か
ら
、
な
あ
に
五
年
や
六
年
後
れ
て
も
構
は
な
い
、
他
人
が 

六
十
歲
で
樂
す
る
な
ら
こ
っ
ち
は
七
十
歲
ま
で
も
働
い
て
や
ら
う
、
と 

も
か
く
異
人
と
話
が
で
き
る
位
ま
で
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
か
ら
正
則 

を
や
ら
う
と
い
ふ
の
で
正
則
と
書
い
て
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
正
則
は
月 

謝
が
高
い
。•
今
な
ら
何
で
も
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
ゝ
そ
の
時
は
一
圓 

田
中
館
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
が
科
學
を
偲
ぶ

で
米
が
ニ
斗
買
へ
た
の
で
す
。

二
圓
出
す
と
石
油
を
供
給
し
て
ラ
ン
プ 

を®

け
て
部
屋
も
貸
し
て
三
度
の
飯
も
食
は
せ
た
。
だ
か
ら
三
圓
餘
り 

の
月
謝
を
取
ら
れ
て
は
と
て
も
や
り
切
れ
ぬ
。
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ 

て
考
へ
た
。
工
部
大
學
に
行
け
ば
官
費
で
す
べ
て
や
っ
て
吳
れ
る
。
着 

物
も
吳
れ
る7

さ
て
ど
う
か
と
思

っ
た
。
ま
だ
そ
の
時
の
が
あ
り
ま
す 

が
、
工
部
大
學
に
行
っ
て
規
則
を
貰
っ
て
來
た
。
見
る
と
燈
臺
を
造
る 

法
だ
、
電
線
を
張
る
法
だ
、
橋
を
架
け
る
法
だ

と

い
ふ
わ
け
で
、

こ
ん 

な
技
術
は
下
ら
な
い
。
身
を
修
め
國
を
治
め
天
下
を
平
ら
げ
る
の
に
こ 

れ
は
何
の
役
に
立
つ
か
。

こ
れ
は
技
術
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
も
餘
り
氣 

が
進
ま
ぬ
。
し
ま
す
と
、
外
國
語
學
校
は
月
謝
ツ
十
錢
で
敎.
へ
る3

先 

づ
こ
ゝ
へ
試
驗
を
受
け
に
行
か
う
と
老
へ
た
が
、
そ
れ
に
は
外
國
語
の 

試
驗
が
あ
る
、

そ
れ
で
芝
の
山
內
に
海
軍D

音
樂
の
敎
師
が
を
り
ま
し 

た
が
、
そ
の
人
の
奧
さ
ん
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
人
が 

英
語
を
喋
る
の
を
こ
っ
ち
が
聞
い
て
會
話
の
練
習
を
や
る
と
い
ふ
や
う 

な
こ
と
を
や
っ
て
試
驗
を
受
け
に
行
っ
た
。
文
法
の
試
驗
や
ら
書
き
取 

り
な
ど
を
や
ら
れ
た
が
、
何
か
書
い
て
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
及
第
し 

た
。
そ
の
時
に
一
緖
に
行
っ
た
者

は
こ
の
間
亡
く
な
っ
た
佐
藤
昌
介
、
 

そ
れ
か
ら
土
方
、
藤
澤
な
ど
の
連
中
も
そ
の
時
試
驗
を
受
け
た
の
だ
。 

そ
れ
で
大
學
に
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
丁
度
明
治
九
年
に
舉
制
改
正 

が
あ
り
ま
し
て
、
英
語
粵
校
を
廢
し
て
し
ま
っ
て
、
上
の
級
の
者
ば
み

- 

五
七
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は
試
驗
を
し
て
及
第
し
た
百
人
足
ら
ず
、
九
十
何
人
か
採
る
こ
と
に
な 

っ

た

.0
そ
れ
は
長
崎
、
廣
島
、
大
阪
、
新
潟
、
仙
臺' 

東
京
か
ら
上
級 

の
者
が
來6

と
い
ふ
わ
け
で
、
試
驗
は
英
語
の
作
文
の
題
も
出
さ
れ
ま 

し
た
。
そ
れ
は w

 r
l
~
e  

C
h
e

 h
】B
~
o
r
y

 

o
f  

f
o

s.y
’s

e
v
e
n

 R

s'l
i
n
s  

と 

い
ふ
題
で
何
や
ら
か
や
ら
書
い
た
。
數
學
も
や
ら
れ
、
ど
う
や
ぢ
及
第
・ 

し
て
そ
こ
に
入
っ
た
。
そ
れ
か
ら
英
語
學
校
と
い
ふ
も
の
は
な
く
な
っ 

て
大
學
豫
備
鬥
に
な
っ
た
が
、
大
學
豫
備
門
が
高
等
學
校
に
な
っ
た
わ 

け
で
す
。
大
學
获
科
は
も
と
三
年
だ
っ
た
か
と
思
っ
た
ら
二
年
で
ナ
。 

こ
ゝ
で
法
理
文
み
な
一
緖
に
學
ん
だ
。
敎
師
は
英
米
人
、
或
は
ド
イ
ツ 

人
で
、

こ
れ
が
す
べ
て
の
學
科
を
敎
へ
た
。
歷
史
、
地
文
、
生
物
、
天 

文
、
そ
ん
な
も
の
を
敎
へ
た
。
日
本A

の
敎
師
は
や
っ
と
そ
の
間
に
出 

て
來
た
の
が
外
山
正
一
さ
ん
と
、
菊
池
大
麓
さ
ん
、
山

川

健

次

郞

さ 

ん
、

こ
の
三
人
き
り
で
、
講
義
は
す
べ
て
が
英
語
で
や
る
。
そ
の
た
め 

に
英
語
學
校
で
豫
備
敎
育
を
受
け
た
も
の
か
ら
採
っ
た
。 

今
日
で
は
敵
性
語
と
し
て
英
語
全
廢
の
議
論
も
出
て
を
り
ま
す
が
、
 

私
等
の
習
っ
た
先
生
方
や
親
し
か
っ
た
人
達
は
み
な
敵
性
の
人
物
ば
か 

り
で
あ
っ
た
。
明
治
の
敎
育
は
西
洋
か
ぶ
れ
を
作
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
あ 

れ

を

打
ち
壊
し
て
立
て
直
せ
と
い
ふ
や
う
に
今
日
の
大
勢
は
聞
え
ま 

す
。
成
程
、
 

そ
の
頃
で
も
西
洋
か
ぶ
れ
も
あ
り
、
或
は
西
洋
腐
れ
も
あ 

り
ま
し
た
。
併
し
な
が
ら
さ
う
で
な
い
者
も
隨
分
あ
っ
た
。
そ
れ
は
嚴

五
八 

然
と
し
て
書
い
た
も.
の
に
遺
っ
て
を
り
ま
す
。
外
國
人
な
ど
が
震
え
上 

る
や
う
な
人
も
少
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
考
へ
る
と
を
か
し
い
や 

う
で
す
が
、
豫
科
の.
者
が
本
科
に
入
る
時
に
は
何
を
や
る
か
と
い
ふ
こ 

と
を
二
年
に
な
っ
て
か
ら
決
め
る
。
大
抵
は
法
科
、
政
治
科
、
文
科
と 

い
ふ
人
が
多
い
。
數
學
だ
の
物
理
だ
の
，志
望
す
る
と
、
そ
ん
な
物
理
な 

ん
か
や
っ
て
ど
う
し
て
飯
を
食
ふ
か
と
言
は
れ
る
。
だ
か
ら
た
っ
た
三 

人
し
か
な
か
っ
た
。
藤
澤
さ
ん
に
田
中
正
平
さ
ん
に
私
で
、
隈
本
有
尙 

は
天
文
に
後
か
ら
行
き
ま
し
た
が
、
初

め

は

一
緖

に

習

っ

た〇

そ
れ 

で
何
を
選
む
か
餘
程
考
へ
ま
し
た
。
ど

う

-%
や
は
り
科
學
は
西
洋
に
後 

れ
て
ゐ
る
。

一
步
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
數
步
後
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

こ
れ 

を
や
ら
な
く
て
は
と
て
も
立
ち
行
く
ま
い
と
い
ふ
感
じ
が
ど
う
や
ら
あ 

っ
た
。
そ
れ
は
中
村
さ
ん
の
本
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
事
情
を
詳
し 

く
書
い
て
親
父
に
相
談
し
て
や
り
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
何
で
も
構
は
ぬ
、
 

か
ら
自
分
の
好
き
な
も
の
を
勉
强
し
て
、

い
く
ら
か
で
も
お
國
の
お
役 

に
立
つ
な
ら
ば
、
父
の
喜
び
は
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
が
な
い
か
ら
眞
面 

目
に
や
れ
と
い
ふ
返
事
で
し
た
。
こ
ゝ

で

一
つ
考
へ
て®

き
た
い
こ
と. 

は
、
若
し
明
治
の
敎
育
に
お
い
て
、
科
學
な
ど
は
全
く
技
術
で
お
る
か 

ら
修
む
る
に
足
ら
な
い
、
外
國
人
を
雇
っ
て
や
ら
せ
れ
ば
い
い
と
い
ふ 

こ
と
に
し
て
、

日
本
の
古
典
、
歷

史
■

支
那
の
文
學
を
の
み
修
め
て
を 

っ
た
な
ら
ば
、
今
日
の
戰
爭
の
み
な
ら
ず
日
淸
戰
爭
で
も
日
露
戰
爭
で
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も
あ
の
毂
果
を
擧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
中 

に
は
成
程
西
洋
か
ぶ
れ
も
西
洋
腐
れ
も
あ
り
ま
し
た
け

れ

ど

も

、

ー
 

步
、
或
は
數
步
進
ん
だ
科
學
を
採
用
し
て
、
・
そ
尋

應
用
し
て
こ
れ
ら 

の
戰
爭
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日 

の
長
期
戰
と
雖
も
な
ほ
然
り
で
あ
り
ま
す
。

成
程
外
國
の
こ
と
を
學
ぶ
の
は
外
國
人
と
も

い
ろ
く
親
し
み
が
で 

き
ま
す
。

こ
の
間
天

野

君

の

「
近
代
科
學
の
歷
史
」
を
頂
戴
し
て
拜
見 

し
ま
す
と
、
實
に
よ
く
お
調
べ
に
な
っ
て
書
い
て
あ
る
。
現
代
物
理
學 

に
移
る
ま
で
の
形
勢
が
書
い
て
あ
っ
て
洵
に
敬
服
い
た
し
ま
し
た
が
、 

あ
の
中
に
出
て
來
る
人
の
過
半
は
私
の
關
係
の
あ
る
人
で
あ
り
ま
す
。 

レ
ン
ト
ゲ
ン
、

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
、

ル
ンV

I

、ド
!
!

デ
ー
、
あ
の
連
中
は 

何
れ
も
交
際
い
た
し
ま
し
て
、
ピ
ー
や
を
一
緖
に
飮
ん
だ
り
畫
飯
を
御 

馳
走
に
な
っ
た
連
中
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
桑
木
君
の
お
話
で
分
っ
た
の 

で
す
が
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
丁
度X

光
線
を
發
見
し
た
頃
で
し
た
。

一
日 

訪
問
し
た
時
、
ヂ
フ
ラ
ク
シ-

ン
で
波
長
が
判
っ
た
と
思

っ
て
ゐ
た
ら 

あ
れ
は
オ.
フ
チ
シ
ェ•

ト
イ
フ
ン
グ(

迷
視)

で
あ
っ
た
、(

寫
眞
を
出 

し
て
〉
手
を
か
う
側
へ
や
っ
て
見
る
と
バ
ン
ド
が
消
え
て
し
ま
ふ
、X

 

線
の
波
長
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
ま
だ
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
と
い
ふ
こ
と
を 

言
っ
て
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
見
廻
っ
て
晝
飯
を
食
っ
て
行
き
た
ま
へ
と 

一 JB
っ
た
。
そ
の
時
に
ザ
・
ン
が
あ
そ
こ
にI

 

し
た
。- 

Z 

田
中
館
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
が
科
學
を
個
ぶ

そ
れ
で
晝
飯
の
時
に
私
は
、
「
ど
う
で
せ
う
か
ヽ
大
學
は
立
派
な
大
學 

を

一
つ
帝
都
に
作
っ
た
ら
い\

で
せ
う
か
、
或
は
地
方
へ
ば
ら
く

に
 

撒
い
た
が
い
ゝ
で
せ
う
か
」
と
い
ふ
問
題
を
出
し
た
。
さ
う
し
た
ら
、 

「
い
や
大
學
は
一
つ
に
集
め
て
は
い
か
ん
。
地
方
に
ば
ら
撒
き
に
し
て 

あ
れ
ば
こ
そ
、
先
生
と
學
生
が
相
接
し
て
話
合

ふ
こ
と
が
で
き
る
。
そ 

の
間
に
眞
味
の
學
問
が
で
き
て
行
く
。
ド
イ
ツ
で
も

ケ
ー--

ヒ
ス
ベ
ル 

グ
だ
と
か
ハ
イ
デ
ル
ベ
・
ル
ヒ
だ
と
か
、
さ
う
い
ふ
所
か
ら
偉
い
人
が
出 

て
ゐ
る
。

ミ
・
'  

ン
ヘ
ン
の
大
學
fc
た
り
に
行
く
と
、
醫
科
の
先
生
の
解 

剖
す
る
と
こ
ろ
を
遠
く
に
ゐ
て
双
眼
鏡
で
學
生
が
見
て
ゐ
る
。
あ
ん
な 

こ
と
で
は
ど
う
し
て
も
學
問
に
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
に
は
二
十
五
も
大 

學
が
あ
る
が
、
學
問
に
は
地
方
に
多
く
大
學
を
お
く
方
が
い
ゝ
」
と
い 

ふ
や
う
な
話
で
し
た
。
そ

れ

か

ら

「
君
は
議
義
を
ど
う
し
て
ゐ
る
か
,-. 

・
と
聞
か
れ
た
の
で
、
「F

ク
ス
ウH

ル
の
方
法
で
電
氣
磁
氣
を
や
っ
て
ゐ 

る
」
と
言

っ
た
と
こ
ろ
、
「
い
や
私
もF

ク
ス
ウH

ル
を
讀
ん
だ
が
、
ど 

う
も

'/H

ク
ト
ル•

ポ
テ
ン
シ
・
ル
と
い
ふ
の
は
分
ら
ぬ
」
と
い
ふ
か 

ら
、
私

は

「
あ
れ
は
大
し
た
こ
と
は
な

い
と

思
っ
て
ゐ
る
。
あ
め
ヴ
エ 

ク
ト
ル•

ボ
テ
ン
シ
・
ル
を
入
れ
て
や
る
と
丁
度
テ
ル
タF

G
H

で
電 

波
の
速
度
が
初
め
て
出
て
來
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
あ

の'
>•H

ク
ト
ル• 

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
い
ふ
の
は
大
し
た
效
能
が
fc
っ
た
と
思
ふ
」
と
こ
っ 

ち
で
も
言

っ
た
。

こ
れ
は
桑
木
さ
ん
に
口
頭
試
問
に
出
し
た
筈
だ
。
覺

五
九
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え
て
ゐ
よ
う
。(

笑
聲)
 

• 

日
本
に
お
い
て
の
物
理
は
や
は
り
山
川
先
生
に
習
っ
た
。
前
に
は
ザ 

イ
タ
ー
と
い
ふ
ア
メ
リ
カ
の̂

敎
師
か
を
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
物
理 

の
受
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
で
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
と
い
ふ
人
が
來
て
や 

っ
た
が
、
と
に
か
く
物
理
の
實
驗
を
さ
せ
た
。
初
め
山
川
さ
ん
は
ス
フ 

H  

1
!

メ
ー
タ
ー
で
凹
鏡
の
カ
ル
ベ
チ

ュ
ー
ル
を
測
ら
せ
た
。
そ
れ
を
や 

る
の
に
大
切
な
こ
と
は
、
ね
ぢ
を
扳
り
過
ぎ
て
下
に.
フ
レ
シ-' 

ア
を
や 

る
と
足
が
浮
く
か
ら
間
違
ひ
が
で
き
る
。
足
が
や
っ
と
觸
っ
て
ゐ
る
{V: 

が
い\

。
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
平
面
板
の
上
に
置
い
て
精
々
し
っ
か
り
ゃ 

っ
て
平
均
を
取
っ
た
。
そ
れ
で
ハ
ニ
コ
ンF
い
く
ら
と
い
ふ
も
の
を
勘 

定
し
て
出
し
て
山
川
先
生
の
所
に
持
っ
て
行
っ
た
ら
、
「
あ
ゝ
よ
く
で
ぎ 

ま
し
た' 

併
し
あ
な
た
の
は
大
き
い
、
も

っ
と
正
確
な
方
法
で
や
る
と 

そ
れ
よ
り
小
さ
く
出
る
」
と
言
は
れ
た
の
で
、
今
度
は
三
脚
の
足
を
力 

1

ド
に
型
に
と
っ
て
そ
れ
に
ス
ケ
ー

ル
を
あ
て
顯
微
鏡
で
見
て
、
正
三. 

角
に
な
っ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
を
計
算
に
入
れ
て
や
っ
て
も
平
均
値
と
そ 

ん
な
に
違
は
な
い
。
ど
う
も
を
か
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
證 

明
し
て
や
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
机
の
上
に
臺
を
重
ね
て
、
そ
の
上
に 

レ
ト
ー
ト
ス
タ
ン
ド
を
置
い
て
、
そ
れ
か
ら
絲
を
下
げ
て
、
絲
の
下
に 

測

量

の

囊

に

付

い

て

ゐ

る

分
銅
を
付
け
て
、
そ
の
下
に
鏡
を
置
い
て 

ブ
ラ
リ
く

と

や

っ

て

、
分
銅
の
先
端
が
鏡
の
上
に
萬
遍
に
摺
る
や
う

六
〇 

に
あ
っ
ち
へ
動
か
し
こ
っ
ち
へ
動
か
し
調
整
し
て
絲
の
長
さ
を
測
っ
て 

見
る
と
、
私
の
や
っ
た
も
の
と
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
合
っ
て
ゐ
る
。
そ 

こ
で
、
先
生
見
て
下
さ
い
、
か
う
だ
と
言
っ
た
わ
け
で
す
が
、
翌
日
行 

う
て
見
た
ら
先
生
の
言
ふ
に
、
「驚
い
た
。
實

は

あ
の
鏡
に
カ
ル
ベ
チ- 

I

ル
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
反
射
を
し
て
出
す
と
、
銀
を
塗
っ
て
あ
る 

と
こ
ろ
の
面
ま
で
が
光
が
入
っ
て
、
出
て
來
る
方
の
は
短
か
く
出
る
。 

前
の
正
面
か
ら
出
て
來
る
の
を
見
れ
ば
長
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
」
負
け 

た
と
は
言
は
ぬ
け
れ
ど
も
、
ま
づ
さ
う
だ
っ
た"
(

笑
聲)

今
思
へ
ば
ト 

外
の
學
生
が
そ
れ
ま
で
先
生
の
に
近
い
値
を
得
た
の
は
ス=

フ
口 

メ
ー 

タ
ー
の
ね
ぢ
を
振
り
過
し
て
ゐ
た
か
ら
だ
ら
う
か
。 

こ
れ
は
一
寸
面
白
い
こ
と
だ
が
、.
フ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
を
そ
の
頃
か
ら 

敎
へ
ら
れ
た
。
眞
の
正
確
な
も
の
は
觀
測
で
な
か
く
得
ら
れ
な
い
。 

.
？ 

ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
ふ
の
は
出
來
事
の
大
小
ご
っ
た
混
ぜ
に
平
均
し 

て
や
る
の
で
す
。
そ
こ
で
木
材
を
六
面
體
に
切
っ
て
夫
・
の
面
每
に1

 

2
3
4
5
6

と
書
い
て
、

こ
れ
を
上
に
抛
っ
て1

が
出
た
、3

が
出
た 

と
や
っ
て
、
そ
れ
を
百
二
十

遍®

や
る
と
、
大
體1

も
二
十
、2

も
二 

十
、
 
3

も

二
十
、4

も

二
十
と
な
る
や
う
に
出
る
べ
き
だ
が
、
な
か
な 

か
さ
う
行
か
な
い
。
そ
れ
か
ら
よ
く
考
へ
る
と
、
木
を
木
目
に
副
う
て 

平
ら
に
切
っ
た
画
と
木
目
に
直
角
に
削
っ
た
面
と
あ
る
か
ら
彈
性
は
面 

面
で
違
ふ
。
だ
か
ら
皆
同
じ
に
は
出
て
來
ぬ
。

こ
れ
を
平
等
に
出
る
や
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う
に
切
る
に
は
ど
う
切
っ
た
ら
い
ゝ
か-

こ
れ
は
ク
リ
ス
タ
ロ
グ
ラ
フ 

ィ
ー
兰
習
っ
て
か
ら
考
へ
た
の
で
す
が
、
今
で
も
碁
盤
の
木
の
削
り
方 

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
切
っ
た
ら
い
ゝ
で
せ
う
か
。

こ
れ
も

口
頭
試
問
に 

出
し
て
置
き
ま
す
〇(

笑
聲)

こ
れ
は
つ
ま
り
木
の
立
っ
て
ゐ
る
方
向
を 

軸
に
し
て

ロ
ン
ビ
ッ
ク•

ヘ
キ
サ
へ
ド
ロ
ン
に
な
る
や
う
に
切
れ
ば
六 

面
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て
來
る2

そ
れ
で
も
や
か
ま
し
く
言
へ
ば
、
 

木
の
上
の
方
と
根
の
方
と
に
違
ひ
が
出
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
先
づ 

た
ヾ
切
っ
た
よ
り
公
平
に
行
け
る
こ
と
が
分
る
丿
も
う
一
つ
言

ふ
と
、
 

プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
な
ん
て
も
の
は
人
間
の
無
知
を
證
明
す
る
や
う
な
も 

の
だ
。
違
ひ
が
出
る
だ
け
の
理
窟
が
あ
る
か
ら
出
る
の
で
す
。
同
じ
結 

果
が
い
く
つ
も
出
て
も
ヽ
そ
ん
な
こ
と
に
眼
を
吳
れ
て
は
い
け
な
い
。 

眞
相
を
探

る

に
は
で
き
る
だ
け
違

っ
た
値
を
出
し
て
見
ろ
と
い
ふ
の
で 

す> 

暖
い
所
で
も
や
り
、
冷
い
所
で
も

や
る
。
縱
に
も
見
、
橫
に
も
見 

る
や
う
に
す
る
。.
原
尺
の
比
較
で
も
光
を
こ
っ
ち
か
ら
照
し
あ
っ
ち
か 

ら
照
し
、
前
か
ら
も
後
か
ら
も
照
す
。
さ
う
し
て
で
き
る
だ
け
違
っ
た 

結
果
を
得
る
や
う
に
し
ろ
と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
す
。
こ
の
節
で
も
、
驚 

く
勿
れ
、

つ
い
二
、
三
年
前
に
見
た
論
文
に
、

二
つ
か
三
つ
の
結
果
を 

見
て
、
「
こ
れ
で
證
明
せ
り
」
な
ん
て
言

っ
て
ゐ
る
が
、

エ
ン
ピ
リ
カ
ル 

な
式
を
ffi
へ
て
、

こ
ん
な
こ
と
は
以
て
の
外
と
思
ひ
ま
す
。
先
づ
證
明 

に
近
い
も
の
と
で
も
言
っ
て
置
く
べ
き
も
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
何 

田
中
館
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
が
科
學
を
徳
ぶ

か
そ
こ
に
達
す
べ
き
こ
と
の
理
由
が
あ
っ
て
そ
の
證
明
に
實
驗
し
た
の 

な
ら
ま
だ
い
ゝ
け
れ
ど
も
、
た¢

實
驗
か
ら
も
の
を
引
き
出
す
時
に 

は
、
さ
う
い
ふ
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
今
で
も
思

っ
て
を
り
ま
すC 

そ
れ
か
ら
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
論
を
數
學
でー

と
通
り
工
學
の
敎
師 

に
習
っ
た
。
そ
の
演
翟
に
針
金
の
强
さ
の
試
驗
の
材
料
を
出
し
て
蓋
然 

誤
差
を
澤
山
に
勘
定
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
に
サ
ス•
ヘ
ン 

シ
ョ
ン•

ブ

リV
尹
が
架
け
て
あ
る
。
そ
の
針
金
は
試
驗
を
や
っ
て
何 

で
も
五
、
六
倍
の
安
全
率
が
つ
い
て
ゐ
る
、
と
こ
ろ
で
そ
の
試
驗
の
針 

金
の
長
さ
が
問
題
で
し
た
。

一
尺
の
針
金
で
十
遍
位
繰
返
し
て
平
均
を 

取
っ
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
報
吿
書
に
書
い
て
あ
る
。

こ
れ
を
一
つ
ー 

っ
に
プ
ロ
ー
ハ
ビ
リ
テ
ィ
を
出
し
て
來

い
と
い
ふ
わ
け
で
、
そ
れ
を
五
日 

間
位
や
っ
た
。

こ
れ
に
基
い
て
先
生
の
論
が
始
ま
る
。

一
尺
の
長
さ
の 

間
で
切
れ
た
も
の
は
ど
こ
で
切
れ
る
か
と
い
ふ
と
、

一
番
弱
い
所
で
切 

れ
て,
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。

こ
の
一
番
弱
い
點
の
ヂ
ス
ト
ラ
イ
ビ
ー
ユ
ー
シ 

ヨ
ン
は
ど
う
な
る
か
と
言
へ
ば
、

こ
れ
は
二
尺
の
も
の
で
や
る
と
も
っ 

と
早
く
切
れ
る
。
三
尺
の
も
の
で
や
る
と
な
ほ
も
っ
と
早
く
切
れ
る

〇  

然
ヨ
に
一
尺
の
も
の
で
試
驗,
し
た
も
の
で
、
あ
の
や
う
な
長
い
所
に
架 

け
て
ゐ
る
長
さ
の
安
全
率
を
蓋
定
す
る
に
は
、
單
に
平
均
を
用
ひ
る
だ 

け
で
は
い
け
な
い
。
蓋
然
論
で
そ
れ
を
計
算
し
て
出
す
と
安
全
率
は
二 

に
な
ら
な
い
。

一
コ
ンV

い
く
ら
に
な
っ
て
危
い
も
の
に
な
る
。

こ
れ

• 

六
ー
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を
チ
ャ
ッ
ブ
リ
ン
敎
師
が
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ャ
の
雜
誌
に
出
し
た 

と
こ
ろ
が
、
非
常
に
驚
い
て
、
こ
れ
が
初
め
て
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
理 

論
を
エ
ン
ジ
ニ
ャ
リ
ン
グ
に
用
ひ
た
實
例
だ
と
書
い
た
。

こ
ん
な
計
算 

な
ど
や
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
の
時
は
さ
う
申
し
て
は
を 

か
し
い
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
人
も
少
か
っ
た
が
や
る
こ
と
は
眞
劍
だ 

っ
た
。
何
か
硏
究
す
る
問
題
と
言
っ
て
も
さ
う
い
く
ら
も
な
い
の
で
す 

か
ら
、
グ
ラ
ビ
テ
ィ
の
デ
タ
ー
ミ
ネ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
や
り
ま
し
た
。 

富
士
の
山
の
上
に
行
っ
て
、
重
力
の
差
を
測
り
、
地
球
の
密
度
の
測 

定
を
や
ら
う
と
い
ふ
の
で
夏
休
み
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
話
な
ど 

な

か

く

面

白

い

。
藤
澤
君
が
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
や
り
、
田
中
君
と
私
は 

ペ
ン
デ 

ル
を
や
る
。
・
と
こ
ろ
で
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
日
差
は
、
夕
方
の 

觀
測
と
潮
日
の
出
が
け
に
早
く
起
き
て
の
觀
測
で
出
し
、
ま
た
東
京
へ 

來
て
か
ら
同
じ
こ
と
を
や
る
。

ペ
ン
ヂ
ユ
ラ
ム
も
、
も
と
あ
っ
た
ケ
ー 

タ
ー
の
ペ
ン
ヂ
ユ
ラ
ム
を
使

ひ
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
鍵
に
つ
い
て
は
い
ろ
く
面
白
い
話
が
あ
る
。
鍵
の
問 

題
だ
け
書
い
て
も
一
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
を 

申
上
げ
ま
す
と
、
大
き
な
コ
ー
ス
ト
ソ
ル
ベ
ー
の
經
緯
度
を
決
め
る
も 

の
で
す
が
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
富
士
の
頂
上
ま
で
登
れ
る
强
力
は
た
っ 

た
一
人
し
か
ゐ
な
か
っ
た
ノ
そ
れ
を
探
し
て
背
負
は
せ
て
上
ま
で
行

っ 

て
、
夕
方
に
な
っ
た
の
で
觀
測
を
始
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
私
の
失

• 

六
二 

敗
で
は
な
い
。
死
ん
だ
人
に
責
任
を
負
は
せ
て
は
す
ま
な
い
や
う
で
あ 

る
が
、
そ
の
時
の
助
手
が
人
夫
の
世
話
な
ど
を
や

る

人
間
な
ん
で
す 

が
、
鍵
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
で
た
う
と
う
鋸
で
鍵
の
と 

こ
ろ
を
切
っ
て
開
け
て
見
た
ら
、
驚
く
勿
れ
鍵
は
か
け
て
な
か
っ
た
。 

(

笑
聲)

こ
れ
に
は
大
い
に
笑
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
望 

遠
鏡
の
橫
軸
か
ら
光
を
や
っ
て
テ
レ
ス
コ
ー
プ
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
照
す

ミ 

ラ
ー
が
入
っ
て
ゐ
な
い
。
今
か
ら
や
ら
な
く
て
は
な
ら
ん
、
ど
う
に
か 

す
る
と
い
ふ
わ
け
で
、
罐
詰
殼
を
引
延
し
て
蛇
の
目
型
に
切
っ
て
四
十 

五
度
に:s

t
、

望
遠
鏡
の
前
に
嵌
め
て
ラ
ン
プ
で
橫
脇
か
ら
照
し
、
罐 

詰
の
殻
か
ら
反
射
し
て
光
を
送
る
や
う
に
し
て
漸
く
星
の
觀
測
が
で
き 

た
。
星
が
北
に
あ
れ
ば
ラ
ン
プ
を
北
に
持
っ
て
行
く
、
南
に
あ
れ
ば
南 

に
持
っ
て
行
っ
て
や
っ
た
の
で
す
。

と
に
か
く
戰
さ

を

す

る

に
し
て 

も
、
何
で
も
か
ん
で
も
や
り
通
す
と
い
ふ
決
心
は
す
べ
て
の
戰
ひ
に
お 

い
て
必
要
で
す
。
橋

が

落
ち

た

、
ど
う
し
よ
う
か
、
馬

が

な
く
な
づ 

た
、
ど
う
し
よ
う
か
と
い
ふ
時
に
、
何
と
か
し
て
や
り
通
さ
う
と
い
ふ 

元
氣
が
な
く
て
は
い
か
ぬ
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
考

へ
る
と
い
ろ

く

な
 

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
磁
力
觀
測
に
北
海
道
に
行
っ
て
鈞
絲
の
フ

ァ
イ 

バ
ー
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
あ
ど
う
し
よ
う
か
、
木
綿
絲
で
作
っ
た 

っ
て
い
け
な
い
し
、
ど
う
し
よ
う
か
と
腕
を
組
ん
で
老
へ
た
。
さ
う
す 

る
と
テ
ン
ト
の
一
部
に
星
を
見
る
た
め
に®

が
張

っ
て
あ
る
。

こ
れ
だ
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く

こ

れ

が

い
ゝ
と
い
ふ
の
で
、
組
の
絲
を
引
拔
い
て
使
ふ
と
釣
絲
の 

フ
ァ
イ
バ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
た
。
さ
う
い
ふ
問
題
は
數
限
り
な
く
澤 

山
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ'

ま
で
來
て
ゐ
て
出
來
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で 

は
い
け
な
い
、
何
と
か
し
て
こ
れ
を
切
拔
け
よ
う
と
い
ふ
決
心
が
大
切 

な
こ
と
と
思
ひ̂

す
。

先
程
申
し
ま
し
た
天
野
君
の
本
は
、
近
代
物
理
學
に
變
っ
て
行
く 

■

頃
、

キ
ル
ヒ
ホ
。
フ
、
ブ
ン
ゼ
ン
か
ら
歷
史
が
始
ま
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
 

私
も
そ
の
頃
に
生
れ
て
こ
れ
等
の
人
達
に
何
と
も
顏
向
け
が
で
き
な 

い
。
た

ir
徒
ら
に
日
に
三
合
の
米
を
潰
し
て
ゐ
る
だ
け
で
洵
に
申
譯
な 

い
や
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
間
も
議
會
で
申
し
ま
し
た 

が
、
何
と
し
て
も
若
い
潑
剌
た
る
精
神
の
新
し
い
も
の
に
働
加
せ
な
く 

て
は
い
け
な
い
。

ケ
ル
タ
イ
ン
の
話
を
し
ま
す
と
、
あ
れ
は
お
父
さ
ん 

が
數
學
の
先
生
で
す
か
ら
、
十
三
、
四
歲
の
頃
か
ら
本
棚
の
本
は
大
抵 

の
も
の
は
ifl
ん
で
ゐ
た
。
十
四
歲
で
大
陸
を
旅
行
す
る
と
い
ふ
時
に
、 

お
父
さ
ん
は
ド
イ
ツ
語
を
覺
え
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
間
に 

フ
ー
リ
エ
ー
の
テ
オ
リ
ー
•

ア
ナ
リ
チ
シ
ク
、
一
ッ
ウ•

シ
・
リ=

ル
な 

ど
を
讀
ん
で
し
ま
っ
て
、B

っ
て
來
る
と
批
評
を
し
て
、

こ
れ
は
コ
ル 

レ
ク
テ
”
ド
の.
ヘ
ー
パ
ー
・
ス
の
一
番
初
め
に
あ
る
。
そ
れ
か
ら
グ
ラ
ス 

ゴ
ー
大
學
を
出
て
ケ
ン
ブ
リ
ヨ
ヂ
に
行
っ
て
ト
ラ
イ
ポ
ス
の
試
驗
を
受 

け
た
の
は
十
九
歲
の
時
か
と
思
ひ
ま
す
。

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
は
餘
り
勉
强
も 

田
中
餡
博
士
を
圍
み
て
阴
治
初
期
の
我
が
科
學
を
ffi
ぶ

し
な
か
っ
た
し
別
に
懶
け
も
し
な
か
っ
た
。
そ

の

專

と

首
席
を
爭
っ 

て
勉
强
し
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
は
受
驗
方
を
懸
命
に
硏
究
し
、
自
ら
問
題 

を
設
け
時
間
を
計
り
、
鉛
筆
が
折
れ
て
削
っ
て
ゐ
た
の
で
は
い
け
な
い 

と
い
ふ
の
で
、
鉛
筆
を
澤
山
用
意
し
て
お
い
て
、
ポ
キ
ン
と
折
れ
た
ら 

直
に
代
り
の
を
と
っ
て
書
く
と
い
ふ
や
う
に
し
て
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
を
勝
拔 

い
て
一
番

の
ラ
ン
グ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
次
の
ス
ミ
ス.
フ 

ラ
イ
ズ
の
試
驗
に
な
っ
た
ら
と
て
も
較
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。

こ
の
時 

試
驗
官
が
問
題
を
出
し
て
、
外
の
者
が
一
時
間
も

一
生
懸
命
や
っ
て
ゐ 

る

の
に
三
十
分
位
で
答
を
出
し
て
さ
っ
さ
と
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
こ
で
試
驗
官
が
別
室
に
呼
出
し
て
、­,

あ
な
た
は
本
を
見
た
ら
う
」
と 

言
ふ
と
、
「
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」
と
答
へ
る
。
試

譬

重

ね
 

て

「
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
何
か
ら
、
み
な
こ
の
雜
誌
に
あ
る
通
り 

だ
」
と
言
ふ
と
、
「
あ
ゝ
そ
れ
で
す
か
、
あ
れ
は
私
の
投
書
し
た
も
の
で 

す
」
と
言

っ
た
の
で
、
試
驗
官
が
尻
餅
を
つ
・
い
た
と
い
ふ
こ
と
を
聞
き 

・
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
間
渡
邊
さ
ん
の
飜
譯
さ
れ
た
キ
ュ?

の
傳
を
讀
ん 

で
見
ほ
す
と
、

キ

乂
リ
ー
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
物
理
學
科
を
卒
業
し
た
の 

は
十
七
歲
で
、
す
ぐ
助
手
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
は
と
思
っ
て 

ラ
グ
ラ
ン
ジ=

を
見
ま
す
と
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
乂
は
十
八
歲
で
・
フ!1

フ 

サ
ー
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
ラ
プ
ラ
ス
を
見
る
と
、

ラ
・
フ
ラ
ス
が

.
六
三
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職
に
就
か
う
と
思
っ
て
パ
リ
に
來

て
、
縣
知
事
み
た
い
な
人
か
ら
紹
介 

狀
を
貰
っ
て
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
所
へ 

出
す
と
ー
向
返
事
も
よ
こ
さ
な 

い
。
そ
れ
で
困
っ
た
と
思
っ
て
メ
カ-
一
シ
ク•

テ
レ
ス
テ
の
や
う
な
力 

學
の
原
理
を
書
い
て
出
し
た
と
こ
ろ
が
呼
出
さ
れ
た
。
「
な
ぜ
こ
れ
を 

早
く
出
さ
な
か
っ
た
か
、
紹
介
狀
な
ど
は
要
ら
な
い
。
お
世
話
し
ま
せ 

う
」
と
い
ふ
わ
け
で
、
そ
れ

か
ら

だ

ん

く

進

ん
で

エ

コ

ー
ル
ボ
リ
テ 

ク-
一,

ク
の
先
生
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
十
八
歲
の
時
で
fe
っ
た
。

オ
イ 

ラ
ー
が
博
士
論
文
を
書
い
た
の
も
十
八
歲
で
あ
り
ま
す
。 

か
う
い
ふ
秀
才
が
ど
う
し
て
か
う
若
い
時
に
で
き
る
か
。

い
ま
學
年 

短
縮
で
上
も
下
も
騷

い
で
ゐ
る
が
何
と
し
て
も
理
科
大
學
や
物
理
學
科 

を
二
十
歲
前
で
や
れ.
る
な
ん
て
こ
と
は
で
き
な
い
。
併
し
そ
ん
な
こ
と 

で
は
到
底
こ
れ
か
ら
先
き
立
ち
行
け
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
彼
等
が
か
う 

い
ふ
早
い
こ
と
が
で
き
る
か
と
言
へ
ば
、
彼
等
の
使
ふ
文
字
が
容
易
し 

い
。
だ
か
ら
力
の&

る
者
は
獨

寧

で

ど

ん

く

伸

び

る

。
飛
行
機
の
機 

の
字
は
木
扁
を
書
か
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
で
三
年
も 

四
年
も
潰
し
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と
で
は
is
も
い
か
な
い
。

日
曜
日
は 

に
ち
ゃ
う
び
・
か
に
ち
え
う
び
か
な
ん
て
こ
と
を
言
っ
て
年
月
を
費
す
の 

は
天
才
の
資
源
を
浪
費
す
る
の
で
す
。
私
は
今
年
の
議
會
ま
で
入
れ
て 

十
九
遍
國
語
國
字
問
題
に
つ
い
て
國
務
大
臣
に
伺
ひ
ま
し
た
。
出
す
度 

に

「
眠
氣
を
催
し
た
」
と
か
何
と
か
、
み
な
私
を
叩
き
潰
し
た
と.
い
ふ

六
四 

か
、
冷
か
し
た
と
い
ふ
か
、
叱
り
つ
け
る
と
い
ふ
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
 

ど
の
新
聞
を
見
て
も
さ
う
出
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
流
石
に
今
年
の
決 

戰
議
會
は
さ
う
で
な
い
。

字
は
敵
性
文
字
に
非
ず
」
と
文
部 

大
臣
が
言

っ
た
と
書
い
て
ゐ
る
。n

1

マ
字
を
敵
性
文
字
と
見
る
の
は 

い
け
な
い
。
英

語

一
點
張
り
で
や
っ
て
ゐ
る
者
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ 

•

る
。
英

語

ほ
ど口

1

マ
字

を

使
ふ
こ
と
の
拙
劣
な
國
語
は
あ
り
ま
せ 

ん
。

ヨI
n

，
パ
の
國
語
の
ど
れ
を
見
て
も
あ
ん
な
拙
劣
な
使

ひ
方
は 

fc
り
ま
せ
ん
。c

h

と
書
い
て
チ
と
も

シ
と
も
讀
む
。
「
ス
チ"

1

ル
」 

か
と

思
へ
ば

「
ス
ク
ー
ル

,-
-/
で
あ
る
。
「
マ
チ
・
イ
ン
」
か
と
思
へ
ば 

「V

シ
ン
」
で
あ
る
。
あ
ん
な
粗
末
な
正
字
法
は
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
日
は
眼
の
前
の
問
題
と
し
て
と
に
か
く
敵
を
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
我
・
は
建
設
を
怠

つ.
て
は
な
ら 

ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
も
南
方
に
お
出
で
に
な
っ
た
司
令
官
か
ら
コ 

レ
ヒ'
ド

ー
ル
攻
略
の
お
話
を
伺
ひ
ま
し
た
が
、
英
語
は
あ
そ
こ
に
今
ま 

で
入

っ
て
ゐ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
日
本
語
を
敎
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
日
本
語
は
口
一F

字
で
な
く
て
い
ゝ
か
と
言
ふ
と
、r  

口
ー

マ
字
で 

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
を
ら
れ
ま
し
た
。
大
東
亞
問
題
は 

卽
ち
世
界
間
題
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
世
界
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
世
界
を
指
導
す
る
に
は
彼
を
知
り
己
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
そ
れ
に
は
交
通
性
あ
る
合
理
的
文
字
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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こ
れ
は
私
な
ど
よ
り
も
田
丸
博
士
が
旣
に
大
き
な
功
績
を
殘
さ
れ
て
ゐ 

る
。
『
ロ
ー
マ
字
文
の
硏
究
』
と
い
ふ
言
葉
の
つ
け
離
し
變
で
ち
ゃ
ん 

と
字
引
を
作
ら
れ
て
、
あ
れ
で
科
學
の
本
も
隨
分
出
て
を
り
ま
す
。
寺 

田
君
の
論
文
集
も
一
册H

1

マ
字
書
き
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
力
學
敎 

科
書
も
あ
る
。
あ
れ
は
岩
波
の
科
學
雜
誌
で
「
こ
の
力
學
の
敎
科
書
は 

世
界
中
ど
こ
へ
出
し
て
も
恥
か
し
く
な
い
」
と
い
ふ
評
を
出
し
て
あ 

る
。
池
野
さ
ん
の
實
驗
遺
傳
學
も
全
部
ロ
ー

マ
字
で
書
い
て
あ
る
。

こ 

の
前
、
國

際

聯

盟

で

字

論

を

や

っ

た

時

に

私

は

こ

れ

を

出

し

て 

見
せ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
の
池
野
君
の
實
驗
遺
簷
の
各
章
の
終
り
に
英 

佛
獨
日
の
文
獻
が
付
け
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
は
分
る
も
の
だ
か 

ら
、
そ
れ
を
見
て
、

こ
れ
は
い\

本
だ
と
い
ふ
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
ー 

動
豎
者
が
こ
の
本
を
讀
ん
で
見
た
い
ば
か
ぬ
に
日
本
語
を
習
ひ
た
い 

と
云
っ
て
來
た
。
こ
れ
も
池
野
君
一
人
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
、
皆
さ 

う
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
諸
君
が
皆
、
俺
の
本
を
讓
む
な
ら
日 

本
語
を
翟
っ
て
來
い-
-
-

さ
う
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
の
お
話
は
さ
っ
ぱ
り
要
領
を
得
ま
せ
ん
で
、
何
も
御
蔘
考
に
な
る 

こ
と
は
拓
り
ま
せ
ん
が
、
たr

私
の
感
じ
た
と
こ
ろ
を
申
上
げ
ま
し 

た
。
こ
の
間
新
聞
に
も
書
き
皆
さ
ん
御
承
知
で
あ
り
ま
す
が
、
大
戰
爭 

を
決
す
る
に
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
武
器
が
な
く
て
は
い
け
な 

い
。
先

日

財

部

大

將

が

私

の

宅

に

わ

ざ

見

え

に

な

っ

て

い

ろ 

田
中
館
博
士
を
圍
み
て
明
治
初
期
の
我
が
科
學
を
ffi
ぶ

い
ろ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
、
戰
爭
に
勝
つ
に
は
ど
う
し 

て
も
新
し
い
武
器
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
淸
戰
爭
で
も
、
敵 

は
鎭
遠
、
丁
遠
の
鋼
鐵
艦
で
あ
る
の
に
、

こ
っ
ち
は
松
島
、
橋
立
の
木 

艦
だ
っ
た
。
そ
れ
を
ど
う
し
て
勝
っ
た
か
と
い
ふ
と
、

こ
ち
ら
の
砲
が 

敵
の
砲
よ
り
も
遠
距
離
に
行
く
砲
だ
っ
た
。

一
門
で
も
よ
い
、
敵
の
砲 

よ
り
遠!E

離
に
行
く
も
の
を
と
い
ふ
の
で
一
つ
だ
け
戴
せ
た
。
そ
れ
か 

ら
速
射
砲
が
何
し
ろ
支
那
の
發
射
す
る
速
射
砲
の
十
倍
以
上
の
早
さ
で 

射
っ
た
。
日
露
戰
爭
と
雖
も
、
私
共
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、

ロ
シ 

ヤ
は
照
準
を
す
る
の
に
望
遠
鏡
を
付
け
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ 

っ
ち
は
望
遠
鏡
を
付
け
て
照
準
を
確
實
に
や
っ
た
。
そ
れ
に
下
瀨
火
藥 

な
ん
て
も
の
が
あ
っ
た
し
、

い
ろ
く
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
め
ま
せ 

う
。
今
度
の
戰
爭t

お
い
て
も
や
は
り
同
じ
で
あ
る
。
今
日
は
科
學
戰 

で
あ
る
。
新
聞
に
も
陸
海
軍
の
載
果
が
發
表
さ
れ
ま
し
た
如
く
、

日
 々

に
新
た
に
な
っ
て
昨
日
の
武
器
は
今
日
は
古
く
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
間 

議
會
で
も
申
上
げ
ま
し
た
が
、

一
九
三
二
年
に
ジ
ュ
ネ
プ
で
各
國
の
議 

員
聯
盟
の
會
が
開
か
れ
ま
し
た
時
、
私
も
貴
族
院
の
代
表
の
一
人
で
出 

ま
し
た
。
そ
の
時
に
軍
備
を
撤
廢
し
て
戰
爭
を
な
く
し
よ
う
、
軍
備
は 

國
內
の
治
安
を
維
持
す
る
に
必
要
な
だ
け
に
し
て
、
fe
と
は
モ
ー
ラ
ル 

•

デ
ス
ア
ー
マ
メ
ン
ト
で
行
け
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私 

i
 
一
言
申
上
げ
た
い
と
云
っ
て
出
ま
し
て
、
「
如
何
・
に
軍
艦
の
ト
ン
數
を 

六
五
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制
限
し
よ
う
が
、
軍
備
豫
算
を
減
じ
よ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
で®

爭
は 

止
み
ま
せ
ん
。
將
來
金
の
か\

ら
ぬ
ど
ん
な
發
明
が
出
て
來
る
か
誰
が 

豫
言
で
ぎ
ま
す
か
。
も
う
少
し
す
れ
ば
今
の
飛
行
機
や
潜
航
艇
が
博
物 

館
の
品
物
に
な
り
ま
す
ぞ
。
人
間
の
智
慧
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
を
出 

す
こ
と
を
誰
が
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
軍
備
を
廢
め
よ
う
と
い
ふ 

の
は
精
神
的
に
戰
は
し
ま
い
と
い
ふ
こ
と
を
決
心
す
る
よ
り
外
に
方
法 

が
な
い
で
せ
う
。
ゲ
ー
テ

は

『
口
上
の
文
句
は
音
響
に
過
ぎ
ぬ'

た
i!- 

感
情
が
す
べ
て
で
あ
る
』
と
言
っ
て
ゐ
る
。
感
情
は
卽
ち
す
べ
て
で
あ 

る
と
い
ふ
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
條
約
の
論
議
な
ど
や
っ
た
っ
て
駄 

目
だJ

と
申
し
た
の
で
す
が
、
今
で
も
私
は
全
く
そ
の
氣
持
で
を
り
ま 

す.
。
今
の
戰
爭
を
考
へ
て
見
ま
す
と
、A

B
C
D

と
相
手
に
四
目
fe
か 

し
て
碁
を
打
つ
や
う
で
す
。
だ
か
ら
何
し
ろ
こ
っ
ち
は
先
手
に
出
て
行 

か
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
全
部
先
手
々
々
で
行
っ
て
ゐ
る 

が
、

こ
れ
が
若.
し
後
手
に
な
っ
た
ら
大
變
で
す
。
そ
れ
を
や
る
に
は
何 

と
し
て
も
我
々
御
晨
が
全
力
を
盡
し
て
新
し
い
機
械
や
方
法
な
ど
を 

考
へ
て
勝
拔
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
機
會
に
我
々
御
同
樣
は
肚
を 

据
ゑ
て
飽
く
ま
で
こ
れ
に
勝
拔
く
こ
と
に
勵
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で 

あ
り
ま
す
。
甚
だ
長
た
ら
し
い
こ
と
を
申
上
げ
て
相
濟
み
ま
せ
ん
で
し 

た
。(

拍
手)

六
六

桑
木
こ
の
機
會
に
皆
さ
ん
か
ら
先
生
に
伺
ひ
た
い
こ
と
を
ど
う
か
仰
有 

っ
て
戴
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

眞

田

一
寸
伺
ひ
ま
す
が
、
明
治
の
摯
に
大
學
の
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
 

工
部
大
學
と
か
大
學
東
校
と
か
大
學
南
校
と
か
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
昌 

平
疑
と
い
ふ
の
が
南
校
で
す
か
。 

• 

田
中
館 

昌
平®

と
い
ふ
の
が
大
學
校
と
な
り' 

開
成
學
校
は
大
學
南
校 

と
な
っ
た
の
で
せ
う
。
醫
學
校
は
下
谷
に
お
っ
た
か
ら
東
校
、
湯
島
か 

ら
南
に
あ
っ
た
か
ら
南
校
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

眞

田

昌
平®

は
徳
川
か
ら
ず
っ
と
傳
は
っ
て
ゐ
て
、

そ
れ
が
今
で
言
へ 

ば
法
科
、
文
科
に
當
る
。
天
下
國
家
を
治
め
る
經
學
の
方
は
昌
平
鑒
が 

や
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
中
心
で
南
校
、
東
校
と
あ
っ
て
、
 

十
入
年
に
本
校
に
移
っ
た
の
だ
さ
う
で
す
ね
。.

田
中
館
つ
ま
り
さ
う
で

す

。
南
校
が
開
成
學
校
と
な
り
、
そ
れ
が
明
治 

十
年
に
東
京
大
學
三
學
部
と
な
り
、
醫
學
校
は
醫
學
部
と
な
り
、
そ
れ 

か
ら
本
鄕
に
移
っ
た
の
で
す
。
委
し
い
經
緯
は
東
京
帝
國
大
學
五
十
年 

史
に
出
て
居
り
ま
す
。

桑
木 

い
ろ
く
伺
ひ
た
い
の
で
す
が
、
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ 

の
邊
で
會
を
閉
ぢ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し 

た
。 

・
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會 

報

◊

前
號
の
こ
の
欄
で
報
吿
し

た

「
科
學
史
辭
典
」
も

い
よ
い
よ
最
後
的 

準
備
を
完
了
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
各
筆
者
に
大
體
依
噸
濟
み
と
い 

ふ
處
5.
で
具
體
化
す
るK

至
っ
た
。
會
員
諸
賢
に
は
い
づ
れ
多
く
の
項
目 

を
御
負
擔
願
つ
え
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
今
後
も
為
願
ひ
に
上
る
こ
と 

が
あ
ら
で
あ
ら
う
が
、
何
分
の
御
助
力
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

い
づ
れ 

に
せ
よ
そ
の
前
例
を
見
な
い
辭
典
の
こ
と
で
あ
ら
か
ら
、
準
備
に
も
人
知 

れ
ぬ
苦
心
が
あ
っ
た
。
ま
た
執
筆
と
な
れ
ば
執
筆
奢
の
立
場
に
於
て
4>
相 

當
に
多
く
の
困
難
が
あ
る
の
だ
が
、
と
に
角
目
下
着
々
と
し
て
各
方
面
と 

も
順
調
に
進
行
中
で
あ
る
か
ら
御
安
心
願
ひ
た
い
。

◊

決
戦
下
、
聖
戰
完
遂
へ
の
直
接
的
協
力
の
現
れ
と
も
思
は
れ
る
が
、 

軍
用
機
髀
の
史
的
硏
究
や
生
產
科
學
の
史
的
考
察
と
い
ふ
課
題
が
提
出
さ 

れ
て
お
る
。
非

-®
•■

に
有
意
義
なt

と
で
も
あ％

是
非
本
學
會
の
手
で
實 

現
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

◊

先
に
藤
浪•

猫
野
兩
顧
問
を
失
ひ
、
今
ま
た
會
員
消
息
欄
に
報
ず
る 

逋3

顧
問
平
山
淸
次
博
士
の
逝
去K

遭
ふ
。
今
日
の
我
が
輝
か
し
い
科
學 

界
の
基
礎
を
明
治
初
期
の
濫
沌
た
运
時
代
に
於
て
築
き
上
げ
た
斯
界
の
先 

達
を
楫
次
い
で
失
ふ
こ
と
は
誠
に
悲
し
み
に
耐
へ
な
い
と
共
に
、
生
き
た

會 

報

る
科
學
史
を
永
久
に
失
ふ
と
い
ふ
こ
と
に
っ
い
て
、

今
後
のH

本
科
學
史 

硏
究
の
た
め
に
、心
痛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
れ
走
せ
で
は
あ
る
が
學
界
の 

長
老
達
を
*?
招
き
し
て
口
づ
か
ら
貴
重
な
種
々
の
資
料
を
お
伺
ひ
し
、
明 

治
科
學
史
ゐ
硏
究
の
第
一
步
に
着
手
し
た
い
と
云
ふ
希
望
は
前
々
か
ら
案 

と
し
て
出
さ.
れ
て
ゐ
た
が
、
本
年
か
ら
は
分
科
會
の
仕
事
と
し
て
早
速
そ 

の
こ
と
に
収
り
か
、
る
っ
も0

で

あ

る

.0
と
り
お
へ
ず
天
文
學
關
係
の
大 

先
輩
を
と
り
か
こ
ん
で
、
座
談
會
を
開
く
計
畫
が
進
行
し
て
ゐ
る
が
、
引 

程
續
き
各
科
に
及
ぼ
し
た
い
建
定
で
あ
る
。

◊

本
年
度
の
年
會(

次
項
參
照)

で
、
昭
利
十
八
年K

か
ら
會
賛
を
ー 

ヶ
年
六
圜(

從
來
はR

闻
〉

と
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
從
っ
て
、
す 

で
に
本
年K

の
會
我
拂
ひ
込
み
濟
み
の
方％

、
來
年
度
納
入
の
際
不
足
分 

を
加
算
し
て
い
たV
%

た
い
。 

・

第
三
同
年
會

昭
和
十
A.
年
四
月
十
七
日
午
後
四
時
よ
り
大
東
亞
會
館K

て
。
會
す
る 

者
顧
閒
田
中
餡
愛
橘
、
安
藤
廣
太
郎
、
眞
田
秀
吉
、
竹
內
松
次
郞
の
諸
氏 

を
初
め
と
し
て
ー
二
十
七
名
。

先
づ
桑
木
會
長
の
開
會
の
辭
が
あ
っ
て
總
會
に
入
っ
た
が
、
今
年K

は 

會
長
任
期
滿
了
の
た
め
改
選
を
必
耍
と
す
る
の
で
、
會
長
の
提
案
に
よ3
 

一
同
安
藤
顧
問
を
座
長
に
推
し
、
選
擧
會
に
入
る
。
次
い
で
座
長
の
提
案 

ノ 

六
七
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科

學

史

硏

究
 

第

六

號
 

に
上
っ
て
投
票
を
省
略
し
、
桑
木
前
會
長
の
重
任
と
な
る
こ
と
に?S

場
ー 

致
決
定
し
尧
。
そ
こ
で
新
會
長
、
座

長

席

に

つ

き

、
簡
單
な
る
挨
拶
の 

後
、
會
則
第A

條
に
從
っ
て
新
委
員
を
指
名
し
た(

委
員
名
は
最
後
の
頁 

に
あ0
)

。

次
忙
昨
年
度
の
會
務
に
つ
い
て
は®

遠
委
員
よ
り
庶
務
會
計
に
關
し
、
 

稻
沼
幹
事
よ
り
「
科
學
史
硏
究
」
及

び

「
科
學
史
辭
典
」
編
纂
事
業
の
進 

一TO
狀
態
に
關
し
、
ま
た
曹
井
委
員
よ
リ
分
科
會
に
關
し
て
そ
れ
ぞ
れ
報
吿

淤
あ
っ
た
。

さ
ら
に
营
井
委
員
よ
り
會
則
第
六
條
を
「
會
員
ハ
會®

ト
シ
テ
年
績
金 

六
凰
ヲ
納
厶
」
と
改
め
た
卷
委
員
側
よ
リ
の
案
を
提
出
し
、
全

會L

致
可 

決
さ
れ
た
。 

• 

最
後
に
會
長
よ
り
會
員
消
息
に
關
し
て
報
吿
あ0

、
顧
閒
狩
野
亨
吉
、 

藤
浪
剛
一
、
平
山
淸
次
一
ニ
氏
の
逝
去
に
對
し
て
、

一
同
洙
き
哀
悼
の
意
を 

表
し
た
。
ま
た
新
顧
問
と
し
て
朝
比
奈
泰
彥
氏
を
依
頼
す
る
旨
も
報
吿
が 

あ

っ

た(

從
っ
て
十
七
年
度
に
於
て
は
新
村
出
氏
と
併
せ
て
顧
問
二
名
の 

増
加
を
み
た
わ
け
で
ち
るy

以
上
を
以
て
總
會
を
終
り
、

一
同
晩̂

を
と
も
に
す
る
。
食
事
を
了
る 

に
あ
た
っ
て
桑
木
會
長
立
っ
て
顧
閒
田
中
ffi
愛
橘
先
生
の
米
壽
を
祝
ひ
、 

更
に
御
長
命
を®r

っ
て
乾
杯
す
れ
ば
、
先
生
も
之
に
答
へ
て
立
た
れ
、
學 

會
の
た
め
に
前
途
を
祝
し
て
杯
を
擧
げ
ら
れ
一
同
之
に
和
し
た
。
・

六
A.

か
く
で
食
後
、
豫
定
の
通0

田
中
餡
先
生
を
中
心
と
し
て
、
明
お
初
期 

の
我
が
科
學
界
を
IK
ぶ
座
談
會
に
移
っ
た
。
桑
木
會
長
は
同
先
生
の
傳
記 

を
手
に
し
な
が
ら
先
生
の
全
貌
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
た
。
次
い
でH

中 

館
先
生
は
非
常
に
元
氣
に
し
か
も
諧
謔
を
交
へ
て
示
唆
に
富
ん
だ
箍
話
を 

さ
れ
、
出
席
者
一
同
大
い
に
感
銘
を
得
た(

こ
の
講
演
速
記
は
本
號
に
揭 

載
し
た)

。
午

後/k

時
過
ぎ
散
會
。

伤 

會

◊

第
十
五
囘
例
會
・
昭
和
十
八
年
一
月
三
十
日
午
後
六
時
半
よ
り
日
本 

醫
師
會
館
に
て
、
出
席
者
三
十
一
名
。

1. 

カ
ン
ト
に
打
け
る
幾
何
學
的
形
像
の.
理
論:

三

枝

博

音

氏

2. 

現
代
物
理
學
と
科
學
史
の
方
法.
.
.
.
.

武

谷

三

男

氏 

◊

第
十
六
囘
例
會
三
月
十
二H

午
後
六
時
よ
り
日
本
醫
師
會
館
に

て
、
出
席
者
十
九
名
。

1.
動
物
渡
來
考.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

高

島

春

雄

氏 

え

日

本

古

地

圖

に

ら

い

て.
.
.
.
.
.
.
.

移

靖

三

郞

氏

◊
 H

木
醫*■

學
會
と
の
聯
合
講
演
會 

五
月
四H
 
(

火)

午
後
六
時
上 

り
神
田
一
ッ
橋
如
水
會
館
に
て
、
出
席
者
四
十
名
。

1. 

宇
田
川
榕
旌
の
舍
密
開
宗
に
つ
い
て

2. 

德
川
吉
宗
の
本
草
癖.
.
.
.
.
.

矢.赤 
野松

宗金 
幹芳 
氏氏
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3.
醫
學
自
然
科
學
と
本
草
學.
.
.
.
.
.
.
.

木
村 

康
一
氏 

關

西

支

部

◊

第
四
囘
例
會
一
月
九'B

(

土)

午
後
二
時
よ
り
京
大
樂
友
會
館
に

で
、

出
席
者
十
八
名
。

1. 

梵
鐘
の
形
と
音
色
の
變
遷.
.
.
.
.
.
.

靑

木

一

郎

氏

2. 

敦
煌
出
土
の
漢
唐
曆
書.
.

.

.

.

.

.

藪
内 

淸
氏

會
員
消
息

上
述
の
如
く
前
號
に
於
て
藤
浪
剛
一
博
士
、
猝S

亨
吉
博
士
の
悲
し
き 

計
報
を
記
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、

こ
ゝ
に
ま
fc
顧
閒
平
山
淸
次
博 

士
の
御
逝
去
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
博
士
は
例
會
に
は
屢
・
出®
.
 

さ
れ
、
昨
年K

の
年
會
に
授
時
曆
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
が
、
十
月
の
第 

十
二
囘
例
會
に
於
て
太
陽
曆
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
が
最
後
で
お
っ 

だ
。

會 

報

平
山
博
士
は
宮
城
縣
の
人
、
明
治
七
年
の
生
れ
、

三
十
年
東
京
帝
大
理 

科
大
學
星
學
科
卒
業
後
大
學
院
に
入
リ
、

三
十
九
年
同
大
學
助
敎
授
と
な 

丿
、
四
十
四
年
理
學
博
士
、
大
正
四
年
東
京
帝
大
敎
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。 

昭

和
士
二
年
停
年
に
て
退
官
し
、
名
譽
敎
授
の
稱
號
を
受
け
た
。
ま
た
學 

士
院
會
員
被
仰
付
、
學
術
硏
究
會
議
會
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
が
、
學 

士
院
の
日
本
科
學
史
編
纂
委
員
の
一
人
と
し
て
天
文
學
を
擔
當
さ
れ
、
我 

國
の
各
方
面
に
殘
さ
れ
て
お
る
多
數
の
貴
匱
な
資
料
の
蒐
集
及
び
整
理
に 

專
心
さ
れ
て
あ
た
。

博
士
の
小
惑
星
の
硏
究
は
世
界
的
な
も
の
で
あ0

、
曆
に
關
す
る
權
威 

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
と
こS

で
あ
る
。
今
年
始
め
頃
よ0
 

胃
潰
瘍
を
患
っ
て
入
院
さ
れ
て
ゐ
だ
が
、
快
方
に
向
っ
た
た
め
退
院
さ
れ 

た
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
再
び
惡
化
し
、
遂
に
四
月
ハ
日
午
前
七
時
半 

逝
去
さ
れ
た
。
吿
別
式
は
十
一 
H

駒
場
の
自
邸
に
於
て
行
は
れ
た
が
、
桑 

木
會
長
は
會
を
代
表
し
て
用
辭
を
讀
ま
れ
、
埋
葬
に
も
立
ち
合
は
れ
た
。

六
九
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無

科

學

史

硏

究
 

第
六
號

關
西
支
部
役
員
氏
名

日
本
科
學
史
學
會
顧
問
及
役
員
氏
名
金
十
音
順)

幹 委 會 顧

事 員 長 間

古 

川 

晴 

男

武 

谷

男

天

野

淸

野 

ロ 

彌

神

田

茂

彌 

永 

昌 
吉

桑

木

或 

,雄

眞 

鳥 

利 

行

橋 

田 

邦 

彥

桑 

木 

嚴 

翼

，茂 

串

茂

田

中

實

稻 

沼 

瑞 

穗

早

坂

郞

玉 

蟲 

文

丘

英

通

上 

義 

夫

田

邊

元

新 

村

出

小 

泉

丹

岡 

田 

武 

松

湯 

淺

明

長 
谷 
川

淳

宅 

剛

篠 

遠 

喜 

人

江

崎 

悌

緖 

方 

富 

雄

小 

出 

滿

平

田

寬

矢 

島 

祐 

利

山 

崎

佐

柴 

田 

桂' 

太

太 

田 

正 

雄

石

原

純

支
部
長

支

部

委

一

員

靑

木

一

郞

能

田

忠

亮

上

田

穰

原
•

光

雄

伏

見

康

お

七
〇

日
本

科
學
史
學
曲
會
則 

第
一
章
・
名
稱
及
事
務
所 

第
一
條
本
會
八
日
本
科
學
史
學
會
ト
稱
ス
ー 

第
二
條 

本
會
ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
東
京
二
置
ク 

第
二
章
目

的

及

事

業 

第
三
條 

本
會
ハ
科
學
史
及
技
術
史
ヲ
硏
究
シ 

日
本
一
ー
於
ケ
ル
科
學
及 

技
術
ノ
進
步
發
展
二
寄
與
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

第
四
條
本
會
八
前
條
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ 

ー
、
年

會
(

總
會
ヲ
兼
ヌ)

ヲ
開
ク 

•

二
、 
每
月
一
囘
例
會
ヲ
開
ク

三
、 
特
殊
部
門
ー
ー
關
ス
ル
分
科
會
ノ
設
置

四
、 
硏
究
機
關
雜
誌
「
科
學
史
硏
究
」
ノ
定
期(

年
四
囘)

發
行

五
、 
公
開
講
演
會
及
史
料
展
覽
會
ノ
開
催

六
、 
文
獻
目
錄
、
覆
刻
、
解
說
、
著
譯
ノ
編
纂
及
出
版

七
、 
科
學
史
圖
書
館
ノ
設
立
ゝ

ハ
、
科
學
史
硏
究
調
査
ノ
タ
メ
會
員
ノ
內
地
及
海
外
派
遣 

九
、
其
他
必
要
ト
認
メ
タ
ル
諸
事
業 

第
三
章
會

員

及

役

員 

第

五

條

會

員

ハ

本

會/

趣
旨
ー
ー
贊
同
ス
ル
者
ニ
シ
テ
會
員
二
名
以
上 

ノ
推
薦
ー
ー
ヨ
リ
役
員
會
ノ
承
認
ヲ
經
タ
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
六
條
會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
額
金
六
圓
ヲ
納
厶 

第
七
條
本
會
二
次
ノ
役
員
ヲ
置
ク 

會

長
 

一
 

名 

委

員
 

若

干

名
 

第
八
條 

會
長
八
總
會
一
ー
於
テ
之
ヲ
選
擧
シ 

委
員
ハ
會
長
之
ヲ
指
名
ス 

第
九
條
會
長
八
本
會
ヲ
代
表
シ
會
務
ヲ
總
理
ス 

第
十
條 

委
員
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
受
ケ 

會
務
ヲ
處
理
ス 

第
十
一
條 

本
會
二
顧
問
若
干
名
ヲ
置
ク 

顧
問
ハ
會
長
之
ヲ
依
囑
ス 

第
十
二
條 

會
長
及
委
員
ノ
任
期
ハ
二
年
ト
ス 

但
シ
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ

第

四

章

・

附

則 

第
十
三
條
本
會
ハ
適
當
ト
認
メ
ダ
ル
地
方
一
ー
支
部
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得
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編 

輯 

後 

記 

◊

本
號
も
年
半
ば
過
ぎ
て
漸
く
發
行
に
至
り 

ま
し
た
。
し
か
も
本
號
か
ら
第
三
卷
に
入
り
ま 

す
。
今
後
出
來
る
だ
け
こ
の
お
く
れ
を
と
り
か 

へ
す
や
う
努
力
し
て
を
り
ま
す
か
ら
何
卒
御
了 

承
下
さ
い
。

◊

狩
野
先
生
に
つ
い
て
は
八
田
氏
に
特
に
お 

願
ひ
し
て
執
筆
し
て
い
た
ヾ
い
た
の
で
、

こ
の 

點
お
禮
を
申
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
揭 

載
し
た
寫
眞
は
岩
波
書
店
の
小
林
勇
氏
所
藏
の 

も
の
を
拜
借
し
た
の
で
す
。
先
生
は
寫
眞
が
大 

嫌
ひ
だ
っ
た
さ
う
で
す
が
、
そ
の
先
生
を
巧
み 

に
納
得
さ
せ
同
氏
が
先
生
と
並
ん
で
寫
し
た
非 

常
に
珍
ら
し
い
も
の
で
す
。
小
林
氏
の
御
厚
意 

を
も
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
は
編
輯
子
と
し
て
悲
し
む
べ
き
こ
と
で 

す
が
、
次
號
に
は
藤
浪
先
生
の
迫
憶
も
載
せ
ら 

れ
ま
せ
う
。
そ
れ
に
平
山
先
生
の
迫
憶
も
揭
げ 

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◊

本
號
は
大
分
薄
く
な
っ
た
樣
に
思
は
れ
る 

で
せ
う
。

し
か
し
平
均
し
て
百
頁
位
に
な
る
や 

う
に
調
節
し
な
い
と
、
統
費
の
關
係
上
相
當
な 

困
難
が
生
じ
て
來
ま
す
の
で
、

こ
の
樣
に
い
た

し
ま
し
た
。
更
に
そ
の
上
本
號
か
ら
僅
か
で
は 

あ
り
ま
す
が
特
別
行
爲
稅
和
當
額
を
讚
者
諸
氏 

は
御
負
擔
願
は
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

之
も
不
惡
御
了
承
下
さ
い
。

◊

用
紙
不
足
の
折
か
ら
、
本
誌
が
か
う
し
て
相 

當
な
部
數
を
維
持
し
て
や
っ
て
行
け
る
の
は
科 

學
史
硏
究
の
意

義

が

一
般
に
十
分
認
め
ら
れ
て 

ゐ
る
か
ら
で
あ
り
ま
せ
う
。

し
か
し
猶
そ
れ
を 

し
て

一
層
有
意
義
な
ら
し
め
る
た
め
に
會
員
、 

讀
者
諸
賢
、
編
輯
子
一
體
と
な
っ
て
益
て
努
力 

い
た
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
讀
者
諸
賢
の
御
硏 

究
が
あ
り
ま
し
た
ら
ば
ー
應
拜
見
の
上
適
當
な 

も
の
は
ど
し
ど
し
誌
上
に
揭
載
し
た
い
と
思
ひ 

ま
す
。
ま
た
本
誌
に
對
し
て
種
々
の
御
註
文
が 

あ
れ
ば
御
遠
慮
な
く
御
申
越
下
さ
る
や
う
願
ひ 

上
げ
ま
す
。

◊

會
報
に
も
あ
る
通
り
、
今
年
度
か
ら
會
費 

が
」ハ
圓
に
な
り
ま
し
た
。
諸
種
の
費
用
が
嵩
ん 

で
來

て
止
む
を
得
な
い
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
 

何
卒
御
了
承
の
上
お
忘
れ
な
く
納
入
し
て
い
た 

だ
く
や
う
に
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
五
日
印
刷 

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
八
日
發
行
〔
第
ノ
獄 

定

價

磔

壹

圓

合

計

壹

團

參

錢
 

唱
^

S1ffi>

錢 

(

送
料㈣

錢)

發
庁
浪

編
®

君

印
lira
廿

印
刷
所

發
行
所

日

本

科

學

史

學

會
 

代

表

者

桑

木

段

雄
 

憑
京
市
神
田
囲
美
土
代
町
一
六
番
地 

(

東
東
三
五)

嶋 

冨

士

雄
 

柬
京
市
神
田
歸类
土
代
町
一
六
番
地 

勰

三

秀

舍

東
京
市
本
鄕
區

柬
京
帝
國
大
喪
理
厚
部
«i
物
越
敎
室
內 

日
本
科
學
史
學
會 

振
替
口
座
東
京
一
七
五
三
一
六
番

H
ネ
出
版
文
化
協
會
會
員
番
號
ニ
ニ
ー
ニ
五
一
番

一
 

册

壹

圓
 

'

转
別
行
爲
稅
相
當
額
並
レ 

­

ヶ

年

分

四

圓

一

に

送

料

は

別

に

申

受

くJ

東
京
市
神
田
區
一
ツ
橋
二
丁
目
三
番
地 

發

賣

所
馆
話
九
段(

三
三)

振
替
口
座
取

0

木

出

版

文

化

協

會

會

員

番

號
 

一

〇

二

〇

三

七

番
 

承

認

番

號

五

九

號

方

波 

書 

店

二2ハハ
ニ九七

郭ハハ 
〇甯〇ハ

配

給

元
 

日
本
出
版
配
給
株
式
會
社
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賣

價

(

稅
込)

壹

圓

參

錢
(

送
料
四
錢)


